

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ







　　　＋七なな渡と＋




　人生は選択の連続である。そのような名言をどこかの偉人が残していた。

　俺の高校生活でも重要な選択が続いていた。部活動をするかしないかとか、どの職場でアルバイトをするかとか、人生に大きく関わりそうな選択をしてきた。

　そして今日は恋愛においても一つの大きな選択をした。

　昼休みに翼つばさでも麗れい奈なでもなく、別に好きな人ができたとみんなに告白をした。

　自分にとってこれは大きな決断であり、二人を突き放すような選択だった。

　その告白を聞いた二人は、やはりショックを受けてしまっていた。

　九州から東京へ引っ越す日に翼が見せた寂しい表情。

　須す々す木きが俺を振って、もう関わらないでと言ってきた時の冷たい表情。

　翼と麗奈の二人の反応を見て、そのトラウマがフラッシュバックしてしまい、思わず涙が少し出てしまった。恥ずかしくなって、慌ててお手洗いへ逃げ込んだ。

　どれだけ同じ時間を過ごしても離れ離れになってしまうことはあるし、どれだけ仲が良くても次の日には嫌われてしまうこともある。

　それはもう痛いくらいに知っている。既に経験済みだからな。

　だから、二人が俺を突き放してくることも覚悟している。

　そうなってしまったらとても辛つらいが、それが俺の選択だ。今はどちらかを選んでどちらかを悲しませたくはなかった。

　その選択が正解だったかはわからないが、俺がその答えを望んだのは確かなことだ。




　放課後に行われた委員会が終わり教室へ戻ると、翼と麗奈が俺を待ってくれていた。

「一緒に帰ろう七渡君」

　今までと何も変わらない優しい表情で、声をかけてくれる翼。

「まさか待ってくれているとは思わなかった」

「だって、友達じゃん」

　そう言って、背中を軽く叩たたいてくれる麗奈。

　もしかしたらあの決断は、間違いではなかったのかもしれない──







第１章　チューニング







　　　∞麗れい奈な∞




　七なな渡とに好きな人ができたと言われた。

　あの時はとてつもなくショックだったんだけど、家に帰って落ち着けている今は冷静でいられる。

　まぁ七渡が翼つばさを選んで、今のグループが解散となるのがあたしにとっては最悪な結果だからね。あの七渡の発言で現状が大きく変わるわけでもない。大丈夫。

　もちろん七渡とはめっちゃ付き合いたいけど、一緒にいられるのならそれでいい。一緒にいられなくなるのだけはどうしても避けたい。それは絶対に駄目。

　翼とも仲直りできたし、対立関係ではなく協力関係にもなれた。

　今のグループにとっては良い事が起きたのかもしれない。あたしも翼も七渡に固執し過ぎてみんなに迷惑かけてた部分もあったと思うし。

　これからみんなで仲良く夏休みを迎えられれば、あたしはそれで……

　しまった!?　しばゆーが最悪なタイミングであたしと翼の会話を聞いちゃってたから、とんでもない勘違いをさせたままだった！

　変に仲が拗こじれてしまう前に、早く誤解を解かないとね。

　あたしはスマホを使ってしばゆーに電話をかけた。

『……おかけになった電話番号は現在病み期となっております』

「どういう状態!?」

　すぐ電話に出たと思ったらシステムメッセージのような報告をされたんだけど。

『いいよ別に柚ゆずに気を使わなくてさ。どーぞ二人で愛し合ってください。たまに交ぜてもらえればそれでいいからさ』

　不ふ貞て腐くされた発言をしているしばゆー。やっぱり勘違いをしているみたいだ。

「しばゆーは誤解してるよ。別にあたしと翼が恋人になったわけじゃないから」

『付き合うって言ってたもん。柚は聞いてたもん。お察ししますもん』

「恋人として付き合うってことじゃなくて、七渡のために協力しようって話」

『それなら協力しようって言うもん。付き合うなんて言葉使わないもん』

「翼は少し変わってるとこあるから、きっと言葉のチョイスも変になったんでしょ」

　あたしも翼の表現には少し戸惑ったところもあった。実際に、まるで告白みたいな言い方だったしね。何かこっちもちょっとドキドキしちゃったし……

「あたし達は遠回しに七渡に振られたの。だから傷の舐なめ合いみたいなものでしょ」

『舐め合い!?　そんなのズルいよ、柚だって翼ちゃんと舐め合いたいし！』

「……何を言ってるの？」

　しばゆーは取り乱して、どさくさに紛れて意味わからんこと言っちゃってる。

「とりあえずしばゆーは大きな勘違いしてんの」

『勘違いしてるのは麗奈んだよ。百合ゆり漫画では何気ない友達から、互いにいなくちゃいけない関係に変わっていって、やがて恋人になるのが定番だもん。麗奈んは翼ちゃんが必要になっていて、翼ちゃんも麗奈んをもっと深く知りたいって状態。つまりそれはもう百合でしょ？　百合なんでしょ？　百合百合しいんだよ』

「そんなの漫画の話でしょ」

『だってだって～』

「あたしは翼に対してしばゆーみたいな気持ちを抱いてないから」

『麗奈んが気づいていないだけで、二人の百合の波動はもうそこまで来ているんだよ』

「その根拠は？」

『今まで翼ちゃんのこと城しろ木きって呼んでたのに、今は翼って呼んでるし』

「あっ」

　翼には城木ではなく翼と呼んでと言われたので、呼び方を変えていた。それもしばゆーにとっては付き合うことになったと勘違いさせる要因になっちゃってたのかも。

『いつの間にか近づいていた距離。かけがえのない存在だと気づいた私は、自然とあなたの手を握っていた。それが百合なんです──』

　謎のポエムを囁ささやいてから通話を切ってきたしばゆー。

　まぁ今ここで無理に理解させるより、実際の状況を見てもらった方がしばゆーも納得してくれるかもしれない。

　しばゆーの誤解は、きっと時間が解決してくれることだろう。




　　　　▲




　登校の時間となったので、今日も七渡を公園のベンチで待つ。

　こうしていれば毎日、デートで待ち合わせている気分だなぁと、いつもドキドキすることができていた。

　でも今はちょっとだけ不安な気持ちが芽生えちゃってる。こうしていられるのもいつまでなんだろうと先の心配をしちゃう。

　七渡と会うのが少し恐こわくなっちゃっているのかもしれない。好き過ぎてこんな辛い思いを味わうなんて、本気の恋愛ってやつは難し過ぎる。

「麗奈ちゃん、おはよ」

　七渡が来る前に翼がやって来た。しかも昨日とは異なり、あたしをさん付けではなくちゃん付けで呼んでいる。

「おはよ。七渡と一緒に来なかったの？」

「今は麗奈ちゃんと少しでも長く一緒にいたいから」

　そう言いながら隣に座った翼。今は何故なぜか一緒にいると安心する。

「あんなことがあった後で、普段通りにするってけっこう難しいよね」

「うん、あたしもちょっと困ってたところ。ちゃんといつも通りできるかなって」

　どうやら翼もあたしと同じ気持ちを抱いていたみたいだ。

「リラックスリラックス」

「ちょ、ちょっと」

　翼が問答無用で脇腹をくすぐってきたので、慌ててベンチから立ち上がって逃げた。あたしはくすぐりとかに弱いから、すぐに変な声が出ちゃうんだって。

「なにすんのよ」

「ご、ごめん、緊張が解けるかなと思って」

　古典的な方法を使ってきた翼。いきなり触ってくるからビックリしたっての。

「そういう時は自撮りとかするのが一般的でしょ」

「えっ、そんなの聞いたことないよ」

「ちょっと来てみ」

　再びベンチに座り、翼があたしの左側に寄るように肩を抱く。

　インカメに切り替えたスマホを可愛かわいく映す角度に変えて、腕を伸ばした。

「ほら、今日のあたしも可愛いな～って安心するでしょ」

　前髪を弄いじりながら自分の顔をチェックする。慣れていない翼は不器用そうに自分の顔の角度をちまちまと変えている。

「ちょっと変顔して、表情筋をほぐしてさ」

　あたしがふざけてアヒル顔をしてみせる。

「こんな感じ？」

　翼は舌を出して、あっかんべーな表情をしている。チョイスが古いし、あたしよりも舌がだいぶ長くて驚いた。

「その変顔はちょっとダサいから」

「変顔にダサいとかあるん!?」

　あたしの言葉を聞いて恥ずかしそうにしている翼。やっぱりまだ田舎から来た女の子って感じが抜けてない。

　いや、都会に染まった翼はあんまり見たくないかも。地雷系メイクとか始めちゃって、マイナーなバンドの追っかけ話とか延々としてくるようになったら嫌だし。

　小ちっちゃなライブハウスで行われる、よくわからんバンドのよくわからんライブのチケットとか無理やり買わされたくないし。ドリンク付きだからっていって三千円もするし。

「おはよ～」

　七渡が公園へやって来た。やっぱり七渡の声を聞くと、あたしは元気になっちゃう。

「おはよー七渡」

　挨拶をしながら、あたしは自然と七渡の隣に立つことができていた。

　翼が事前に来てくれたおかげで、変な緊張がほぐれて自然に顔を合わせることができたのかもしれない。

「き、今日は、じゃない、明日はそうだ、明日はなんか体育があるだろ？」

「んんん？」

「あっと、体育で授業で、バスケやるみたいでするんだとか言ってて。違うかな」

「ちっとは落ち着きなよ」

　あたし達以上に七渡が緊張しまくっているんだけど!?

　何か話題を用意していたみたいだけど、ぜんぜん上手うまく話せてないじゃん！

「昨日、七渡君が好きって言っとったユーチューブのチャンネル見たよ」

「おっ、どうだった？　面白かっただろ？」

「うん。ドブ川をジャンプして越えるっていう無謀な挑戦には笑っちゃったよ」

　七渡が好きな話題を持ち出して、上手く緊張をほぐしてあげている翼。

　流石さすがだなと思ったけど、あたしもただ突っ立っているだけじゃ駄目だ。何かしなきゃと思うけど、ドブ川をジャンプして越える動画の詳細が無性に気になって集中できない。

「麗奈ちゃんがオススメしてくれたのは何だっけ？」

　タイミングを逃して話題に入れなかったあたしに翼が丁寧に話を振ってくれる。助かったけど、ちょっと自分が情けない。

「あたしはミケるんのチャンネルとか見てるよ。メイクとかのテクニックぱないし」

「それなら俺も毎日チェックしてるぜ」

「何でギャルのチャンネルを七渡がチェックしてんのよ」

　横にいる七渡を肘で軽くつつく。前も巨乳の女性がピアノ弾いているだけの動画を真剣に見ていたし、変な趣味嗜し好こうに目覚めているかもしれないと心配になっちゃう。

　翼が場を回してくれたおかげで、あたしを含めたみんなの緊張が解けている。今回は助けられたから、次はあたしが助けないとね。




　　　◇翼◇




　七渡君は大きな決断をした。でも、私達の関係性は何も変わらない。

　むしろ私や麗奈ちゃんが過度に七渡君へ近づくことがなくなったから、落ち着きのある空気感が今のグループには生まれている。

　麗奈ちゃんともっと仲良くなっていけそうだし、崩れかけた関係性が強固になってきている。むしろピンチをチャンスに変えることができそう。

「問題は無さそうか？」

　休み時間になると廣ひろ瀬せ君が話しかけに来てくれた。七渡君の決断もあり、廣瀬君も少し不安を抱いていたのかもしれない。

「大丈夫そうだよ。心配してくれてありがとう」

「そうか。その言葉を聞けて安心した」

　私の言葉を聞いて安あん堵どした表情を見せる廣瀬君。みんなのことを真剣に考えてくれているのが伝わってくる。

「前のグループではヒビが入ると一瞬で崩れてしまったが、城木さんや地ち葉ばとなら簡単に崩れることはなさそうだな」

　中学生の時に廣瀬君と七渡君、七渡君の元カノの須す々す木きさんと私のバイト仲間の大おお塚つかさんの仲良し四人グループがあったみたい。

　今ではその関係は崩れちゃったみたいだけど、私は絶対にそんな結末にしないよ。

「崩れたりしないよ。私も麗奈ちゃんも、みんなとの関係が本当に大切だから」

「……頼もしいな」

　みんな優しいし、温かい思いやりの心が伝わってくる。このみんなとなら、最悪な結果になんて陥るはずがないよ。

「俺も七渡にお前は悪くないと囁きまくって、励ましの暗示をかけているところだ」

「それは逆効果じゃないかな？」

　廣瀬君に詰め寄る。七渡君だけが今でも落ち着きのない状態なので、変にプレッシャーをかけることは廣瀬君でも止やめてほしい。

「安心してくれ、俺はメンタリスト廣瀬と呼ばれた男だ」

「ダメです。メンタリストとか言われても、余計に胡う散さん臭くさいです」

　ここは頑かたくなに逃がさない。ちゃんと聞き入れてもらわないと。

「す、すんません」

「いつも通りでいいと思うの。七渡君はそれを望んだんだから」

「さ、流石は元許嫁いいなずけだな。七渡への思いやりがガチ過ぎる」

　顔が引きつっている廣瀬君を見て、ふと冷静になる。また七渡君のことに熱くなり過ぎて、周りが見えなくなっちゃってたかも。

「ご、ごめん廣瀬君、何だか熱くなっちゃって」

「謝ることじゃないって。城木隊長に怒られないよう気をつけます」

　笑みを浮かべながら去っていく廣瀬君。何故か隊長扱いされていた。恥ずかしい……

「あのさ」

「どうしたの麗奈ちゃん？」

　廣瀬君と入れ替わりのタイミングで麗奈ちゃんが話しかけてきてくれた。嬉うれしい。

「七渡にどっちが勉強教えるかって話なんだけど」

　私達が喧けん嘩かする原因となった勉強の話題。

　今はまだ避けるべきかなと思っていた話題を麗奈ちゃんが自ら持ち出してきてくれた。

「二人で一緒に勉強を教えない？」

「いいよっ！」

　私は食い気味に返事をした。私も同じことを言おうと思っていたけど、それを麗奈ちゃんの方から言ってくれたのが本当に嬉しい。同じ気持ちになれたってことだもん。

「やけに乗り気じゃんか」

「大好きな七渡君と、仲良くなりたい麗奈ちゃんと一緒に勉強できるなんて、絶対に楽しいし良い時間になるもん」

「好意的に受け取ってくれるのは嬉しいけどさ」

　私が笑顔になると麗奈ちゃんも笑顔になった。思いが重なっている。

「というか、今の状況じゃ二人で勉強って言っても七渡も遠慮するだろうしね。三人でってなったら七渡も参加しやすいでしょ」

「うんうん。それに二人で教えれば、きっと七渡君の成績もその分良くなるよ」

　七渡君は中間テストで平均点を下回る点数ばかりを取っていて、思いのほか苦戦していた。勉強はしていたみたいだけど、上手くいかずに不安そうな顔を覗のぞかせていた。

「七渡のちょっと不自然な距離感も、あたし達と過ごせばより早く元に戻ると思うし」

「そうだね。夏休みを何の心配もなくちゃんと楽しめるように、テストも距離感も全部ウチらが改善してあげないとだ」

　私達の目的は一致する。今までは反発し合っていたけど、それが同じ向きに変われば頼もしい仲間になるんだ。

「七渡のためにあたし達がここまでしてあげるなんて、どんだけお人ひと好よしなんだか」

「大好きだからしょうがないよね」

「……そーだね、七渡のためが自分達のためにもなるし」

　二人揃そろって幸せな溜ため息いきをつく。好きな人のためにあれこれ考えるのは何一つ苦ではないし、心に充実感が募るばかりだ。

「場所はどうするの？」

「あたしの家でも大丈夫だし、翼の家でもあたしは構わないよ」

「麗奈ちゃんの家にしよう。ウチの家だとお姉ちゃんいるかもしれないし」

「翼がいいなら、あたしの家でさせてもらうけど」

　今までは互いの考えがぶつかり合っていたけど、今は譲り合っている。この関係性なら七渡君を困らせずに、寄り添い合っていけるかもしれない。

「ありがとう麗奈ちゃん」

「お礼を言うのはあたしの方でしょ」

　麗奈ちゃんと七渡君のお勉強計画を練ることができた。楽しみだなぁ……

「結婚式はいつかな？」

「柚ゆず癒ゆちゃん!?　何の話？」

　いつの間にか近くから私と麗奈ちゃんをしらけた目で見ていた柚癒ちゃん。

「いや、二人がめっちゃ仲良さげに話してたから、近い内に結婚するのかなと思って」

　不ふ貞て腐くされながら話している柚癒ちゃん。今日は一日元気が無さそうだった。

「何言ってんのよ。七渡と廣瀬だっていつも仲良さげに話してるけど、別にだからどうって話でもないじゃん」

「いや、あの二人やることやってるから」

「勝手にやったことにすんな！」

　麗奈ちゃんは柚癒ちゃんの発言に呆あきれている。いったい七渡君と廣瀬君は何をやったのだろうか、いけないことはしてほしくないけど。

「柚癒ちゃん、今日あんまり元気ないよね？　もしかして体調悪い？」

　心配になったので、体温を測るために柚癒ちゃんのおでこへ自分のおでこを合わせる。

「ほわっ」

　可愛かわいい声をあげている柚癒ちゃん。熱はまったくなさそうだ。

「やっぱり大好き～」

　そう言いながら遠慮がちに抱き着いてくる柚癒ちゃん。いつもの笑顔が戻っている。

「ウチも大好きだよ」

　柚癒ちゃんを抱き返してあげると、何故なぜか勝ち誇った顔を麗奈ちゃんへ見せている。

「ごめん麗奈ん、やっぱり譲れないよ」

「はいはい、良かったね」

　何だか二人の間で私の知らない対決が繰り広げられているようだ。何を争っているのか気になるけど、喧嘩している感じではないので詮索しないでおこう。




　放課後になったので私はアルバイトへ向かった。

　今日は大塚さんとシフトが一緒なので、少し気が重くなっている。

　最後に会ったのは、七渡君が元カノの須々木さんと一緒にいる場面を見せられた日だ。

　勝手な憶測で七渡君をクズとか最低だとか言ってきたから、我慢できずにちょっとだけ怒っちゃった。だから、大塚さんと会うのは変な気まずさがある……

「あっ、おはよう大塚さん」

「ふぇ～」

　力のない挨拶を返してきた大塚さん。何故か頬ほおが腫れて唇の端に青あお痣あざができている。

「どうしたのそれ!?　頬めっちゃ痛そうやけど」

「ふええ～イケメン彼氏にＤＶされちゃったよぉ～」

　とんでもないことをふざけながら口走っている大塚さん。

「冷やしたりした方が良いよ。あと、付き合う相手はちゃんと選ばないと」

「冗談だし。あーそっか、あたしのこと、男にほいほい騙だまされるようなクソビッチだとか思ってんのね。人を見下しているわけだ」

「心配しただけやけど……」

　相変わらず捻ひねくれまくっている大塚さん。相変わらず過ぎて変な気まずさは生じなかったけど、悪い意味で何も変わっていないかも。

「本当は親友にキレられてビンタされた」

「そ、そうなんだ」

　今度は急に落ち込んだ表情を見せている。けっこうショックを受けているみたいだ。

「相手が親友なら、できるだけ早く仲直りした方がいいと思うよ。ウチも友達と喧嘩したんやけど、ちゃんと話し合って今では前よりももっと仲良くなったし」

「はい出た～隙あらば自分語り～」

　冷めた顔で煽あおる言葉を投げかけてくる大塚さん。こんな酷ひどい人と親友だったそのお相手さんは、きっと心の優しい器の大きな人なのだろう。

「あたしのこと嫌いになったでしょ？　みんなあたしを嫌いになればいいんだよ」

　きっとこの人は素直になれない人なんだ。口では孤独を求めているのに、とても寂しそうな表情をしている。

「もう全部終わり。人生なんかやり直せない。はいあたしの人生終わった～」

　今度は未練たっぷりな表情で涙目になっている。情緒不安定なのが伝わってくるけど、周りを突き放しているので私には何もできない。

　下手に関わると火傷やけどしそうなので、もう放っておいて仕事に集中しよう。

「はい出た～主語でかい奴やつ。自分が女子代表だと思ってんのかっての」

　アルバイト中にもかかわらずスマホでＳＮＳを見て、ケラケラと笑っている大塚さん。

　その様子をたまたま職場のオーナーさんが見に来ており、大塚さんは肩を掴つかまれて控室へ連れて行かれてしまった。

　ここまで同情の余地がない人は初めて見たかも……
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　今日のアルバイトは過度に緊張をしてしまう。

　須々木と会うのはあの日以来だからな……

　須々木が中学二年生の時に俺を振ったのは、大塚の適当な発言を信じて俺が別の女の子と付き合っていると勝手に勘違いしたためだった。

　誤解によって俺を嫌いになってしまい、縁を切って関わらなくなってしまった。

　だが二年を経てその誤解が解け、須々木は俺の前で強い後悔を口にした。

　そして、俺のいるグループでの恋愛事情を聞いて、私を選んだら都合が良いはずよと進言もしてきた。

　でも、翼と麗奈から逃げるために須々木を選ぶなんて真似まねはする気が無い。でも、須々木のことを二人よりも好きになってしまったら……いや、それはないはずだ。

　俺は好きな人ができたと言って、翼と麗奈から距離を置いた。それは嘘うそではなく、須々木を好きだった時の気持ちが蘇よみがえりつつあるのは確かなことだからな。

　真剣な二人に嘘はつきたくなかった。だから、悩みに悩んだ末にそういう決断をした。

　選べなければ、選ばなければいい。須々木がくれた助言通りになったな。

「おはよ」

「お、おうぇい、おはよう」

　急に背後から須々木に話しかけられたため、変な返事になってしまった。

「もっとしゃきっとしなさいよ」

　そう言いながら準備を始める須々木。意外と素っ気ない態度を見せてきて、今までと何も変わらない対応だった。

　変に意識していたのは俺だけだったのだろうか……いや、あんなことがあったのに、何も変化が無いなんて逆にちょっと恐こわいって。

「何だかスッキリしない顔をしているわね」

　俺の顔を覗のぞき込んでくる須々木。元気が無いのは自覚していたが、そこまで顔に出てしまっていたか。

「考え事が多くてな」

「まだ決断してないの？　スッキリした方が気持ちいいと思うわよ」

「いや、この前に相談していた件なら、二人には好きな人ができたって言ったぞ」

　決断したら悩むことはなくなると思っていたけど、結局は答えを先延ばしにしただけでもあるからな。残念だがスッキリすることはなかった。

「……言ったの？」

「うん、はっきりと」

　俺の言葉を聞いて少し嬉うれしそうにしている須々木。

「それでもスッキリしていないのは、その二人に後ろめたい気持ちがあるからだと思うわ。それがあなたの優しさだから仕方ないし、逆にヘラヘラしていたら呆れるわね」

「グループが崩壊ってことには陥らなかったけど、これで正解だったのかなぁ……」

「正解かはわからないけど、きっと間違ってはないんじゃないかしら。そのグループが現状を維持したのなら、あなたの望む形になったわけだし」

　俺を肯定してくれる須々木。おかげで少し不安を拭うことができた。

「切り替えて、先のことを考えた方がいいわよ……過去には戻れないのだし」

　寂しそうな背中を見せた須々木は、先にクレープ屋のカウンターへと入っていった。

　過去には戻れない。それは俺も須々木も痛いくらい理解していることだった。




　仕事を始めて三時間ほど経過し、アルバイトの時間が終わりに近づいてくる。

　相変わらず口数が少なく無愛想にしていた須々木。今までと何一つ変わらなかった。

　別に変化を求めていたわけではないが、別れた時の誤解が解けても対応が変わらないのは少し寂しい気持ちもあるな。

「それにしても、須々木はもう切り替えているみたいだな」

「えっ」

「あの時は涙を流して色々と大胆なこと言ってたし、今までの誤解が解けたりしただろ？その割にはなんか素っ気ないからさ。俺はそわそわして仕方がないんだが」

　俺の言葉を聞いた須々木はこっちを睨にらんでくる。あれっ、怒らせたか？

「……あのねぇ」

「は、はいっ」

「あんなことがあって何も思わないわけないでしょ」

　どうやら須々木の心情にも大きな変化が生じていたみたいだ。

「でも私は、だからといってはしゃぐような女でもないのよ」

　そうか、そうだったな……

　須々木はあんまり感情が表に出ないタイプだった。楽しい時もむすっとしていることが多かったし、辛つらい時も平気そうな顔をしていることが多かった。

　最近は素直な翼や、積極的な麗奈を見ていたから、相手の感情が直接伝わってくることが普通になっていた。

　でも、須々木は違う。あまり人前で感情を剥むき出しにはしない。

　美味おいしいレストランに行っても黙って料理を食べていて、店を出た後に美味しかったねと言ってくるタイプだった。

「私だってこれでも信じられないくらいドキドキしていて、胸が熱いのよ。あなたのことを直視できないぐらいにね」

「わ、悪い、察することができなかった。須々木はそういうタイプだったな」

「そうよ。出会った頃は私のこと塩対応とか自動音声サービスだとか言ってたじゃない」

　いつもむすっとしていて口数も少なかった須々木。仲良くなってもそれが多少和らいだ程度だったし、その性格もあってか須々木に友達は少なかった。

　そんな須々木の笑顔が見たくて、笑わせてやろうと面白おかしいことばかりしていたことを思い出した。

「職場では変に意識させて居心地悪くさせたくないから、できる限り平静を装っていようと思っているの。あなたもこの職場では一人の店員として振る舞いなさい」

「……気を使ってくれてありがとな」

　仕事中にお互いを意識してばかりいたら、きっとミスも多くなってしまう。

　そうならないように、須々木は普段以上に平静であろうとしてくれていたのだろう。

　アルバイトが終わり、須々木と一緒に店から出る。

　すると、まさかの一いつ樹きが店の外で俺達を待っていた。

「お疲れ様」

「……廣瀬」

　須々木は一樹を見て居心地悪そうにしている。

　俺と一樹は中学二年の冬まで須々木と大塚と四人で仲良しグループを形成していた。須々木と一樹も、あの件があるまでは仲の良い友達だった。

「一応、顔を見せておこうと思ってな」

　俺が須々木と一緒のアルバイトになってしまったことは一樹に伝えていたが、須々木に会いに来たのは初めてだ。

「なんか懐かしいわね」

　俺と一樹の間に立っている須々木。俺達を交互に見て、昔の光景を思い出したようだ。

「そうだな。大塚はいないけど二年ぶりの顔ぶれだ」

「今思い返すと、あの時は本当に幸せだったんだなぁって思うわ」

　物思いに耽ふけっている須々木。俺も何だか胸が温かくなる懐かしさを感じる。

「それを壊したのはお前だけどな」

「……わかってるわよ」

　須々木は一樹の言葉を聞いて下を向いてしまう。

「お、おい一樹、別にそんな言い方しなくてもいいだろ」

「いや、そう言われるのも無理はないわ。中二の時に廣瀬は七渡への誤解を解こうと私に何度か接触しようとして来たけど、それも突き放して逃げてしまったから」

　俺のフォローを受け取らず、自分を責めている須々木。

　一樹があのグループのことを気にしてくれていたのは知っていたけど、まさかそんなことまでしてくれていたとは……

「そんなこともあったな。七渡が須々木に一方的に突き放されて凄すごいショックを受けてたから、俺もできることはしていたが」

「……先に帰る」

　そう言って俺達に背中を向けて、早歩きで帰っていく須々木。

「また逃げるのか？」

「私の居場所は、もうそこには無いから……」

　須々木の悲しそうな声を聞いて胸が痛くなる。やっぱり、一度壊れてしまったものは元には戻らないみたいだ。

「容赦ねーな一樹」

「俺は七渡みたいに優しくはないからな。あいつには言えなかった文句がたっぷりあったし、ちょっとぐらいキツく言わないとあいつもずっと負い目を感じたままだろ」

　俺も須々木に言いたいことはあったのだが、一樹が代わりにキツく言ってくれたのでそれも解消された。

　あの時のことをもう怒ってはいないが、やり場のない気持ちは残っていたからな。

「それで、俺に何か用があったのか？」

「今日はオーナーの田た中なかさんはいないのか？」

「友達が世話になっているバイト先のオーナーさんを狙うなよ。それに田中さんは子供とかはいないけど結婚はしてたはずだぞ」

「離婚してもらってから付き合えばいいだけだろ」

「いちいち高い壁を越えようとすんなよ。お前の辞書に諦めるという文字はねーのかよ」

　相変わらず年上好きな一樹は、クレープ屋の癒いやし的存在であるオーナーの田中さんに興味を持っていたようだ。

「それに、翼のお姉ちゃんも一樹の働くスポーツ用品店で働かせてもらうんだろ？」

「ああ。まだ会ったことないが、面接はしたらしい」

「絶対、一樹の好みそうな感じだと思うんだけどな」

「お前の言うことはあてにならんからな」

　溜ため息いきをつく一樹。確かに俺がオススメする人を一樹が好きになることは今まで少なかったな。

「……今度はグループが解散せずに済みそうだな」

「急にどうした？」

「まぁ七渡がどうとかと言うより、城木さんが凄いって話だが」

　一樹と翼の間で何かがあったのだろうか。もしかしたら翼が今日、提案してくれた勉強会の話が関わっているのだろうか……

「真のメンタリストは俺じゃなくて城木さんだって話だ」

「どういう話だよ」

　話を無理やり終わらせた一樹は中学の時に同じバスケ部だった三みつ井い君が大おお怪け我がをしてバスケができなくなり、不良になってしまった話を持ち出してきた。

　人生というのはふとしたきっかけで大きく変わってしまうみたいだ──
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　今日は日曜日で学校は休みだ。しかし二週間後には期末テストが控えている。

　遊んでいる暇などなく、勉強をしなくてはならない。

　そんな中、翼からみんなで勉強会をしようと先日提案された。俺はテスト勉強に手こずっていたので、みんなと勉強できるのは素直に助かる。

　だが、開催場所は麗奈の家になったと今朝スマホにメッセージが送られてきた。

　それに一樹もしばゆーも参加しないみたいだ。翼と麗奈と三人で勉強会という少し気まずい組み合わせとなっている。ちゃんと集中して勉強ができればいいのだが……

　麗奈の家の前へ到着した。今まで何度か訪れたことはあるが、家の中へは一度も入ったことがない。

　ギャルの暮らしている部屋がどうなっているのかは、少し興味もあるな。いや、今日は勉強会のために来たんだって。

「あっ、天あま海み君だっけ？」

　家から出てきた麗奈のお母さんと目が合う。どうやら今からお出かけするみたいだ。

「こんにちは、天海です」

「麗奈をよろしく頼むね」

　そう言って駅の方へと歩いていった麗奈のお母さん。

　中学の卒業式の日に一度だけ挨拶をしたが、あの時よりも派手になって露出の多い格好となっていた。麗奈ぐらいの娘がいる人には、あんまり見えないかもな。

　一樹ではないので友達の母親を好きになることはないが、なんだか少しドキドキはしてしまった。麗奈のお母さんなだけあるな。

「お邪魔します」

「いらっしゃい」

　着いたよとスマホで連絡をしてから家の扉を開けると、麗奈が玄関で待っていた。

　ラフなシャツにもこもことしているショートパンツ姿の麗奈。こんな格好の女性を前にして、勉強に集中なんてできるのか？

「ギャルなのに部屋着は上下スウェットじゃないんだな」

「どんな偏見よ。それはギャルというよりヤンキーのイメージでしょ。それに今は夏だしスウェットだと暑いじゃん」

「そ、そうだよな」

「……あんまりお気に召さないなら着替えよっか？　七渡の見たい格好があるなら、それに着替えるけど」

「いや大丈夫だって。今日は勉強会だし、過ごしやすい格好じゃないと」

　俺が望む格好に着替えてもいいという姿勢を見せてくる麗奈。俺が変態だったらスク水とか言っていたかもしれない。サイコパスだったら全身タイツ。

「七渡君、おはよ」

「おはよう翼」

　麗奈の部屋に入ると翼が待っていた。お茶が置かれているので、先に二人でお話でもしていたみたいだ。

　最近は二人の仲の良さが顕著になっているな。少し前までは喧けん嘩かをしていて雰囲気も悪かったので、今の状態は俺にとっても本当に嬉うれしい。

「勉強頑張ろうね」

「おう」

　今日は遊びではなくお勉強だよという意思表示をしている翼。白い半袖のブラウスを着て、リボンベルト付きの水色のスカートを穿はいている。

「七渡はここね」

　座布団が置かれている場所に座ってと麗奈が指示してくる。

　ギャルの部屋と聞くと派手なイメージがあったけど、意外と麗奈の部屋は白と黒のモノトーン調だった。やっぱりネットで見るようなイメージはもう古いのだろうか。

　鏡が備えられている台には化粧道具が無数に置かれている。きっと閉まっているクローゼットの中には沢山の服や鞄かばんがあるのだろう。

「あんまり部屋をじろじろ見ないでよ」

「ごめん、麗奈の部屋ってどんなのか前から興味あったからさ」

「興味持ってくれてたんだ。なら、ちょっとくらいなら見てもいいよ」

　部屋を見られて怒っていたのに、俺の言葉を聞いて笑顔になった麗奈。

「七渡君、ウチの部屋に来た時もいっぱい漁あさってたもんね」

「おいおい、変な言い方しないでくれよ」

　きっと翼はこの前遊びに行った時に、俺が間違えて下着を漁ってしまったことを思い出しているようだ。あれはどうか秘密にしておいてほしい。

「あたしの部屋でそんなことしたら怒るから！　許すけど！」

　怒るのに許すという矛盾した注意をされる。そんな奴やつは許さん方がいいって。

「しないって、安心してくれ」

「そういうこととかするなら、あたしにバレないようにしてよね」

　バレないならしてもいいという器の大きさを見せる麗奈。そんなこっそり部屋を漁るなんて泥棒みたいな真似まねはしないっての。

「じゃあ、まずは七渡君が苦手な数学から始めようか」

「ひぃい」

　数学という言葉を聞いただけで寒気がする。中間テストでは三十三点しか取れなかったからな。

「怯おびえなくて大丈夫だよ。ウチも麗奈ちゃんも数学は得意だから」

「……お手柔らかにお願いします」

　二人はテストで出題される可能性の高い箇所を重点的に教えてくれる。麗奈はわかりやすく公式の覚え方を説明してくれるし、翼はわかりやすく計算の仕方を教えてくれる。

　小学生の時は俺が翼に教えてあげていたし、中三の時は俺が麗奈に勉強を教えていた。

　それが今では真逆の、二人から教わる立場になっている。

「なんか申し訳ないな……二人の足を引っ張る形になっちゃって」

「そんなことない。七渡がいなきゃあたしは受験なんて成功してなかったし、ただの馬鹿に成り果ててたと思う。今まで足を引っ張っちゃってたぶん、七渡へ恩返しをしたいの」

　感謝の気持ちが溢あふれている麗奈。見かけによらず義理堅い性格だよな。

「本当は七渡の家庭教師にでもなって、一から百まで面倒見たいぐらいなんだから」

　麗奈みたいな家庭教師を軽く想像したら、頭の中でエッチなイベントが発生してしまったので慌ててその映像を止めた。ギャル家庭教師は男のロマンだな。

「あっ」

　俺が落とした消しゴムが、そのままベッドの下へと転がっていってしまった。

　ベッドの下には引き出し式になっている透明な衣装ケースが置かれており、消しゴムはそれに当たっていたのでベッドの奥まで転がっていくことはなかった。

　衣装ケースから黒色の生地やヒョウ柄の何かにピンク色の布のような物が見えてしまっている。これは明らかに麗奈の下着が収納されている。

　ギャル特有の濃い下着達が、めっちゃここにいるよって主張してきやがる。

「七渡、消しゴムあった？」

「あ、ああ、大丈夫見つかった」

　ベッドの下で時が止まっていた俺に麗奈が声をかけてくる。下着になんかそこまで興味はないのだが、思わず見入ってしまっていたな。

　切り替えて勉強に集中しないと……下着ごときで心を揺さぶられてはいけない。下着なんて誰かが穿かなければただの布でしかないからな。

「そうだ、そこの問題なんだけどね」

　前まえ屈かがみになって俺の教材の問題を指さす麗奈。ラフなシャツを着ているため、俺の場所から麗奈の胸元が大胆に見えてしまう。

　おいおいまじか、少しだが深い赤色のブラまで見えてしまったぞ。ほんの一瞬だったから俺じゃなきゃ見逃してたレベルだ。

「ちょっと七渡、どこ見てんの」

　麗奈は俺の視線に気づいたのか、慌てて胸元を手で隠した。

「そのネックレス、綺き麗れいだなと思って」

「そっか、ありがとう……って、ネックレスなんてしてないんだけど！」

　しょうもない言い訳で乗り切ろうとしたが、やっぱり無理だった。

「ごめん、ふと目に入っちゃって」

「謝ってくれるならいいけどさ。この時期はどうしても薄着だから、露出も多くなっちゃうしね」

　下を向いても麗奈のムチムチとした太ももが見えてしまうからな。こんな状況で何も意識するなという方が難しいだろう。
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「七渡君、ウチの部屋に来た時もウチのスカートの中に……」

「あれは事故だって！」

　きっと翼はこの前遊びに行った時に、俺が翼を驚かせて転んでしまった時のことを話そうとしたのだろう。俺は悪くなかったので、どうか秘密にしておいてほしい。

「ふーん、あたしのは事故じゃないんだ」

　ニヤリと俺を見る麗奈。確かに事故ではないのだが、あの状況を誘発したのは麗奈だ。

「俺も男だからな」

「あっ、開き直った」

　こんな状況、もう開き直るしかないだろう。

　可愛かわいい女子高生二人に囲まれて勉強なんて、冷静でいられる方がおかしいっての。




　　　∞麗奈∞




　七渡があたしの部屋に来ている。勉強が目的とはいえ、あたしの部屋で過ごしている。

　こんな日が来るのを好きになった時からずっと夢見ていたし、何回も妄想しては身体からだを熱くしてしまっていた。

　今は翼も一緒だけど、七渡があたしの部屋にいるという事実は変わりない。

　本当は無意味に叫びたいくらいの気持ちになっちゃってるけど、冷静を装わないと二人から変だなと思われちゃう。

「英語もやらないとな～」

　立ち上がって、身体を伸ばしながら英語の心配をしている七渡。

「頑張れ七渡」

「お、おう」

　七渡は応援をしたあたしの方を見たが、慌てて視線を逸そらした。立ち上がったこともあって、座っているあたしの胸に目が行っちゃったみたいだ。

　さっきも胸元を見られちゃったけど、今度はちゃんと見ないようにしてくれている。

　あたしは特に意識せずに普段の部屋着を着ていたんだけど、それだとラフ過ぎて七渡に刺激を与えてしまうみたいだ。

　何か上に一枚羽織ろうかと思ったけど、相手が七渡なら必要無いかもなぁ……

　いや、ここはむしろちょっとシャツを前に引っ張ってサービスしてあげよう。廣瀬とか別の男がいるならこんなことはしないけど、七渡だけなら問題無いし。

　英語の勉強を熱心に始める七渡。誰かが頑張っているところって、よりかっこよく見えるんだよね。七渡の真剣な表情はたまんない。

「あっ」

　情けない顔で消しゴムを落とした七渡。なんかちょっとわざとらしかったけど、無意味に消しゴムを落とすなんて真似は誰もしないはず。

「また落としたの？」

「悪いな。本当に申し訳ない」

　七渡は何故なぜか深く反省している。まるで自分を激しく責めるみたいに。

　ベッドの下に落ちた消しゴムを探す七渡。さっきからベッドの下へピンポイントで消しゴムを落としてるんだよなぁ。かれこれこれで三度目だもん。

　あそこには下着を入れた衣装ケースが置いてあるから、あんまり近づいてほしくはないんだけど。

「ゴミが落ちてたぞ」

　七渡はベッドの下から消しゴムと一緒に空のペットボトルまで取り出した。

「あっ、それはその」

　今日の朝、慌てて隠しておいたペットボトルを見つけてしまった七渡。

　あれは去年、七渡が口をつけて飲んでいたジュースをあたしにくれて、それをなんとなく捨てられずにずっと持ってしまっていたものだ。

　それに気づかれちゃったら恥ずかしいし、ヤバい奴やつだって思われちゃうかもしれない。

「もしかしてこれ……」

　終わった……きっと七渡にドン引きされてしまう。翼にも馬鹿にされるかも。

「トイレが我慢できなくなった時用に置いているのか？」

「んなわけないでしょっ！」

　七渡がアホで助かった。七渡って抜けてるというかアホなところあるから、放っておけないし可愛くも思える。天然とかじゃないんだよなぁ……ヤバい人みたいな？

「じゃあ、何で捨てずにいるの？」

　ペットボトルを取り上げてクローゼットにまた隠したんだけど、翼は逃がしてはくれなかった。そこは見て見ぬふりしてよ。

「なんとなくだけど」

「……そうなんだ」

　理由を察したのか、ちょっとニヤついている翼。こんにゃろ、きっと心の中で馬鹿にしてるな。

「ちょっと休憩しよっか。ずっと続けても集中力が途切れちゃうし」

「そーだね」

　翼の一言で二十分と時間を決めた休憩タイムが始まった。

「そういえば翼、前にファッション雑誌とか読みたいって言ってたよね」

「うん」

「ここに何冊かあるから見ていいよ」

「やった、ありがとう麗奈ちゃん」

　翼は興味津々な様子であたしがいつも読んでいる雑誌を手に取っている。

「覚えていてくれてたのか、助かるな」

「いや七渡は含まれてないんだけど。食い気味にギャル系雑誌を手に取らないでよ」

　七渡から雑誌を没収する。ギャルの知識なんて七渡が得ても無駄にしかならない。

　それにちょっと恥ずかしい。こういうの読んでるんだとか思われたくない。

「いいじゃんちょっとぐらい」

　おもちゃを没収された子供みたいな顔を見せる七渡。くっ、やっぱり可愛いわね。

「ごめんごめん、積み木でもする？」

「俺を幼稚園児扱いすんなよ。積み木どこだ？」

「幼稚園児扱いは嫌だけど、やる気はあんのね」

　残念ながら積み木は無かったので、七渡はスマホゲームの作業プレイを始めていた。

　翼はあたしが七渡から取り上げたギャル系雑誌を読んでいる。何だかそわそわしながら読んでいるので、後ろから何を見ているのか覗のぞいてみた。

「翼、もしかしてエッチなコーナー読んでる？」

「ふえっ、そんなことないよ。何やろこれって、気になっただけ」

　顔を真っ赤にして首を横に振っている翼。わかりやす過ぎるでしょ。

「そのページ、知っておきたい男の悦よろこばせ方って書いてあるじゃんか」

「こ、これはその……」

　雑誌を閉じて膝を抱えてしまう翼。エッチなコーナーを見て見ぬふりできなかったことを恥ずかしく思っているようだ。

「まぁ、誰だってそういうのに興味持つだろうし、堂々としてればいいんじゃない？」

「ごめん、お手洗い借りるね」

「あっ、逃げた」

　早歩きで部屋を出て行った翼。あの程度の記事にあんなに顔を真っ赤にさせるなんて、翼もまだまだ子供よね。

　あたしはもう既にそういうの網羅してるから。大人な女を目指してるし。

「あんまり翼を虐いじめんなよ。そういうのは見て見ぬふりしてあげるのが優しさだろ。ふむふむ、ギャル系雑誌にはこういうことも書いてあるのか」

「いや、ちゃっかり七渡も見てんじゃないわよ」

　いつの間にか翼が閉じたギャル系雑誌を見ている七渡。油断も隙も無いわね。

　というか、あれ？　でも今、七渡と部屋で二人きりじゃん。

　ヤバいヤバい……こんなのもう、お家うちデートじゃんか。

　だけど、七渡は呑のん気きにスマホを弄いじっているだけだし、何も起こってくれそうにない。どうにかして何かイベントを起こさないと、なんかもったいない。

　せっかく家に来てくれたんだから、一つぐらい甘い思い出が欲しいっての。

　でも、あたしは翼と違って天然なところもないから、偶然にもミラクルが起きたりはしない。このままだと翼が戻ってきて、二人の時間は何事もなく終わっちゃう。

　こうなったらもうやけくそね。何も起きないのなら、自ら何かを起こせばいい。

　今日だけドジっ子麗奈になればいいのよ。行くぞっ。

「七渡、最近あたしこのバランスボールを買ったんだよね」

　あたしは自分のスタイルを維持するために、腹筋ローラーや今取り出したバランスボールなどのトレーニンググッズを駆使している。

　このバランスボールなら何かしらハプニングが起きそう。これならいけるっしょ。

　とりあえずあたしはベッドに座ろう。願わくはベッドの上でのトラブルが起きてほしいからね。

「それ、部屋の隅にあって気になってたんだよ」

「七渡も使ってみ、案外難しいから」

　七渡をバランスボールに座らせるが、軽く乗りこなしちゃっている。そこまで運動神経が良いわけではないのに、バランス感覚だけは無駄にあるじゃん。

「ロデオドライブ！」

　バランスボールに座りながら飛び跳ねて、部屋を縦横無尽に移動する七渡。もはやバランスボールを身体の一部にしていて、このままでは何もトラブルが起きそうにない。

「紙一重のタイミングで体重移動をすることで、どんなに激しい動きをしても落ちないで済むみたいだな。思ってたよりも難しくはないな」

　七渡が楽しんでいるところに横やりを入れるのは申し訳ないんだけど、無理難題を押しつけてどうにかトラブルを起こしたい。

「ただ座るだけなんて初心者しかやらないけど。あたしみたいにワンランク上の人間はバランスボールの上に座るんじゃなくて立ってバランスを取るのよ」

「それは不可能だろっ」

「ハリウッド女優とか、そうやってスタイルを維持してんのよ」

「まじかよ……じゃあ俺もやってみよ」

　七渡はあたしの冗談を信じて、バランスボールの上に両足を乗っけた。

「あっ、意外と立てるもんなんだな」

　難なくバランスボールの上に立った七渡。どんだけバランス感覚に長たけてんのよ！

　今まであまり七渡の特技とか見たことなかったけど、まさかバランス王だったなんて。

「ごめん！　足が滑った！」

　やけくそになったあたしは、七渡が立っているバランスボールを軽く蹴った。

「うわっ、危ねぇ」

　七渡はバランスを崩してバランスボールから転がり、そのままベッドで座っているあたしの方へ飛び込んできた。

　奇跡ってただ待っているんじゃなくて、自らの手で起こすものだったんだね……

「ん～……」

　あたしを押し倒して、胸の中に顔を埋うずめて唸うなっている七渡。

「あんっ」

　どさくさに紛れて胸をギュッと掴つかまれたから、変な声が出ちゃったんだけど。

　わざとかそうじゃないかはわからないけど、七渡が求めたなら受け入れたい。

「いつつつ……な、何すんだよ」

　七渡はあたしの顔の左右に腕を置いて、覆いかぶさった状態で話してきた。

　ヤバい、めっちゃドキドキする……こんなん、恋人同士ですることじゃんか。

　だめだめ、身体がもう七渡を受け入れる準備を始めちゃってる。

　好きな気持ちがドバドバと溢あふれてきてる。たぶん、もう何をされても抵抗できない。

「ベッドで助かったな」

「あっ、もうちょっと」

　立ち上がろうとする七渡の腕を掴んで、それを阻止した。

「どうした麗奈？」

「え、えっと、その……」

　きっとあたしは顔が真っ赤になっていると思うから、慌てて枕で顔を覆って隠した。

　何してんだろあたし……まだ恋人じゃないから、何も始まりはしないのに。

「何してるの？」

　部屋の扉が開いた音と共に、翼の困惑した声が聞こえてきた。

「そのバランスボールの上に立ってたら、バランス崩して転んだ」

　七渡が翼に説明をしてくれる。あたしはちょっともう、まともに話せそうにない。

「ちょ、ちょっと麗奈、放してくれって」

「えっ、あぁごめん」

　あたしは無意識に七渡の腰へ足をからめていて、抜け出せないようにしてしまっていた。

　枕を取って状況を確認し、慌てて両足を開く。えっ、このポーズやばない？

「いやはやいやはや」

　七渡も強い刺激を受けたのか、ぶつぶつと呟つぶやきながら部屋を無駄に歩き彷徨さまよっている。

「七渡君、ウチの部屋に来た時もかくれんぼ中に密着してたもんね」

　翼が自分にも七渡と似たようなことがあったと話している。高校生でかくれんぼとかするわけないじゃん、いったい本当は何をしていたのだろうか……

　というか翼の奴やつ、何かある度にちょくちょくウチの家では～とマウントを取ってくる。助け合う関係にはなったけど、負けず嫌いなところは相変わらずみたいね。

「俺もお手洗い借ります」

　顔が真っ赤だった七渡は逃げるようにして、部屋から出て行っちゃった。

「良かったね麗奈ちゃん、ラッキーなハプニングが起きたみたいで」

「う、うん……」

　あたしはベッドから起き上がることができずに、うつぶせになりながら返事をする。

　せっかく七渡が部屋に来てくれたんだから、何か思い出が欲しいとは思っていたけど、まさかこんなことになるとはね……

　きっとこれからしばらくは上手うまく寝ることができなそうだ。七渡のことばかり考えちゃいそうだし。

「よいしょ」

　翼も何故なぜかベッドに横になって、あたしへ抱き着いてくる。

「どしたん？」

「麗奈ちゃん身体からだめっちゃ熱いよ。本当に七渡君のこと大好きなんだね」

「当たり前じゃん。七渡じゃなきゃ駄目なんだもん」

　翼と二人で横になって顔を見合わせる。こんな光景をしばゆーに見られてしまったらまた怒られてしまいそうだ。ごめんよしばゆー、許してね。

　やけにスッキリとした表情の七渡が戻ってきたので、休憩時間を終わらせた。

　その後の七渡は集中して勉強をしていたので、テストの成績も期待できそうだ──







第２章　タッグフォース







　　　＋七なな渡と＋




　期末テストは無事に終了し、楽しみな夏休みがもう目前に迫ってきている。

「今から答案用紙を返すぞ～」

　最後に数学の答案用紙が返ってくるみたいだ。これまで返却されたどの教科も夏休みの補習を回避するために猛勉強をしたので、赤点を免れることができた。

　数学も翼つばさと麗れい奈なとの勉強会があったので、すらすらと問題を解くことができた。だから結果にも自信がある。

「天あま海み七渡～」

「はい」

　先生から答案用紙を受け取ると、七十点という数字が見えた。この結果には思わずガッツポーズをしてしまった。

「大丈夫だった？」

「うん。ありがと麗奈」

　心配して俺の元に来てくれた麗奈だが、手に持っている答案用紙には八十七という点数が見えた。俺の七十点でもクラスでは上位だというのに、さらにその上を行っている。

「これで一安心だね」

「そうだな。夏休みが楽しみだな翼」

「うん。また七渡君と夏休みを一緒に過ごせるなんて……幸せ過ぎるよ」

　麗奈と翼があからさまに仲良くなったこともあって、教室で俺と翼が二人で話しても周りから変な目で見られることはなくなった。

　それでも麗奈と付き合っているという形にはなっているのだが……




　昼休みになり、今日も変わらずみんなと一緒にお昼ご飯を食べる。

　夏休みを控えていることもあり、教室はいつもより明るい雰囲気となって話し声があちこちから聞こえてくる。

「七渡君、これ作ってきたから食べてみて」

「おっ、今日もありがとな」

　翼は弁当箱に入ったアスパラのベーコン巻きを食べてみてとお願いしてくる。

　最近の翼は何か料理を作ってきて、俺に食べさせてくれることが多くなっているな。

「美味おいしいよ」

「あ、ありがと」

「いや、お礼を言うのは俺の方だって」

　きっと翼は料理に熱中しているのだろう。おかげで俺は美味しい食べ物を得られるのでそのまま続けてくれると助かる。

「地ち葉ばは弁当を作ったりしないのか？」

「朝は化粧とかで忙しいの。本気出せば作れるけど。本気出せば余裕」

　一いつ樹きは麗奈も翼みたいに弁当を作らないのかと聞いているが、麗奈は作る気がないみたいだ。麗奈はいつもカロリー控えめな食事をしているし、食事にそこまでこだわりがないのだろう。

「そうだ、俺もガレットを作ってきたから食べてみてくれ」

　翼に今朝作ってきたお菓子を渡すが、翼は戸惑っている。

「えっ、ガレットってなに？」

「フランスのお菓子だけど」

「そ、そうなんだ、凄すごいね七渡君」

　若干引かれてしまっているのが気になるが、きっと俺がお菓子作りに夢中になり過ぎているからだろうな。

「お菓子作り極め過ぎだろ」

「新しい趣味の一つだな。パティシエ七渡って呼んでくれ」

「呼ぶ気はないが、良い趣味だとは思うぞ」

　一樹が珍しく俺に感心している。お菓子作りという特技が一つできたのは誇らしいことだと自分でも思う。

「一樹君、これありがと。面白かったよ」

　しばゆーが一樹に漫画の入った紙袋を渡している。

　先週辺りからしばゆーが一樹のことを名前で呼ぶようになっていて、いつの間にか仲が深まっているみたいだ。

「それどういう漫画なの？」

「少年とＯＬの恋愛漫画」

「……一樹らしいな」

　相変わらず年上好きな一樹は、年上ヒロインが出てくる漫画や小説を楽しんでいる。

「最近、柚ゆず癒ゆちゃんと廣ひろ瀬せ君って仲良いね」

　翼が気になっていたことを率直に話してくれる。

「翼ちゃんも麗奈んとやたら仲良いよね」

「あっ、うん。そうやけど……」

　しばゆーから回答を得られずに、逆に麗奈との仲という話題で返されてしまう翼。

　今まではしばゆーと翼がいつも一緒にいたのだが、今は麗奈と行動を共にすることが多くなっている。しばゆーはそれが少し気になっているのだろうか……

「二人で隠れてイチャイチャしてんじゃないの？」

「そんなことあるわけないでしょ」

　不ふ貞て腐くされた感じでしばゆーは冗談を言ったが、麗奈が翼の代わりに否定をしている。

「でもこの前、麗奈ちゃんのベッドで一緒に寝たよね？」

「あ、あんた馬鹿っ」

　慌てて翼の口を塞いでいる麗奈。そういえば一緒に勉強会をした時に二人がベッドで横になっている場面を見かけたな。

　あれ？　翼の言葉を聞いたしばゆーが白目をむいて固まっているぞ。

「お、おいっどうした？」

　一樹が慌ててしばゆーの身体を揺さぶり、我に返してあげている。

「な、なんで……」

　ショックを受けているしばゆー。翼が自分よりも麗奈と仲良くなっているのがショックだったみたいだな。

「どうしちゃったんかな柚癒ちゃん？」

「きっとしばゆーも翼と一緒に寝たりしたかったんじゃない？　友達同士でどこかへ行って泊まったりするのとか憧れるじゃん」

　麗奈が気を使いながら話している。何か後ろめたいことでもあるのだろうか。

「そうだね。ウチも柚癒ちゃんとも一緒に寝たりしてみたいよ。みんなで夜更かししてお喋しやべりとか楽しそうだよね」

　翼のその言葉を聞いて生気を取り戻したしばゆーは、今度は前のめりになる。

「言ったね！　言ったよね翼ちゃん！」

「う、うん、ちゃんと言ったよ」

　必死過ぎるしばゆーに少し引いてしまっている翼。麗奈はその光景を見て額に手を置いてやれやれといった様子を見せている。

「じゃあ夏休みにみんなでどこか泊りで旅行へ行こうよ。みんなアルバイトで給料も入っただろうしさ」

　しばゆーの提案にみんなが顔を見合わせる。自分の意見より周りの反応が気になるのだろう。俺は良い提案だと思ったが……

「俺は賛成だな」

　意外にも一樹が最初に賛成の声をあげた。

「そうだね、ウチもみんなと一緒に旅行行きたい」

　翼の言葉を聞き、しばゆーはガッツポーズをしている。

「七渡が行くならあたしも行くけど」

　俺の顔を窺うかがいながら、返事を曖昧にしている麗奈。

「俺の心はもう準備を始めてるぜ」

「行く気マックスじゃん！」

　麗奈は嬉しそうに親指を立ててくる。みんなで旅行へ行ったら絶対に楽しいからな。

「お満場一致で成立とします」

　しばゆーは旅行計画を成立させ、場を仕切り始める。

「続いての議題は、どこへ旅行をするかです」

「山とかでキャンプはどうだ？　最近キャンプするユーチューブとか見てて、行きたくなってんだよ」

「却下です。一人で行っていいよ」

「何でだよ！」

　俺の提案は速攻で却下された。山はしばゆーのお気に召さなかったようだ。

「海とかも良いよね」

「流石さすがは翼ちゃん！　そう、海なんだよ！　海しかないんだよ！　山とか言ってる奴やつヤバいでしょまじで」

　海は危険だ。どうにか避けたいな……

「海はクラゲとかいて危険だって話を聞いたけど」

「山の方が熊とかいて危険だろボケ。あんまりふざけたこと言ってると怒るよ」

「もう怒ってるだろっ！」

　何故なぜか頑かたくなに海へ行きたがっているしばゆー。ちょっと止められそうにないな。

「場所はここからなら静岡の熱海あたみとかかな？」

「そうだな。その辺りが安く行ける限界じゃないか？」

「だよね一樹君。わかってるね一樹君は、誰かさんと違って」

　こんにゃろ～しばゆーの奴、ここぞとばかりに見下してきやがって。

　何か良い提案をして名めい誉よ挽ばん回かいしてやるぜ。

「せっかくなら温泉のある旅館とかに泊まりたくないか？」

「それいいね！　やるじゃん天海っち！　見直したよ！　カッコイイよ本当に！」

「だろ」

　しばゆーは手のひらを返して俺を褒めてくる。温泉はしばゆーのお気に召したようだ。

「海とか行くなら、水着とか買わないと」

　翼の言葉にみんながぴくっと反応する。

　そう、俺が海を避けたかったのは、女性陣が水着姿になってしまうからだ。

　いつもは制服で覆われている身体からだが露あらわになってしまう。もちろん俺は男なのでみんなの水着姿を見てみたいが、きっと刺激が強過ぎて大変なことになってしまう。

　特に胸が大きくスタイルの良い麗奈とかヤバいだろ……下手したら飛ぶぞ。

「翼ちゃんの水着姿か……ヤバいでしょ」

　翼の水着姿を想像したのか、顔を赤くしているしばゆー。どうやらみんなの水着姿が見たいから、海に行きたかったみたいだな。俺とは真逆だった。

「俺も筋トレしないとな」

　水着姿になるのは俺もだ。みんなに俺の身体を見せることにもなる。

「七渡は普通の体形だし、そんな意識しなくても大丈夫じゃないか？」

「一樹が腹筋割れてたり腕に筋肉ついてるから、隣に立ったら俺が情けない身体に見えちまうんだよ」

「マジックで線書いとけば大丈夫だろ」

「もっと笑われるだろ！」

　翼や麗奈に情けないとか、頼りなさそうとか思われたくないので、今から少しずつ筋トレを始めておかないとな。

「じゃあ、各自どの場所がいいかとか、どの旅館がいいかとか決めてきて、明日の昼休みにまた話し合おうぜ」

「賛成～」

　俺が話をまとめると、みんなは素直に頷うなずいてくれた。

　みんなと旅行で海に温泉かぁ……楽しそうだが、何かが起きそうな気もする。

　ただ、良い思い出になるのは間違いないだろう。

　これがきっと俺の味わいたかった青春ってやつなんだろうな──




　学校を終えて、アルバイトへ向かった。

　もうすぐ夏休み、長期休暇が始まる。学校には行けなくなるが、アルバイトは夏休みも変わらず続くし、客も多くなって忙しくもなりそうだな。

　控室へ入る前に、扉をノックする。須す々す木きが着替えているかもしれないからな。

「どうぞ」

　控室の中から許可する声が聞こえたので、俺はそのまま扉を開けた。

「おはよう」

「おはよ。今から着替えるから、目を閉じていてもらえるかしら」

「あ、ああ。わかった」

　何故か着替え終わってから俺を入れずに、先に俺を控室に入れてしまった須々木。

　俺は言われた通りに目を閉じる。須々木は俺に背を向けて着替え始めていたので、目を開けても気づかれないかもしれない。

　そんな状況に俺を置くなんてな……須々木の中で俺はよほど信頼されているということなのだろうか。

「今、上着を脱いだから絶対に目を開けては駄目よ」

　わざわざ今がどの段階かまで報告をしてくる須々木。煽あおっているのか知らんが、俺は我慢して目を閉じていないと。

「そんなに見られたくないなら、着替えてから俺を控室に入れればよかっただろ」

「そうね……でも、私はそうしなかった。その理由があなたにはわかる？」

「お、俺になら見られてもいいとか……って、そんなわけないか」

　それ以外にまともな理由を導き出せず、思っていたことをそのまま口にした。これで間違っていたらとんだ己うぬ惚ぼれなので恥ずかしいな。

「正解よ」

「えっ、まじかっ」

　暗闇の中で、須々木が俺の方へ歩いてくる足音が聞こえてくる。

　まさか本当に当たってたなんて……須々木の奴、なんてことを考えていやがる。

「ご褒美に目を開けていいわ」

「な、何言ってんだよ」

　ゆっくり目を開けると、いつの間にか俺の目の前に立っていた須々木。

　だが、その姿は既にクレープ屋の制服姿になっている。

「うわっ……って、着替え終えてるじゃん」

「冗談に決まっているじゃない、変態さん」

　勝ち誇った目で俺を見ている須々木。どうやら俺はからかわれていたようだ。

「べ、別に何も期待とかしてなかったし」

「とてつもなくガッカリした表情をしてたわよ」

「人生つまんなと思っただけだ」

「ガッカリし過ぎて世の中が嫌になっているじゃない」

　そういえば須々木って人をからかうというか、焦じらしたり辱めたりしてくるのが好きなタイプだったな。ちょっとＳっ気があるのだろう。

　須々木の中では、きっと俺とのやり取りの感覚が中学の頃の親しかった時に戻りつつあるのだろう。こうして一緒にアルバイトをするのも、もう二桁の回数に突入している。

　中学の時は須々木にじれったさを感じていたが、高校生になって改めてされると何だか股間に響くな。いや股間に響くって表現は自分でもよくわからんけど。

「でも、ちゃんと目を閉じていてくれたのね。偉いわ」

　真顔でよしよしと頭を撫なでてくる須々木。飼い犬扱いされているみたいだ。

「馬鹿にしてんだろ」

「そんなことないわ。目を閉じてじっとしていたあなた、主人の帰りをじっと待つ子犬みたいで可愛かわいかったわよ」

「やっぱり馬鹿にしてんじゃねーか」
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　飼い犬扱いされているみたいだなと思っていたが、どうやら本当に須々木には飼い犬に見えてしまっていたようだ。

「俺はもう高校生になって大人の階段を上っているんだ。子供扱いすんなって」

「そうなの？　じゃあ、あなたの大人らしいところが見られる時を楽しみにしているわ」

「……頑張ります」

　だ、駄目だ、もう完全に須々木が俺の上に立っていやがる。

　どうしてこうなった？　いつの間にか主導権を握られてしまっているぞ。

「あら、もう時間がギリギリだったわ。早く行くわよ」

「ワン」

　時間がギリギリになっていたので、慌てて着替えカウンターへ向かう。

　焦って犬みたいな返事が自然に出てしまっていた。どうやら須々木が上に立っているのではなく、俺が勝手に沈んでいるみたいだ。

「今日はこのショッピングモール内でイベントがあるから、少しお客さんが多いかもってオーナーさんが言っていたわ。ちゃんと仕事できそう？」

「できるに決まってんだろ」

「あら、頼りになるわね」

　須々木の言う通り、今日は客足が多く暇な時間は生まれずに作業をする時間が続く。

　黙って集中した状態でクレープを作り続ける。須々木は俺の状況を見ながら、必要な物を先に読んで冷蔵庫から取り出してくれる。

　レジ操作もスムーズに淡々とこなしていて、本当に頼りになる相方だなと思う。

　おかげで俺はクレープ作りにどこまでも集中できる。もう目を閉じてでも作ることができそうなレベルだ。いや、それは流石に盛ったか。

「お疲れさま。客足が少し落ち着いてきたわね」

「と、止まらねぇ、もう手が勝手にクレープを作ってる。次のメニューは？」

「覚醒してる!?　落ち着きなさい、もう注文はないから」

　須々木は呆あきれた目を向けながら、両手で落ち着いてとジェスチャーを見せてくる。

「ご苦労様、あなたがクレープ馬鹿で助かったわ」

「須々木がレジマスターで俺も助かったよ」

　何故なぜかゾンビのように両腕を上げて俺の方に伸ばしてくる須々木。

「お、おい、何だよっ」

　俺は恐こわくなったので一歩引いたのだが、須々木は少しムッとした顔をしている。

「別に」

「ゾンビみたいだったぞ」

「……悪かったわね」

　怒ってそっぽを向いてしまう須々木。何かしたかったみたいだがいったい……

　その後も須々木はずっと少し不機嫌であり、その状態で仕事の時間は終わってしまい、気まずい空気のままカウンターから控室へ戻った。

「天海君、ちょっとお知らせしたいことがあるのですけど」

　帰宅の準備を終えると、オーナーの田た中なかさんに呼び止められた。

　須々木の機嫌を直すために途中まで一緒に帰ろうと思ったのだが、須々木は俺が田中さんの元へ行く様子を見て、一人で店を出て行ってしまった。

「天海君、こういうの興味ありますか？」

　田中さんは俺に一枚のチラシを渡してくる。そのチラシにはパティシエ研修と書かれている。どうやら夏休み期間に行われるみたいだな。

「このクレープ屋の経営会社が主催しているものなので、系列店で働いている人は無料で参加できるみたいですよ」

「無料なんですね……でも、僕みたいな高校生が参加していいんですか？」

「むしろ天海君みたいな向上心のある若者が参加すべきですよ。前にパティシエになりたいとも言っていたので、良い経験になること間違いなしだと思いますよ」

「わかりました。とりあえずチラシを貰もらって、色々と考えてみます」

「はい。来週までに返事をいただければ大丈夫ですから」

　答えは保留にしてもらったので、一度親や友達にも相談してみよう。まぁ、既に俺の中のパティシエ七渡が、参加したいと疼うずいてしまっているがな──




　　　◇翼◇




　ジュース屋さんのアルバイトを終え、七渡君が働いているクレープ屋さんへと向かった。

　麗奈ちゃんと一緒に七渡君を待とうって約束だったけど、麗奈ちゃんはスポーツ用品店でのアルバイトが少し長引いちゃっていると連絡が来たので後で合流しようと思う。

　クレープ屋さんの従業員さん達が利用する入り口の前で待っていると、前に七渡君と一緒にいるところを見かけた女性が出てきた。

　廣瀬君はこの人が七渡君の元カノだと言っていた。中学の時に付き合っていたみたいだけど、すぐに別れたらしい。

　七渡君と付き合えたのに、数日で別れたなんて受け入れ難い。本当に羨ましいし、今の私にはしたくてもできないことだ。

　それに七渡君を振ったってことは、七渡君を傷つけたってことだもん。そんなこと許せないし、考え過ぎると頭の中がぐちゃぐちゃになっちゃう。

　もう七渡君には関わってほしくない人だけど、まさかのアルバイトが一緒になって再会してしまった。また七渡君との繋つながりを得てしまったんだ。

　私は自分で田舎町から東京へ引っ越して会いにきた。それなのに、この人は……

「何よあなた、じっと睨にらみつけてきて」

「あっ、その、ごめんなさい……」

　私の前を通り過ぎようとした元カノさんが立ち止まって話しかけてきた。考え事しながら無意識に睨んでしまっていたみたいだ。

「何か恨みでもあるの？」

「あります」

「は？」

「いや、ないです。ごめんなさい」

　何言ってんだろ私。知らない人に恨みがあるなんて言ったら、それはもうヤンキーさんと同じだ。それはもう悪い子だから、ちゃんと気持ちは抑えないと。

「もしかして、あなたが城しろ木き翼？」

　一度も顔を合わせたことはないのに、名前を知られてしまっている。

　大おお塚つかさんが教えたのかな？　それとも七渡君が……

「は、はい。そうです……あなたは？」

「須々木」

　冷たい表情で一言だけ返された。苗みよう字じだけであり、名前は教えてくれなかった。

「七渡のこと待ってるの？」

　聞かれたから頷うなずいたけど、七渡君のことを名前で呼んでいるのが気になった。この人には七渡君のことを名前で呼んでほしくないかも。

　須々木さんは堂々と立っていて、常に恐い顔をしている。私にも言いたいことはあるんだけど、とても物申せる雰囲気じゃない。

「七渡には伝えてあるのかしら？」

「伝えてないです。会えるかなと思って」

　話の主導権は握られてしまっている。さらに、私をタダでは逃がさないという向こうの思いが伝わってくる。

「会ってどうするの？」

「えっ……お話とかしたいなって」

「明日、学校で話せばいいじゃない」

「あ、あぅ」

　須々木さんに詰め寄られて何も言い返せなくなってしまう。

　七渡君を待ちたいのに、自分の足がここから出ようと後ずさりしそうになる。

「学校でも一緒で、アルバイト終わりにも会いに来るなんて……あなた、なんだかストーカーみたいね」

「ち、違う、ウチはそういうつもりじゃ」

「あなたの主観では違うのかもしれないけど、客観的にはあなたがそう見えるわ。ストーカーは大おお袈げ裟さだけど、つきまとっているようには見えるわね」

　私と七渡君はそういう関係じゃないと言いたいのに、口が上手うまく開かない。言葉が喉を通らずに詰まってしまう。

「今日は忙しかったから七渡も疲れてると思うわ。でも、またあなたが会いに来てしまったら、七渡も気疲れで大変だと思うわよ」

「……ごめんなさい」

「私に謝られても困るのだけど。少しでも申し訳ないと思っているなら、もう帰った方がいいんじゃないかしら？」

　この場にいるのが辛つらい。今すぐにでも逃げだしたくなる。

　でも、私は遠い田舎町から許嫁いいなずけの約束を果たすために、七渡君に会いにきたんだ。もう離れたくはない。逃げたら本末転倒だ。

「それでも待つの？」

「疲れてるなら、仕事が終わった七渡君にお疲れ様って言ってあげたいです」

「七渡のことより、自分の方が大事ってこと？」

　恐い目で睨まれ、問い詰められてしまう。目を合わせられなくて、下を向くしかない。

　なんだか須々木さんの言っていることが正しいような感じがして、自分が悪いことをしている気分になってしまう。

　思わず背を向けて逃げようとしたけど、私の肩を掴つかんでくれた人がいた。その手が支えになってもう一度私に前を向かせてくれた。

「あんた、翼に何してんのよ」

　麗奈ちゃんが私の肩を抱きながら須々木さんを睨みつけている。

　七渡君といち早く会いたいがためにアルバイトが終わって慌てて駆けつけてくれたのか、少し息を切らしている。

「あなたには関係ないことよ」

「あたしはこの子の友達なんだから関係あるんだけど」

　睨み合う須々木さんと麗奈ちゃん。一人では心細かったけど、麗奈ちゃんがいると冷えて震えていた身体からだが温かくなってきた。

「というか、あんたどっかで見たことあるわね……」

　廣瀬君から麗奈ちゃんには言わないでとお願いされたので、須々木さんが七渡君の元カノとは教えられない。でも、麗奈ちゃんは七渡君と同じ中学校に通っていたので、須々木さんの存在を知っていてもおかしくはないはずだ。

「あっ、思い出した!?　あんた七渡の元カノのクソ女じゃん！　バイトの格好の時は気がつかなかったけど、学校の制服姿だとピンときたわ！」

「クソビッチギャルにクソとか言われたくないのだけど」

　やはり須々木さんのことを知っていた麗奈ちゃん。しかも私と同様に須々木さんのことを受け入れられないのか、相手を初手から悪く言っている。

「は？　てか七渡と同じバイトなの？」

「そうよ。同じ職場で互いに支え合っているわ」

　優越感に浸りながら話す須々木さん。まるで自分の方が七渡君にとって大事な存在だと言っているように感じる。

「七渡に関わらないでよ」

　私が言いたくても言えなかったことを躊ちゆう躇ちよせずに言ってくれる麗奈ちゃん。

　今まではライバルとして脅威だったけど、今はその強さに感謝と尊敬しかない。

「同じ言葉をそのまま返すわ」

「返さなくていいから、黙って受け取りなよ。もう終わった人なんだから」

「……終わってなどないのだけど。何も知らないくせにわかった風なこと言わないで」

　麗奈ちゃんの言葉に怒りを露あらわにして、今にも掴みかかってきそうな須々木さん。

　きっと麗奈ちゃんは須々木さんが元カノだから、終わった人と表現したのだろう。

　でも、須々木さんにも何か事情があったのか、それを受け入れてはいないみたい。

「じゃあ、あんたもあたし達の関係性を知らないのに関わるなとか言うなっての」

「……そうね、申し訳ないわ」

　須々木さんは何故か急にクールダウンした。今までずっと強気だったのに謝ってくるのは違和感しかない。

「翼に何言ったか知らないけど、もうこれ以上あたし達の生活に入ってこないで」

　大人しくなった須々木さんを見逃さずに追撃する麗奈ちゃん。

「あんたも冷静に考えてみなさいよ。付き合っている彼氏に元カノがちょっかいかけてきたらムカつくったらありゃしないでしょ？」

　下を向く須々木さん。何を考えているかわからないけど、客観的に見たら麗奈ちゃんに責められて落ち込んでいるように見える。

「わかったなら早く帰れっての。しっし」

「お、おい何してんだ」

　麗奈ちゃんが手でジェスチャーしながら須々木さんを追い払おうとすると、私達の後ろからアルバイトを終えた七渡君が現れた。

「見てわかるでしょ？　この二人に酷ひどいイチャもんをつけられたの。あなた、友達は選んだ方がいいわよ」

　須々木さんはあたかも被害者ですと言わんばかりに、七渡君に現状を訴えている。

「はぁ？　あんたがイチャもんつけてきたんじゃん！」

　やられた……きっと須々木さんは七渡君がクレープ屋さんから出てきそうなのを見て、あえてクールダウンして麗奈ちゃんに詰め寄らせようとしたんだ。

　これじゃあまるで私達が悪者みたいに見えちゃうだろうし、七渡君も須々木さんの方に同情してしまうかもしれない。

「散々言われて傷つけられたから、もう帰るわ」

　下を向きながら小走りで去っていく須々木さん。ズルい人だなぁ……

「何なのあいつ！　まじムカつく！」

「お、おい、あんまり強く言うなよ」

　七渡君は怒る麗奈ちゃんを止めようとする。七渡君には麗奈ちゃんが悪く映ってしまっているかもしれない。

「……何で七渡があっちを庇かばうの？」

「えっ」

　麗奈ちゃんの言葉を聞いた七渡君は戸惑っている。状況が飲み込めていないと思うので七渡君を責めるのは可哀かわい想そうだ。

「もう行こう翼」

「麗奈ちゃん……」

　七渡君と一緒に帰る約束だったけど、麗奈ちゃんは私の手を取って七渡君を置いたまま先を歩いてしまう。

　私は助けてくれた麗奈ちゃんを一人にさせたくなかったので、このままついていくしかなかった。

　でも、七渡君の方も心配だな。今は複雑な心境になっちゃっているだろうし、これからのことを不安に思う気持ちも芽生えているはずだ。

「なんなのよも～」

　苛いら立だちを隠せず、唸うなり声をあげている麗奈ちゃん。

「七渡君の言葉が嫌だったの？」

「あたし達の心配よりも、あの女の心配をした。あの女を優先されたってこと。あたしはそれがたまらなく悔しい」

　麗奈ちゃんは拳を握って悔しさを滲にじませている。七渡君に怒っているわけではなかったので安心した。

「翼は悔しくないの？」

「悔しいよ。それにウチもイライラしてる」

「同じ気持ちじゃんか」

　私を抱きしめて頭を撫なでてくれる麗奈ちゃん。優しさに包まれて、溜たまっていた愚痴が口から溢あふれてきてしまう。

「あの人はズルいよ。七渡君と付き合えたり、偶然にも再会できたり……ウチが必死に求めても手に入らなかったものを全部持ってるの」

「わかる。あたし達がどれだけ苦労してるか……」

「そうだよ。でも、世の中はズルい人が得をしちゃうって言うからさ」

　須々木さんは須々木さんで何か苦労があるのかもしれない。でも、私達はどうしても欲しいものが手に入らないでいる。だからあの人がズルく見えちゃう。

「だからといってズルい人を野放しにしたら、もう手のつけようがなくなっちゃう」

「うん……」

「ズルい人は近道を行く。真面目な人は遠回り。でも、真面目に遠回りしても全力でダッシュすれば近道を余裕こいて歩いている人を追い抜けるかもしれないじゃん」

　言葉で背中を押してくれる麗奈ちゃん。ポジティブな言葉に励まされる。

「だからさ、諦めきれないなら全力で飛ばして生きていくしかないよね」

　やっぱり麗奈ちゃんは強いなぁ……だから今まで決着がつかなかったんだろうな。

「そうだね。諦めきれないからもう振り切るしかないや」

「そうそう。覚悟決めないと、これからきっと大変だぞ～」

「何かあるの？」

「このままだと夏休みはあの女の方が有利になる。アルバイトもあって会う日はあたし達より多いと思うし、七渡もあたし達とより距離が空いてしまう。だから、それをチャンスだと思ってあの女は七渡にぐっと近づくかもしれない。大ピンチね」

　麗奈ちゃんの言う通り、これからは須々木さんのターンが始まってしまうかもしれない。

「そうだね。どうしよう……」

「あたし達には旅行もあるし、七渡へあたし達の愛を刻みつけるしかないでしょ。あの女や他の人に思いが流れて行かないようにね」

「うん！　二人で七渡君が喜びそうなこといっぱい考えよう」

　私と麗奈ちゃんが争っている状況だったら、きっと旅行では二人とも譲り合わずにやりたいことを優先し過ぎてプランも何も立てられなかったと思う。

　でも、今の私と麗奈ちゃんなら、二人で一緒にしたいことを考えられる。七渡君やみんなと楽しい思い出をいっぱい作ることができると思う。

「そうと決まれば早速、作戦会議よ。どっかのカフェでいっぱい考えよ」

「うんうん。もう今日から準備していこう」

　麗奈ちゃんと一緒にカフェへ入り、旅行で楽しめそうなことや喜んでもらえそうなアイデアをたくさん出し合う。

　好きなことを全力で言い合える。その時間が本当に幸せだった。

　今までは七渡君を好きな気持ちを誰とも共有できなかったけど、今は一番の理解者が目の前にいる。

　須々木さんは想像以上に私達にとって脅威かもしれない。初めて相対して、私達に向けての強い怒りや憎しみが伝わってきた。

　でも、私達ならきっと大丈夫だよね──




　　　●須々木●




　美み波なみから話を聞いていた城木翼という女の子。

　可愛かわいい女の子ではあったけど、初見の印象では特に脅威に感じなかったわね。

　私は一旦帰ったふりをして、柱の陰から七渡の様子を見ていた。

　ギャルは城木翼を引き連れて去ってしまった。あのギャルは生理的に無理だったけど、向こうも私に対して同じ気持ちを抱いているみたいね。

　七渡がクレープ屋から出てこようとしてるのが見えたからあえて何も言い返さずにいたけど、あのギャルには腸はらわたが煮えくり返るほどムカついたわ。いつか泣かせてやりたいほどにね。

　あのギャルは私が抜けた後の七渡と廣瀬の間に入って、私のことを忘れさせた。

　あのギャルが蓋を締めてしまったからこそ、私はもう完全に二人の元へ戻れなくなってしまった。だから、きっとあのギャルを見ると無性にイライラしてしまうのね。

　置いてかれた七渡は修羅場を目の当たりにしたためか、一人でおどおどしている。

　それはまるで捨てられた子犬が雨に打たれている様子に似ている。不安を抱いていて、救いの手を待っている。可哀想な七渡。

　みんなが彼を見て見ぬふりをするのなら、私が拾いに行くしかないわね。

　一度関係を壊してしまった愚かな私でも、それぐらいなら神様も許してくれるはずよ。

「辛つらいの？」

「おわっ」

　七渡の背後から耳元に声をかけた。

　その声に驚いた七渡は、慌ててこちらを向いてきた。

「帰ってなかったのか？」

「やっぱりあなたのことが気になって、柱の陰から見ていたの。一人になってしまったみたいだから、また戻ってきたわ」

「そ、そうか。気にしてくれたんだな」

　私は彼の懐へ慎重に足を進める。物音を立てずにゆっくりとね。

「……私のせいかしら？」

「いや、俺が原因かな。きっと全部俺が悪いんだよ」

「そんなことないわ」

　ネガティブ思考になってしまっている七渡。きっと考え事や悩み事が多くて、心が参ってしまっているのね。

　七渡は優しいから、それだけ色んなことに気を使って気苦労を重ねてしまうのよ。

「その紙は何かしら？」

「さっき田中さんが参加してみないかって」

　七渡はパティシエ研修と書かれたチラシを見せてくれる。このためにオーナーさんから呼び止められていたみたいね。

「絶対に参加した方が良いと思うわよ」

「いや、でも俺なんかが参加していいのかな？」

「誰よりも近くであなたの手際を見ている私が言うんだもの。間違いないわ」

　きっと彼の中で答えは決まっていたのだろうけど、私が背中を押してあげる。

　夢を追うのは恐こわさもつきまとう。自分の人生を左右してしまうものだから、一人で決断するのは不安になってしまう。だから私も彼の夢を背負ってあげる。

　適当に賛同したわけじゃない。もし彼が失敗してしまったら、その責任を背負う覚悟が私にはある。

「ちょっと気晴らしに付き合いなさい」

「今日はもう帰りたいんだが」

「これは命令よ。従いなさい」

「はい……って、何で命令されてんだ俺」

　ちょっと強引になってしまったけど、あのギャルと城木翼とのひと悶もん着ちやくがあったから私もムキになってしまったわね。これは反省ものだわ。

　それに今日はアルバイト中にも七渡と微妙な空気になっていた。

　客が多くて忙しかったから客足が落ち着いた時に七渡の両肩をマッサージしようとしたのだけど、ギリギリで触れるのを躊ちゆう躇ちよしてしまった。

　そしたら七渡が私がゾンビみたいだなんて失礼なこと言うから、少し怒ってしまった。

　このまま帰ったら私も七渡もきっとモヤモヤを抱えたままになってしまう。そういうマイナスな要素は排除していかないと、七渡にとって居心地の良い存在にはなれない。

　七渡を連れてショッピングモールを出て、近くの公園へ向かう。途中で私の家に寄り、玄関にあったバスケットボールを持っていく。

「おいおい、まさかバスケをしようとか言うんじゃねーよな？」

「そのまさかよ」

「まじかよ」

　七渡はバスケの気分ではなかったのか、あまり乗り気ではないようね。

「実は親父おやじと喧けん嘩かした時に怪け我がをして、それから右肩が上がらなくなってバスケを止やめたんだよ」

「そんな過去あなたにはないでしょ。父親だっていないし」

「冗談だ。俺の好きなアニメの主人公の設定だよ」

　七渡は冗談を言う時に、少し顔を赤くする。それが可愛いところでもある。自分で言ったくせに恥ずかしがるのよね。

　彼を作っている全ての要素が好きだったのに、何で私は逃げてしまったのだろう……

「着いたわよ。久しぶりに決めてみれば？」

　夜の公園へ着き、私は七渡にボールを渡した。少しでも彼の気晴らしになってくれればいいのだけど。

「久しぶりのスリーポイントシュートだっ」

　公園に設置されているバスケットゴールに向けて、七渡はシュートを放った。

　放たれたボールは綺き麗れいな放物線を描いて、ゴールに吸い込まれていった。

「あっ、入った」

「やるじゃない」

　七渡自身も入ると思っていなかったのか、シュートの結果を見て驚いている。

「あなたもシュートを決めることができたのね。練習試合では外していた記憶しかないのだけど」

「舐なめ過ぎだろ。俺も一応、練習とか頑張ってたから」

　七渡はボールを拾って私に渡してくれる。

　私もスリーポイントシュートを狙ってみる。半年間しかバスケはしてなかったけど、先輩達を抑えてレギュラーに選ばれた。その実力は衰えていないはず。

「あっ」

　私の放ったボールはリングに弾はじかれて、ゴールへは入らず戻ってきてしまう。

「いぇーい、俺の勝ち～」

　サンバみたいな踊りをしながら勝利宣言をする七渡。あまりの腹立たしさに怒りを通り越して少し笑ってしまう。

「ちょっと勝ったぐらいでいい気にならないでよ」

「今日の勝因はやはり集中力ですかね。お昼にブルーベリー食べたのが功を奏しました」

「セルフで勝利者インタビューしないでくれる」

　いつも私や廣瀬に勝負事で負けていた七渡。それ故に嬉うれしさが倍増しているみたいね。

「せっかくならフリースロー対決をしましょ」

「いいぜ」

　先ほど私に勝ったからか、手のひら返しで乗り気になってくれている。

「五本打って多く決めた方が勝ちね」

「別に、全部決めてしまっても構わんのだろう？」

「自信満々ね。その浮かれた気持ちを沈めてあげるわ」

　これはチャンスね……私も賭けに出ようかしら。一歩踏み込んでみたくなった。

「私が勝ったら、あなたの夏休みの一日を私に頂けないかしら？」

「な、何だよそれ」

　七渡と二人で遊びたいけど、私からは誘えない。今の状況からして彼の性格的に断ることしかできないと思うし、より彼を悩ませてしまうかもしれない。

　それに断られたら傷つくし、二度と誘えなくなってしまう。そんな厳しい状況の私にできることは、彼に理由作りをしてあげることだ。

　仕方なく遊ばなければならない。その状況が彼への大きな免罪符になってくれるはず。

「学校の友達とかと遊べよ」

「友達はいないの。私、学校でずっと一人だし」

「誇らしげに言うなよ」

　美波とも縁を切ったので友達は一人もいなくなった。

　友達がいなくても別に悲しくもないし、寂しさもない。入学当初は無理やり作ろうとしたけど、周りに合わせられなかった。一人の方が楽だって思い知らされただけ。

「そういえば大塚とは？」

「この前、絶交したわ」

「おいおい」

　美波とは今まで親友だったけど、美波の嘘うそのせいで私の人生はどん底に沈んだと知ってしまった。

　あの件に引け目を感じていたからか、今まで美波には何度か助けられたことはあった。でも、それではとても償えないことをされていた。

「結局どうするの？　条件を飲んでくれるの？」

「う～ん……」

「負けなければいい話じゃない。さっきまでの自信はどこへいってしまったの？」

「そ、そうだよな」

「別にあなたをどうにかするわけじゃない。一緒にどこかへ付いてきてくれればそれでいいのだから」

　私は別に全てを求めない。ただ、本当は一緒に楽しんでいた時間を少しでも長く取り戻したいだけ。

「俺が勝ったら？」

「私がバイトを辞めてあげる」

「そ、それは……」

　最初は辞めろと言ってきたのに、今では躊躇してもらえている。

　少しでも必要とされているのが伝わってきて、心の底から安あん堵どしたわ。

「リスクがあった方が勝負は面白いじゃない」

「そうだな。最近はそういう危ない橋を避けてばかりいたから、たまには渡ってみるのも悪くないかもしれない」

　危ない橋を渡った方が仲は深くなる。離れ離れになる危機を乗り越えた方が、一緒にいられるありがたみを実感してくれるかもしれない。

「じゃあ、私からね」

　フリースローラインからシュートを放ち、難なくゴールを決める。

　私は本番に強いタイプだった。練習ではミスしていたことを、試合では難なく決めてしまえる勝負強さがあった。

「次はあなたよ」

「や、やるじゃん」

　七渡にボールを渡すが、私が先に決めたこともあってプレッシャーを感じているのが伝わってくる。

　七渡は私と違って本番に弱いタイプだったはず。練習ではできていたことが、本番になるとできなくなってしまうメンタルの弱さがあった。

「俺ならできる！」

　七渡の放ったシュートは枠すら外れて、ゴールを支える柱に当たっていた。

「少しは落ち着きなさい、そんなんじゃ入らないわよ。それに、そんなメンタルではこれから訪れる何か大事な本番の時に、上手うまくできないわよ」

「ううう、うっせーな、久しぶりだから感覚を忘れただけだ。次は上手く入れられる」

　私はボールを拾って、二本目のシュートを放つ。それもちゃんとゴールに決まってくれる。このままいけば七渡との時間を自分の力で手に入れることができそうね。

「次はちゃんと入れなさい。一回も入れられないんじゃ私としても張り合いがないわ」

　ボールを七渡に渡す。七渡が入れてくれないと、勝負にならず何も始まらない。

「あっ、入った」

　二本目はしっかりと決めた七渡。本人もホッとした顔を見せている。

「やればちゃんとできるじゃない」

　七渡との言葉のやり取りだけで、何故なぜか少し身体からだが熱くなってしまう。私はもう純粋ではいられないのかしら。

　その後も勝負は続き、私は五本連続で決めて七渡は二本しか決められなかった。

　四本目で勝負は決まっていたが、私の勝利を誇示するためにあえて最後まで続けた。

「負けた～全部決めるとか強過ぎだろ……」

「力の差を思い知ったかしら」

　まさか五本連続で決めてしまうとは自分でも驚きだわ……

　手を抜けない性格とはいえ、これでは絶対に七渡とデートしたいという必死感が出てしまっていたかも。冷静になると、ちょっと恥ずかしいわね。

「何か夏休みの予定が決まったら、報告させてもらうわ」

「まぁ、そういう勝負だったからな。夏休みはみんなと旅行とか行くから、予定が決まったら早めに言ってくれよな」

　みんなと旅行……

　七渡が何気なく言ったその言葉が、私の胸に重くのしかかった。

　私が手放してしまった時間をあのギャルや城木翼は楽しむことができてしまう。

　大切な物は失ってから気づくと言うけれど、失ってからでは何もかも遅い。

　私は自分で壊してしまった宝物の欠片かけらを拾い集めて、それを眺めることしかできない。

　でも今は欠片だけでも何も無いよりはましと思えてしまう。

「須々木？　何で勝ったのに悲しそうな顔してるんだよ」

「悲しいからよ」

「えっ？」

「久しぶりにあなたと何気ない時間を過ごしたから、色々と思い出してしまったの」

　何かを手に入れれば、もっと違う何かを欲しくなってしまう。宝物の欠片を拾ってしまえば、元に戻るまで探したくなる。それは元に戻らないかもしれないのに……

「やっぱり、さっきの約束は無しになるかも。寂しさが募るだけかもしれないし」

「そ、そっか……まぁ俺達はもう終わった関係だからな」

「そうね、もう終わってしまったのよ」

　七渡にはっきりと言われてしまい、淡い希望が打ち砕かれた気持ちになる。

「じゃあね。気晴らしに付き合ってくれてありがとう」

「ちょ、ちょっと待てよ育いく美み……」

「えっ」

　七渡はうっかり私の名前を呼んでくれた。久しぶりに遊んだからか、昔の呼び方を思い出してしまったのかしら。

　でも、そんなことするから、私はあなたを諦めきれなくなってしまうのよ……

　だって、彼の中でまだ私が生きているということだもの。彼の頭の奥底で昔の私が眠っている。それを呼び覚ましてあの頃の気持ちを蘇よみがえらせたい。

「ごめん、間違えた須々木」

「間違ってなんかないのだけど」

「そ、そうだな。というか、気晴らしって俺のためじゃなくて自分のためだったのかよ」

　顔を赤くして慌てて名前のくだりから逃げようとする七渡。

「己うぬ惚ぼれないでくれる？　何であなたのために私が気晴らしに付き合うのよ」

「こんにゃろ」

「あなたのためではなく、私とあなたの二人のためよ。あなたも最近悩みっぱなしだったし、私もあの二人とひと悶もん着ちやくあってモヤモヤしていたから」

　私の言葉が意外だったのか、言おうとしていた言葉を飲み込んでいる七渡。

「それじゃあ、さようなら」

「お、おい」

　私が歩き始めると、寂しそうな顔を見せる七渡。

　でも、もうこれ以上は一緒にいられない。私の身体が疼うずき始めてきているから。

　今日は失敗だった。やってはいけないことを私はしてしまった。

　七渡が欲しい。七渡を取り返したい。少しでも七渡と元に戻れる可能性がちらついてきたら、私の中で眠っていた欲望が溢あふれ出て止まらなくなってしまう。

　踏み込んだのは大失敗だった。もう完全に鼓動が止まらなくなってしまっている。

　これはきっと七渡を取り返すその日まで、止やむことはなさそうね──

「大丈夫よ七渡、またバイトで会えるから」

「急に辞めたりするなよ」

「……今度は勝手にいなくなったりしない。約束するわ」

　七渡が不安になってしまうのは、私が過去に深く傷つけてしまったからだ。

　その傷を癒いやすのは、あのギャル女か城木翼か……

　それとも──




　　　ж柚癒ж




　夏休みはあと三日後に迫ってきている。

　今日は昼休みにみんなで行き先や宿泊するホテルを決めることができ、柚が提案した旅行計画が一歩前に進んだ。

「旅行楽しみだね麗奈ちゃん」

「そうだね。鞄かばんとかどうしよう」

　麗奈んと翼ちゃんが仲睦むつまじい姿を見せている。柚も旅行の準備を始めないとだ。

　翼ちゃんとお泊りするのは楽しみだ。一緒に寝て一緒に温泉も入るんだから。

　それはもう天国じゃね？　軽く想像しただけで顔がにやけちゃうんだけど。

　でもでも、翼ちゃんと麗奈んが付き合い始めちゃった。その大問題が前提としてある。

　何故そうなったのかはわからんけど、きっと二人とも天海っちに遠回しに振られて傷心し、やけくそになって二人で支え合おうとなったのかもしれない。

　このままだと柚は蚊帳の外だし、翼ちゃんも麗奈んに取られて地葉翼になっちゃう。

　この状況を打開するには、やっぱり麗奈んに天海っちと付き合ってもらうしかない。だから今までの方針は変えない方がいいよね。

　翼ちゃんが天海っちと付き合ったら、それはそれで本末転倒だもんね。

「最近の旅館って部屋一つ一つに温泉があったりするんだね」

「高い旅館にはあるみたい。五人で割り勘だから、その分安く済んであたし達でもちょっと良い所に手が届いたわけだ」

「麗奈ちゃんがオススメしてた旅館、みんなも言ってたけど本当に良さそうだよね。早く行きたい」

「あたしのセンス舐なめないでよね」

　麗奈んは今まで翼ちゃんに興味無い感じだったけど、翼ちゃんの可愛かわいさの虜とりこになって好きになってしまったに違いない。

　さらに翼ちゃんは麗奈んと一緒にベッドで寝たと言っていたので、初夜は終えてしまったかもしれないんだ。いや、流石さすがにあれは今考えると翼ちゃんの天然発言かもしれん。

　麗奈んは恋人のような付き合いじゃないと頑かたくなに言ってるけど、二人の距離感や雰囲気がもう信頼し合っている恋人と同じレベルなんだもん。

「お互いにそれぞれ計画立てて、旅行前にすり合わせていこ」

「そだね。現地で争って無駄な時間を作っちゃうより、最初から協力して効率よく進められる流れを作っておかないとだ」

　もう正直、何が起きてんのかわけわかんない。

　とりあえず言えるのは、翼ちゃんにとって柚が二番目の女になってしまったこと。

　そんなの悔しいし、翼ちゃんにとってもっと大きな存在になりたい。

「あのね麗奈ちゃん、この前二人で話してた計画なんだけど……ちょっと恥ずかしいから耳元で話すね」

「ふむふむ、ナイスアイデアね。それは凄すごいことになりそう」

　というか、ただ寂しいんだけど！　何二人でイチャイチャ耳打ちしてんのさ！

　翼ちゃんと麗奈んの二人で色々計画しているみたいでめっちゃ仲間外れなんだけど！

　くそぅ……柚も天海っちを好きになれば、二人の仲間に入れてもらえるのかなぁ。

「天海っちー遊んで～」

　男子達と楽しそうに会話していた天海っちの腕を無理やり引っ張る。

　天海っちを好きになることはないけど、仲良くしていれば翼ちゃんや麗奈んが勝手に勘違いしてくれるかもしれないよね。

「いきなりどうしたんだよ」

「遊んで遊んで～」

　天海っちはわざわざ他の男子達との会話から抜けてくれて、柚の相手をしてくれる。

　柚のことちゃんとかまってくれるから、天海っちは良い奴やつだなとは思ってるんだけど。

「それで、何して遊びたいんだ？」

「相撲」

「気は確かか？」

「のこったのこった～」

　天海っちの腰に抱き着き、壁に向かって押す。天海っちは慌てて柚を抱きしめて抑えようとしてくれる。

　柚と天海っちでイチャついている風に見せていると、計画通り翼ちゃんと麗奈んが柚の元にやって来た。

「何してんのよしばゆー」

「柚癒ちゃん、七渡君も困ってるよ」

　えっ、恐こわっ!?　二人とも温かく迎えてくれるどころか目がガチギレしてんだけど！

　これはヤバい……今は何をしても裏目に出てしまいそうだ。
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　複雑な気持ちを抱えたまま放課後になり、ショッピングモールまで歩いてジュース屋でのアルバイトを始める。

　今日は翼ちゃんとではなく、別の高校に通っている大塚美波ちゃんと一緒だ。

「柚癒ちゃんおはよ～今日も可愛いね」

「あ～美波たん、おはよ」

　出会って早々に容姿を褒めながら、腕に触れてくる美波ちゃん。

「この前さ～仕事中にスマホ弄いじってんのオーナーにバレてめっちゃキレられたんだけど。まじウザくね？　説教中に笑い堪こらえるの大変だった」

「と、とんだ災難だね」

　明らかに自業自得だけど、開き直っている美波ちゃん。今日はスマホをロッカーへ置いてきたみたいなので、少し反省はしているみたいだけど。

「もうクビだとか言ってきて大変だったよ」

「あれ？　でもクビにはならなかったの？」

「大好きなオーナーさんともっと一緒に働きたかったでふって言ったら、手のひら返して応援してくれたよ。あたし可愛くて助かった～可愛くて人生イージーモード」

　美波ちゃんのヤバさを目の当たりにして、柚は少しホッとする。

　世の中には色んな人がいると気づかされる。だから、柚みたいな人もいていいよねと思わせてくれる。

「あれ？　どしたの？　なんか最近元気無くね？」

　顔に悩みが出てしまっていたのか、美波ちゃんに心配される。

　何だろう、正直嬉うれしさと悔しさの感情があるんだよね。

　だって翼ちゃんが麗奈んと付き合ったってことは、これから柚を選んでくれる可能性もあるってことだし、選択肢にもなれるんだもん。

「色々あってね……美波たんも最近、元気無くない？」

「あたしも色々あった。仲良かった人に縁切られた」

「まぢ？　そっちの方がヤバいじゃんか～そういうピンチの時は声かけてよ」

　美波ちゃんを優しく抱きしめる。美波ちゃんみたいな人って弱っているところを簡単に見せたりできないから、ちょっと心配になっちゃうんだよね。

「それで柚癒ちゃんは？」

「好きな人が寝取られた」

「まぢ？　セカイノオワリじゃん」

　美波ちゃんも柚を抱きしめてくれる。他の人と違って冷たい身体からだをしているので、ぜんぜん温かくはならなかった。

「お互いに傷ついてる時は、こうして抱きしめ合って傷を舐め合うんだよ」

　翼ちゃんと麗奈んも、今の柚達みたいになって空いてしまった心の隙間を埋め合っているのだろうか。

「ねぇー柚癒ちゃん、一緒に楽にならない？」

　柚の耳元にそう囁ささやいてくる美波ちゃん。

　危険な誘いにも聞こえるけど、柚は黙って頷うなずいた。楽になりたい。

「じゃあ、バイト終わった後ちょっと付き合ってね」

　美波ちゃんはにたっと笑い、そのまま仕事を始める。いったい何をするんだろう……




　アルバイトが終わり、美波ちゃんと一緒にショッピングモールを出て駅前へ向かう。

　居酒屋やキャバクラが立ち並ぶ夜の歓楽街。普段はあまり通らない、ちょっと恐い通りだ。前のカップルは腕を組みながらホテルへと入っていっちゃった。
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「どこ行くの？」

「着くまで内緒だよん」

「へ、変なところは嫌だよ」

「きっと楽しいし、気持ち良くなれるよ」

　何それ!?　柚さん、このままお持ち帰りされちゃうの？

　柚には翼ちゃんという大切な人がいるというのに！　柚さん大ピンチじゃん！

「制服のままじゃヤバくない？」

「別に大丈夫じゃね？」

　美波ちゃんは慣れているのか、頼れる表情を見せている。

「ほら、着いたよ」

　立ち止まった場所には大きなカラオケ店がそびえ立っていた。

「えっ、ここはカラオケだよ？」

「そうだよ」

「な、なんだ……」

　うっかりとんでもない勘違いをしてしまっていた。いや柚が馬鹿だったかも。

「でも柚はカラオケで頑かたくなに歌わないタイプだよ」

「あたしも別に歌う気無い」

「じゃあ何するの？」

　……もしかしてカラオケで柚と変なことしようとか考えてないよね？

　マイクで柚の恥ずかしい声を響かせてやろうとか考えてないよね？

「叫ぶだけ」

「ふぇ？」

　柚は流されるがままにカラオケボックスへと連れて行かれた。




「あたしのことわかってますよ的な感じで、なんかいつも話しかけてくるクラスメイトのキノコヘアーの男子うざ過ぎだろぉ！　お前にあたしの何がわかんだよ！」

「あの漫画の続きいつ出んだよ！　もう最新刊から三年経たってるぞ！」

「スマホの画面簡単に割れ過ぎだろぉ！　作った奴アホか！」

「うんこー！」

　美波ちゃんと交互に腹立つことなどを大声で叫び合っている。

「ね？　スッキリしたでしょ？」

「確かに、なんか気持ちが軽くなったかも」

　蓄積されていたストレスが発散されて、心が軽くなった感じがしている。

「あたしも好きな人がいるけど、絶対に報われないと思う」

「そうなの？」

　美波ちゃんにも好きな人がいるみたいだ。バイト中に言っていた、縁を切られてしまった人のことなのだろうか……

「柚癒ちゃんもきっと同じなんじゃないかな？」

「それは……」

「だから、踏ん切りがついた時はあたしの所に来なよ」

　美波ちゃんとはきっと同族だから、互いの立場がわかってしまうのかもしれない。

「柚癒ちゃんが来てくれたら、あたしも諦めて次に進めると思うから」

「美波たん……」

　何か不思議な時間だったけど、楽しい時間だったかもしれない。

　それに、もし駄目だった時に美波ちゃんがいてくれるというのは心強いかも。

　美波ちゃんの存在が、柚の背中を押してくれる感じがする。

　ひとまず夏休みはみんなと楽しんで思い出を作りたい。

　夏が終わったら勇気を出してみようかな──







第３章　サマータイム







　　　＋七なな渡と＋




　高校生活初めての夏休みが始まった。朝から夏メロを聴いて初日から満喫している。

　中学の時とは異なり部活もしていないのでアルバイト以外は全部休みだ。その分みんなと会えなくなるのは少し寂しいけど、週一で会おうという決まりもできた。

　今日は久しぶりに俺の家で一いつ樹きと遊ぶ。中一の時は何度も俺の家へ遊びに来ていたが、ここ一年は一度も来ていなかった。

　中一の時は単純に俺と遊びたかっただけだと思っていたが、実は俺の母親が一樹の好みのタイプであり、飼っていた犬も可愛かわいがりたかったからいつも来ていたらしい。

　残念ながら今日は母親もいないし、飼っていた犬は四ヶ月前に亡くなってしまった。

「ういーっす」

　一樹が俺の家に来た。何故なぜか格好も無駄にオシャレしている。

「清きよ実みさんは？」

「人の母親を下の名前で呼ぶなよ」

「仕方ないだろ。天あま海みさんって呼んだら、七渡を呼んでるみたいになっちゃうし」

　屁へ理り屈くつを述べて呼び方を変えない一樹。誰かこいつを止めてくれ。

「それで清実は？」

「呼び捨てはもう彼氏だろ。まじで止やめてくれ」

「ごめん、調子乗った。ママは？」

「どう呼ばれても違和感あるな。もうお終しまいだよ」

　どんな名前で呼ばれても、下心が含まれているので気持ち悪くなってしまうな。

「ちなみに母親はいないぞ。最近俺がスイーツ作りにはまってて、完成したのを母親に食べさせているせいもあってか、太ったから運動してくるとどこかの山へ行ったから」

「お前ふざけんなよ、お前のせいでこの家に来た理由の九割が消えたじゃねーか」

「お前が一番ふざけてんだろ」

　出会って三分で取っ組み合いが始まる。この流れは何年経っても変わらないみたいだ。

「おいおい、グラビアのポスター貼ってるなんて、らしくねーな」

　俺の部屋に入った一樹が飾ってあるポスターを見て引いている。

「夏休み限定だよ。俺もそんなの貼りたくはないが、旅行で麗れい奈なとか翼つばさの水着を見ても大丈夫なように今の内から水着姿に目を慣らさせているんだ」

「その発想はなかった。お前はやっぱり天才だよ」

　みんなの水着姿を見て顔を赤くしていては恥ずかしいからな。旅行に向けて筋トレも大事だがメンタルトレーニングを欠かしてはならない。

「他にもパソコンの壁紙をドスケベギャルにしてある」

「それは流石さすがに感心を通り越してドン引きだぞ」

　人の努力を馬鹿にしてはいけない。たとえ引かれようが、俺は努力を続ける。

「色んな教材があるな。けっこう勉強してんのか？」

「翼と麗奈に勉強しろって言われて、いっぱい買わされた。夏休みのノルマまで設けられてて、休みの日は勉強も欠かさずしてる」

「過保護過ぎるだろあの二人」

　二人は俺のためという前提で色々言ってきてくれるので何も苦ではない。

　人によっては嫌がるかもしれないが、俺としては心強い。

「一時は地ち葉ばと城しろ木きさんが喧けん嘩かしてヤバいかもなと思っていたが、七渡の決断の後に何故か仲直りするどころか不気味なくらいに仲良くなりまくっているな」

「それな。でも、仲直りしてくれてホッとしたよ。それに、二人とちょっと距離を置かれて、俺も気を使うこと少なくなったし」

「上手うまくいってるな。七渡の悩みに悩んだ決断が功を奏したわけだ」

　もうグループの仲なか違たがいからの解散という結末は歩みたくない。その結末を回避できたのは、俺としても心底ホッとしている。

「でも、本当は彼女が欲しいだろ？」

「そりゃあな。恋人とデートとかしてみたいし、キスとかもしてみてーよ」

「正直そうだよな。俺にもそういう気持ちはあるし」

　翼と麗奈のどちらかを選んでいれば、彼女ができていたかもしれない。でも、俺はみんなとの繋つながりを……グループの継続を優先した。

「須す々す木きともう一度付き合えば、上手くいくんじゃないか？」

「それはないだろ。向こうの気持ちもまだ正直よくわからんし、そうなれば翼と麗奈も何か思うことがあるはずだ。みんなとの関係にひびが入って、崩れてしまうかもしれない」

　須々木は好きだった頃と変わっていない。だが、俺達の間には深い溝があるんだ。

「それでも城木さんは変わらず仲良くしてくれるんじゃないか」

「麗奈は？」

「残念ながら、地葉はさよならだろうな。あいつは視野が狭くなってるだけで、別に俺達といなくても居場所はいっぱいある。元々俺達と一緒にいるのが違和感あるし、むしろ俺達と一緒にいるよりもあいつにとって楽しいと感じる場所はたくさんあるはずだ」

　一樹は麗奈の本質を理解していない。麗奈は別の誰かといるより、一人でいることを選んでしまう性格だ。だからこそ、この繋がりがなくなってしまえば麗奈を一人にさせてしまうのではと過度と思われそうなほどに心配しているんだ。

　麗奈は見た目から強気で陽気な人と思われがちだが、意外と脆もろいところもあるし暗い部分もある。かれこれもう一年以上は一緒にいる俺だから、そういう面も知っている。

「地葉は見ていてそわそわするんだ。急に考えが変わりそうというか、しれっといなくなりそうというかな。だからあんまり深入りできない」

「うーん、わからんでもないが」

　そうは言いつつも、一樹はアルバイト先が見つからず困っていた麗奈を同じ職場に引き入れたりしている。麗奈には冷たい態度を見せているが放ってはおけないのだろう。

「俺も七渡と一緒で誰かと疎遠になるのを恐れているんだろうな。だからこそ人と距離を空けてしまう。誰かと仲良くなればなるだけ疎遠になるのは悲しいからな」

　誰かと縁が切れてしまえば、それまで積み上げてきたものは一瞬で無くなってしまう。

　それは俺達が痛いほど知っている。だからこそ、慎重になってしまう。

「でも最近は出会いと別れは止めることができないのかもなと思うようになった。たぶん、今のグループも長くは続かない。きっと誰かに限界が来て、亀裂が入る」

「そういうもんなのかなぁ……」

「同じクラスの高たか田たと皆かい藤とうだって付き合う前はあんなに仲良しだったのに、一ヶ月で別れて今では口も利かない仲だって話だ。きっとずっと仲良くいるってのは俺達が思っている以上に難しいことなんだよ」

　学生の時に付き合っても、みんな別れるっていうしな……むしろ学生の恋愛なんて、別れを前提にして付き合うまである。

「だから七渡も冬休み前には誰かに告白してもいいんじゃないか？　それまではみんなと一緒に楽しい時間を過ごせばいい」

「冬休みはクリスマスとかもあるし、彼女が欲しいとは思うけど」

「誰かが崩壊の原因を作る前に自分で崩壊させれば、誰かが悪者にならずに自分が悪者になるだけで済む。そういう損な役回りを担うのが七渡らしくもあるしな」

「おいおい、俺を生いけ贄にえにすんなよ」

　何があっても誰かが悪者になっちゃうのか……そんなの辛つら過ぎるな。

「というか、今までは保守派だったのに考え方が変わったのな」

「俺が抜けるかもしれなくなったからな」

「えっ」

「俺にも好きな人ができたから、その人のために生きるなら七渡達と付き合いが悪くなるかもしれない。だから、高校三年間ずっと一緒なのは厳しそうだし、長く続いたとしても余命はクラス替えが行われる来年の四月までかなと思って」

　考えてみれば別に俺だけの問題じゃなくて、一樹やしばゆーの恋路もあるのか。

「好きな人って誰なんだよ。もしかしてグループの中にいたりするのか？」

「年上に決まってんだろ」

「すみませんでした。一樹を侮っていました」

　泥沼の道には進まなそうなので安心したな。一樹にも恋人ができたら素直に祝福したいし、負担をかけたり邪魔をしたくはない。

「一応聞いておくが、俺の母親じゃないよな？」

「安心しろ。選択肢にはあったが、違う人だ」

「選択肢にあんなよ!?」

　冗談だとは思うが、一樹が言うとシャレにならない。ゾッとするっての。

「まっ、俺のことは気にすんな。けっこう時間はかかりそうだし」

「難しい相手なのか？」

「そうだな。ベリーハードといったところだ」

「まっ、そもそも年上と結ばれること自体が高校生にとって至難だからな。頑張れよ」

　その後はまったり世間話をしながら、久しぶりにテレビゲームで遊ぶ。

　桃鉄で遊んでいたのだが、一樹の意地悪プレイの数々に何度も取っ組み合いをした──




　　　∞麗奈∞




　夏休みが始まったのに、全然楽しくないんだけど！

　七渡と会えない日があるとか最悪なんだけど。生きてる感じがしないんだけど。

　カップルだったらむしろずっと一緒にいられるかもしれないけど、あたしと七渡はただの友達。思ってたより夏休みが辛くて困るっての。

「おはござーす」

　アルバイト先のスポーツ用品店へ入り、他の店員さんに挨拶をする。

「挨拶が適当過ぎるだろ」

「あっ、今日は廣ひろ瀬せいんだ。おざーす」

　廣瀬のコネもあって採用してもらったスポーツ用品店でのアルバイト。退屈であんまり楽しくないけど仕事は楽なので助かっている。

「やる気がないなら帰れよ」

「夏休みで七渡に会える日少ないから、元気が出ないの～さみちぃー」

「けっこうイタいこと言ってるぞ」

「うざ」

　恋する女の子は少しぐらいイタくなるっての。それを許容する器ぐらい持てっての。

「おはようございまーふ」

　翼のお姉ちゃんである深み海うさんが店に入ってきた。少し前に廣瀬が翼にお願いされたらしく、あたしと同様にコネで採用してもらったみたいだ。でも、あの人けっこうヤバい。

「し、城木さん、おはようございます」

「廣瀬さん。いつもお世話になっております」

「いえいえ、今日も一緒に頑張りましょう」

　何故か廣瀬は深海さんにご執心だ。年上好きとは聞いていたけど、ここまで露骨にあたしとの対応が違うとは。ちょっとムカつく。

「今日も城木さんはおっとりしていて素敵だな。俺の心の中の赤ちゃんがおぎゃあと疼うずいているのがわかるよ」

「とんでもなくイタいこと言ってますけど。人のこと言えないんですけど」

「すまん。恋は盲目ってやつだな、地葉の気持ちもわかったぜ」

「いや、変態と一緒にしてほしくないんだけど。共感されたくないんだけど」

　深海さんは翼よりもドジで、失敗や間違いが多い。動きや反応も鈍くて、廣瀬がストーカーみたいに寄り添ってカバーしてなかったらクビになっているレベルだ。

　でも、頭脳は天才だった。日本で一番頭の良い大学として有名な東とう応おう大学に通っているという衝撃の事実。計算とかもめっちゃ早いらしい。

「地葉さん、おはようございまーす」

「おはーす」

　あたしと目が合った深海さんが挨拶をしてくる。一応、あたしも翼からお姉ちゃんをよろしくとは頼まれているから、仲良くできたらいいんだけど。

「翼は元気にしてましたか？」

「今日は七渡君の顔が見れないから、元気出ないって言ってました。そのせいで昼食も手抜きのそうめんでしたよ。とほほ……」

　あたしと同じ状態に陥っていた翼。その気持ち、あたしは理解できるよ翼。

「深海さんって、七渡のことはどう思ってるんすか？」

「優しい変人って印象ですね。翼ちゃんの好きな人なので、私も大切に想おもっていますよ」

　異性として好きではないみたいなので安心した。それに七渡が優しい変人だってのは的を射ていると思う。

「どうして変人だと思ってるんすか？」

「子供の頃の話ですが、私が犬を飼いたいと言っていたら誕生日プレゼントに一日お姉ちゃんの犬になる券をくれたんですよ。結局、使わずにいたんですが、今でもしてくれるんでしょうかね……まぁ、そんなこともあって、あの子変わってるなと思いました」

　流石さすがは七渡だ。子供の頃から変なセンスを持ち合わせていたのね。

　七渡が一日犬になる券、どうにか譲ってもらえないかな……

「おい、もう仕事の時間だぞ。とっとと準備しろ」

「あーい」

　廣瀬に急せかされて、慌てて準備を済ます。

「すみません廣瀬さん、私とろくて」

「いえ、ゆっくりで大丈夫ですよ。それに城木さんはとろくなんかないです、きっと世の中が焦っているだけです」

　何なのあいつまじでさ。はぁ……早く七渡に会って優しくされたい。

　スポーツ用品店ということで、仕事内容は主にレジ作業と商品棚を整えることだ。一応少しは服も置いてあるので服を畳んだり整理するのは楽しい。

　お客様への対応も意外と多く、仕事中に話しかけられることも少なくはない。

　客層は幅広いが、部活動をしている学生が来ることも多い。早速、学生達がぞろぞろと店へやって来た。

「ほら、あの店員めっちゃ可愛かわいくね？」

「やばっ、話しかけて来いよ」

　店に来た学生達があたしを見ており、何やら話題にされている。

　可愛いと言われるのは嫌じゃないけど、絡まれたりするのは超嫌だ。しっし。

「あの～お姉さん」

「…………」

「俺に似合うスポーツウェアってありますかね？」

　悪い予感はしていたが、案の定ダル絡みされてしまう。普段のように冷たくあしらいたいけど、今はアルバイト中だから雑な対応はできないし……

「何かお探しですか？」

　廣瀬が間に割って入って、威圧的な態度で学生に問いかけてくれる。

　おかげで学生達は慌てて去っていき、面倒なことにならずに済んだ。

「ありがと、助かった」

「どーいたしまして」

「あんたにも優しさがあんのね」

「七渡に地葉を頼むと言われているからな」

　えっ、七渡に心配されているとか超嬉うれしい。あたしのこと気にかけてくれているんだ。

　いやでも、それってあたしは翼のお姉ちゃんと同じレベルってこと？　あたしがちゃんと仕事できないと思われちゃってる？

「他に何か言われてないの？」

「地葉の水着姿が楽しみだって」

「えっ、まじ？」

「毎日イメトレしてるとか言ってた」

「そこまで!?」

　楽しみにしてくれているなら、気合入れていかないと。やっぱり水着も新調しよう。

「他には他には？」

「キスしたいとか言ってた」

「ばっふぇ!?」

　驚き過ぎて変な声が出てしまった。七渡があたしとキス!?　まじでまじで？

「冗談に決まってるだろ」

「は？　事務所総出で潰すよ？」

「どこの事務所に属してんだよ」

　冗談とか萎えたわ。真顔で言うからちょっと信じちゃったじゃんか。

「でも高校生になったから、そういうことしたいとは言ってたけどな」

「ふーん、まぁあたしもしたいけど」

「確かに、俺も城木さんと……いや、キスよりもあやされたいな」

「どんな願望なのそれ」

　やっぱり七渡も男の子だから、色んな憧れを抱えているのだろう。

　その相手があたしになればいいなと思うし、そうなるように頑張らなきゃならない。

　ファーストキスは必ず七渡じゃなきゃ嫌だ。振られてもせめてキスだけはしてもらいたい。それぐらいの責任は取ってよね──
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　夏休みが始まって一週間が経たった。今年の夏はちょっと涼しい。

　今日は女子組で旅行に必要な物を買い揃そろえるため、みんなで待ち合わせをしている。

「麗奈ん久しぶり～」

「久しぶり柚ゆず癒ゆ」

　翼のことも名前で呼び始めたので、しばゆーのこともちゃんと名前で呼ぶことにした。

　そうしないと翼だけ名前呼びだから変に特別感が出ちゃって、柚癒の勘違いを助長してしまうかもしれない。

「柚癒!?」

　幸せそうに自分の名前をリピートした柚癒。名前で呼ばれるのは嬉しいみたいだ。

「あんたの名前でしょ」

「……名前で呼んでくれるのは嬉しいけど、そんなことでは柚癒の怒りは収まらないよ」

「はいはい」

　相変わらず柚癒は翼との件で怒っている。柚癒の勘違いは時間が解決してくれると思ってたけど、まだ勝手に勘違いして怒っているみたいだ。

「翼ちゃんと最近どうなの？」

「別に何もないよ。夏休みだから会うこともないし」

「残念でした～柚は翼ちゃんと同じバイトだから昨日も会ってまーす」

「はいはい、よかったね」

　勝ち誇った顔を見せてくる柚癒。そもそも競ってないっての。

「嫉妬で翼ちゃんに当たったりしないでね」

「別に何とも思ってないから。それにそういう関係じゃないって言ってんでしょ」

「……本当に恋人として付き合っているってわけじゃないんだ」

　ようやく勘違いが解けそうになっている柚癒。このまま単純に仲が良くなっただけだと理解してくれればいいんだけどなぁ。

「あっ、二人ともお待たせ」

　翼が小走りであたし達の元へやって来た。昨日の夜は通話で旅行の話をしていたけど、途中から七渡の話になって深夜まで盛り上がってしまった。

　その話はわざわざしないよね？　また柚癒が聞いたら勘違いしそうだ……

「翼ちゃ～ん」

「柚癒ちゃんおはよ」

　ご機嫌な柚癒が翼の肩を揉もんでいる。どうかそのまま笑顔でいてほしい。

「翼おはよ」

「あっ、麗奈ちゃん。昨日はごめんね、ついつい何時間も通話に付き合わせちゃって」

「あ、うん、問題無いけど」

　もう翼の馬鹿っ！　いきなり話しちゃってんじゃんか！

　そんなこと言っちゃったら、また柚癒が勘違いしちゃうじゃん！

「さっき何もないとか言ってませんでしたっけ麗奈パイセン？」

「……ただ話してただけだから」

「やっぱり付き合ってますねこれは。さっきの柚のマウントで動じていなかったのも、本命の彼女としての余裕ってやつなんでしょうね」

　振り出しに戻った。もう柚癒を納得させるのは不可能かもしれん。

「早速、水着選びに行かん？」

「水着だー翼ちゃんの水着早く見たい～」

　翼の水着という言葉を聞いて、再びご機嫌になる柚癒。感情の起伏が激し過ぎて、疲れないのか心配になるレベルだ。

　水着売り場へ行くと、色とりどりの水着がたくさん並んでいる。七渡に見せるものだから選ぶのに苦労しそうだ。廣瀬が言うには期待してくれているみたいだしさ。

　それにあたしはスタイルに自信あるから、海で水着姿になるのは七渡に向けての大きなアピールチャンスでもある。七渡をメロメロのビュルビュルにしてやりたい。

「麗奈パイセンはどれにすんの？」

「あたしはやっぱり紐ひものビキニかな。露出多いけど、気合入れないといけないし」

「まじで!?　大胆に攻めるね」

「武器は使っていかないとね。早速、試着してみようかな」

　何着か水着を持って試着室へ入り、服を脱いでベージュの水着を着てみる。

　水着がある程度胸を寄せてくれて大きな谷間を作ってくれるし、自慢の生足も包み隠さず見せられる。

　自分でもこれは美しいと思える身体からだだ。こんなあられもない姿で七渡の前に立つのは少し恥ずかしいかもしれないけど、絶対もっと好きになってくれるよ。

「どうかな？」

　あたしはカーテンを開けて、外で待っていた柚癒と翼に水着姿を見せる。

「やばっ！　もうグラビアアイドルじゃんか」

　柚癒はあたしの姿を見て驚いている。柚癒も翼もまだ子供っぽいから、あたしのような大人な魅力は醸し出せないだろうな。ふふん。

「天海っちもこれを見たら流石さすがに色々と我慢できなくなって麗奈んの虜とりこになっちゃうんじゃないの？　悩殺ってやつ？」

「だよねだよね。七渡ってちょっとエッチなとこあるし、これはイけるかも」

　今は七渡とちょっと距離を置いてて自分から大胆に近づけないけど、海で水着姿を見せて七渡の方から近づいてきたら話は別だ。その時はあたしも黙って受け入れるし。

「ちょ、ちょっとそれじゃあ過激じゃないかな？」

　翼があたしの水着姿を見て不安になっている。それだけ水着姿のあたしには破壊力があるんだろうな。

「高校生にもなったらこれくらい着るっしょ」

「うぅ……」

　翼には悪いけど、ここは譲れないよ。

　今は翼と協力関係だけど、七渡を巡る争いは水面下では続いている。水着でのアピールで少しでも差をつけなきゃ。

「柚癒も着替えれば？」

　ちゃっかり柚癒も着たい水着を見つけていたのか、手に水着を持っていた。

「いいよ柚は……」

「よくない。あたしが見てあげるからさ」

　柚癒は観念したのか、あたしのいる試着室へと入ってくる。

「柚は麗奈んみたいにスタイル良くないから、水着とか着ても似合わないしさ」

「そんなことない。肌とか綺き麗れいじゃん」

「そう、すべすべ肌が自慢なんです。麗奈んはちゃんと見るとこ見ててくれるね」

　柚はあたしの前で躊ちゆう躇ちよせずに、服を脱いで水着に着替えた。少し緊張してたのはあたしだけだったみたいだ。

「どや？」

　柚癒はスカートの付いた可愛かわいいビキニの水着を選んでいた。

「良いじゃん。可愛いよ」

「本当に？　お世辞でしょ？」

「そもそも可愛い女の子が水着着たら、より可愛くなるもんでしょ」

「言われてみれば確かに。翼ちゃんだって別にスタイルがどうとかじゃなくて水着姿ってだけで絶対ヤバいし」

　スタイルの良さはプラスアルファなだけで、やっぱり見た目の可愛さが大事だ。

「麗奈ん、もう一つの水着も着れば？」

「うん。柚癒あっち向いててよ」

「え？　別に柚なら恥ずかしくないでしょ」

　柚癒はあたしの頼みを聞いてくれず、むしろ凝視してきた。

「いや、胸とか見えちゃうから」

「そんなこと言ってて天海っちに見せる時が来たらどうすんのさ。恥ずかしいから無理ですって言って逃げんの？」

「その時はその時よ」

　七渡に見せる時が来たら恥ずかしさで何も考えられなくなってしまいそうだ……せめて電気消して真っ暗な部屋にしてもらわないと。

　いやでも、ちゃんと七渡はあたしのこと気遣って優しくしてくれるだろうから、あんまり不安とかはないかも。すぐ始めようとせずに緊張もほぐしてくれそうだし。

「というか、旅行で一緒に温泉とか入るんだし、どうせ見るじゃん」

「そ、そだね」

　柚癒の言う通り、旅行で寝泊りするのなら着替えや温泉で裸の付き合いが生まれる。

　小学校の修学旅行は体調崩して行けなかったし、中学校の修学旅行もダルいから休んでいた。だから、友達に見せるのなんて記憶にある限りでは初めてだけど。

「よいしょ」

「なんかコンプレックスでも抱えてんのかと思ったら、別に普通じゃん」

「単に慣れてないだけ。てーか、あんまりじろじろ見ないでよ」

「天海っちだって、きっとじーっと見てくると思うよ」

「イチイチ七渡で例えないでよ、変に意識しちゃうからさ」

　柚癒が七渡で想像させてくるから、身体が熱くなってしまう。勘弁してくれっての。

「麗奈、綺麗なおっぱいだね」

　柚癒がふざけた顔をして七渡のモノマネをしている。

「まったく似てないモノマネしないでよ。しかも七渡はそんなこと言わないし」

「じゃあ、どんな感じなの？」

「初めまして、ずっと会いたかったよ……みたいな？」

「天海っちって胸に挨拶するタイプなんだ」

　適当に演じたが、柚癒に変なイメージを持たせてしまったみたいだ。ごめん七渡。

「ウチも水着選んできたから試着してみていいかな？」

「どぞどぞ」

　あたしと柚癒は着替え終えたので試着室から出て、翼の着替えを待った。

「はぁ……はぁ……」

「ちょっと柚癒、鼻息が荒くなってるよ」

「だって、このカーテンの向こうで翼ちゃんが着替えてるんだよ？」

「ただの変態じゃん。理性を失って変なことしたりしないでよ」

　相手を好き過ぎて自分が変になってしまう気持ちは理解できる。あたしも自分で何やってんだろと反省することは多々あるしね。

「どうかなこれ？」

　着替えを終えた翼がカーテンを開けて水着姿を見せる。翼もあたしに対抗したのか、藍色のビキニを選んでいた。

　意外と胸もあるし、肌も綺麗で足も柔らかそう。お尻も綺麗な形をしていて、何か目を惹ひきつける不思議な魅力を感じる。

　水着を着て肌をさらすことで、普段の子供っぽさが少し薄れて大人な魅力が出てしまっている。これはまずいかも……あたしもうかうかしていられない。

「めっちゃ可愛いよ翼ちゃん！　人間国宝級の可愛さ。まじで凄すごい、なんか柚もうピクピクしちゃってるもん。駄目だ、これ以上見ていると柚の頭がおかしくなっちゃいそう」

　柚癒は興奮しながらベタ褒めしている。もう既に頭おかしくなっちゃってますけど。

「いいんじゃない？　けっこう露出多いけど恥ずかしくなったりしない？」

「ありがとう麗奈ちゃん。そうやね、流石にこの格好でずっとうろちょろはできないと思うから、何か上に羽織るもんが欲しいかも」

　恥ずかしがり屋の翼は上に羽織れる水に濡ぬれてもいいパーカーを選び始める。

　あたしはサングラスコーナーに向かい、柚癒は浮き輪を選び始めた。

　みんなで旅行に必要な物を買い集め、その後はカフェで休憩しながらまったり話してからの解散となった。

　旅行まではあと三日。七渡と旅行なんて最高なのは間違いないんだけど、友達と旅行というのがそもそも楽しみ過ぎるんだよなぁ……

　この日から旅行の日まで、遠足前の子供みたいに上手うまく眠れなくなってしまった──




　　　ж大おお塚つかж




　ジュース屋でのアルバイトが終わり、気分転換に同じショッピングモール内にあるコーヒーチェーン店へと入った。

　くどいくらい甘そうなフラペチーノを頼んで席に座り、適当にスマホを眺める。

　今日は補習で学校へ行き、そこそこカッコイイ男子生徒と連絡先を交換した。何やらあたしに少し気があるみたいで、今度遊ぼうとメッセージが早速来ている。

　相手の素性を知るには相手のＳＮＳを覗のぞくことが大事だ。そこでの投稿や他の人への絡み方でどんな性格なのかも多少は把握できる。

　本名を使っていないあたしの裏アカウントで、気になっている男のアカウントを覗きに行った。すると、角度をつけて自撮りした写真のプロフィール画像を設定していた。

　自分に自信がある男みたいだ。それは別に構わない、自分に自信が無い人よりはある人の方がましだとあたしは思ってるし。

『彼氏募集中です。誰かＤＭしよーそっちで顔見せれる～』

　明らかに怪しい女性アカウントの投稿に、俺も彼女募集中ですとコメントしていた男。

　あまりにもしょうもない男だということが一瞬で判明したので、こんな奴やつは既読無視でいいや。やっぱり男って馬鹿だわ、さっきのスクショしとこ。

「あの人、一人なのかな？」

「一人ならもっと狭い席使えよな」

「人生ソロプレイヤーじゃん。金髪に染めてるとかスーパーサイヤ人かよ。ウケる」

　左隣のテーブルに座っている女子高生三人組があたしをチラチラ見て、ひそひそと小馬鹿にしている。聞こえてるっつーの、うざ。

「友達がいないんじゃない、誰もあたしを理解してくれないの。とか思ってそう」

「わかるそれ。鞄かばんに誰も知らないような変なゆるキャラのキーホルダー付けて不思議ちゃんアピールとかしてる系の女な」

「見るからに幸さち薄そうな顔してるよあいつ。絶対幸せになれないし、めっちゃ頭悪そう。というか金髪に染める女って絶対ロクな人生歩めないよね」

　なんだよあいつら、好き勝手言いやがってさ。しかも制服的に天海達のとこの駒こま馬ば高校の生徒みたいだし。育いく美みがいればあいつらにがつんと言ってくれるのになぁ。

　というか三番目の女だけ口悪過ぎだろ！　金髪染め女に親でも殺されたのかよ！

「最近はずっと一緒にいてくれるね新しん一いち」

「バーロー俺だってお前と一緒にいたいからな」

　右隣のテーブルでは高校生カップルが手を取りながら楽しそうに話している。こっちはこっちで別のウザさがあるし。

「はぁ……」

　重い溜ため息いきがこぼれてしまう。やっぱり育美がいないのは寂しい。

　女ってのは寂しさに耐えきれなくて、しょうもない男でも彼氏にしてしまう。今までそういう人を小馬鹿にしてきたけど、今ならそういう人の気持ちも少しわかるかも。

　誰でもいいからあたしにかまってよ。誰かあたしのことを一番に考えてほしいなぁ。

　あたしは一人で生きられるほど強くはないから、心の支えが欲しいんだよ。

　結局、頼んだフラペチーノはほとんど飲まずに捨てて、店の外へ出てしまった。

「あームカつくムカつく、全員消えろ～」

　独り言を呟つぶやきながらショッピングモールを彷徨さまよう。周りが奇異な目で見てきても関係無い。イライラぐらい発散させろっての。

「おい、大丈夫か？」

　背後から男に話しかけられた。はい釣れた釣れた～あたし可愛いから、みんな放っておけないよね。

「げっ天海七渡」

　イケメンに期待していたけど、声をかけてきたのは旧友の天海だった。

「久しぶりだな。スルーしようかと思ったが独り言ヤバ過ぎてスルーできなかったぞ」

「お前に用はねーんだよ～」

「じゃあ、気をつけて帰れよ」

　帰ろうとした天海の腕を逃がさないように掴つかんだ。あたしを一人にさせないでほしいから、もう天海でもいいから傍そばにいてほしい。

「待てよ～かまえよ～」

「情緒不安定過ぎだろ」

　天海はノリが良かったし、気持ち悪いくらい優しくて、あたしのこともちゃんとかまってくれてたから友達としてはけっこう好きだった。一緒にいて楽しかった思い出も多い。

「須々木と喧けん嘩か中みたいだな」

「喧嘩どころか絶交中なんだけど」

　この現状は自業自得だ。中二の時に天海が育美と付き合ったら、あたしが相手にされなくなって一人になると恐れ、天海は別の女とも付き合っていると嘘うそをついてしまった。

　でも、そのたった一つの嘘が育美をおかしくしてしまい、グループが崩壊してあたしの居場所もろとも失われることになったんだ。

「あたしがしたことまだ怒ってるよね？　大嫌いだよね？」

「別にもう怒ってねーよ。今さら何か言ったって失ったものは戻ってこないし、過去をやり直すことはできないから。それに大嫌いでもないよ。もう関わることはほとんどないだろうし、何とも思ってないって」

　怒ってないとは言っているが、明らかに怒ってる。天海は優しい奴だから、こんな風に人を突き放す言い方は普通なら絶対にしないし。怒っている証拠だ。

　それに無関心は傷つく。それなら大嫌いだって言ってくれた方が嬉うれしいレベルだ。

「馬鹿アホどじまぬけ！　お前なんか消えろ！」

　嫌われたいから悪口を言う。嫌われてもいいから、自分のことを考えてもらいたい。

「そんな生き方してると、誰からも相手にされなくなるぞ。ヤバい奴にはみんな関わりたくないって思うしな」

「うぅ……」

　一番言われたくないことを言われたので、あたしはもう唸うなり声を上げるしかなかった。

　あたしもどこかで気づいていた。こんな女、誰も関わりたくないなってことはさ。

「もう帰るけど、何か言い残したことはないか？」

「……ごめん、なさい。あたし、みんなと一緒にいたかったのに」

　自分を守るために、あたしは悪くないってずっと自分に言い聞かせていた。

　でも、今はもう自分を守る必要なんてない。自分に価値がないって気づいたから。

「次はやり方間違えずに友達を大切にしようぜ。お互いにな」

　誰かに優しくしないと誰にも優しくされないんだと思う。天海は優しいから、きっと育美に好かれたり城木に好かれたりするんだろうな。

「もうあたしは友達じゃない？」

「今は知り合いでしかないだろ」

　また天海に優しくしてほしい。出会った頃のように、あたしも大切にしてもらいたい。

「いいよ、あたしのこと好きに使って。それだけのことあたしはしちゃったし、散々な目に遭わせてくれた方が楽になれるからさ」

「別に償いなんか求めてないって」

「何でも命令していいからさ。一つまでなら何でも聞いてあげる。お金は十万までね」

　こんなに必死になって天海にすがっちゃってさ。みっともないけど、それ以上に縁を切られたくない気持ちが勝っちゃう。

「じゃあ一つ聞いてくれ」

「うん。ゲスな命令でも何でもいいよ」

「絶対に拒否するなよ」

「しない。何でもする」

　天海がまたあたしに関心を持ってくれた。それだけで嬉しい。

「須々木と仲直りしてくれ。あいつ大塚がいないと一人ぼっちみたいだから」

「……は？　無理に決まってんじゃん」

　予想外の要求に焦る。育美とは縁を切られたんだって言ってんだろ。

「絶対に拒否するなって言ったろ。頑張って仲直りな」

「……そんなんだったらヤらせろとかの方がましなレベルだっての」

　育美と仲直りしろなんて、お腹なかを空すかした野生のライオンに餌をあげてこいと言っているようなものだ。天海も意外と鬼みたいなこと言うのな。

「そんな最低なこと言うわけないだろ」

「普通の男だったら言うよ、普通の男は最低だから。でも、天海は普通じゃないからさ。馬鹿みたいに優しくて、キモいったらありゃしないよ」

「悪いな、不快にさせて」

「でも、あの時のあたしは優しくしてくれて嬉しかったの。本当にありがと、じゃあね」

　あれ？　久しぶりに誰かに感謝した気がする。ありがとうって本気で口にしたのは初めてだったかも。

　これは悪くない気分だ。むしろちょっと清すが々すがしいじゃんか──




　　　　▲




　天海に育美と仲直りしろと命令されてから数日が経たった。

　夏休みが終わって学校が始まったら仲直りチャレンジをしてみようと思っていたけど、やっぱり今すぐにでも仲直りをしたくなった。

　我慢できなくなったあたしは、育美がアルバイトしているクレープ屋の近くで隠れながら待機中だ。先に見つかったら逃げられるかもしれないし。

　店から私服姿の育美が出てきた。久しぶりに見ても、やっぱり育美はカッコイイ。いつもクールでスラっとしている。

　いや見み惚とれている場合じゃないって！　早く追いかけないと。

「い、育美さーん？」

　一度あたしの方を向いたが、すぐに目を逸そらされてしまった。

「無視しないで～」

　声をかけても返事はしてくれない。もう関わらないという強い意志が伝わってくる。

「天海に命令されたの～」

「……何て言われたの？」

　天海の名前を出したら無視できずに食いついてくれた育美。

　なんて単純なんだろう……もはや天海をエサにすれば、何でも食いつきそうだな。

「育美ちゃんと仲直りしろって」

「はぁ？　何で七渡が」

「この前ね、天海にばったり会ったから一応謝ったの。それでお詫わびとして何でも一つ言うこと聞いてあげるって言って、天海と関係を持とうとした」

「あなた、どこまで腐っているの？」

「そしたら仲直りしろって言われた。だから絶対に仲直りしなきゃなんないの」

「何よそれ」

　呆あきれている育美。どう対応しようか困っているみたいだ。

「文句があるなら天海に言ってよ」

「事情はわかったから、もうどっか行って」

「行きたくない」

「なら、私があなたの前から去るだけよ」

　みんなあたしに冷たい。でもそれは当たり前だ。あたしがみんなに冷たかったから。

「育美ちゃんは簡単に許してくれないと思ったから、こっちもちゃんと準備してきたし」

「どういうつもり？」

「手紙書いたから、受け取って」

　差し出した手紙を困惑した表情で受け取る育美。

「今まで一緒にいてくれてありがとう。こんなあたしでも一人にしないでくれて本当に助かってた。今度はあたしが育美ちゃんを助けることができたらなって思う」

「……あなたへの信用はもうゼロよ」

「わかってる。これからは誠意を見せていくから」

「どの口が言ってんだか」

　去っていく育美の背中を追わずに、黙って見守った。

　育美は恐こわいけど、優しいのも知ってる。

　中一の時にバスケ部の先輩から虐いじめられていた。そんなあたしをみんな見て見ぬふりしてたけど、育美だけは放っておかずに助けてくれた。それがあたし達の出会いだった。

　あたしがちゃんと生まれ変われば、きっと優しい育美はまた仲直りしてくれるはず。

　あたしが諦めなければ大丈夫だよね──




　　　＋七渡＋




　旅行の出発日まであと二日となった。地道に続けていた筋トレの効果が無くて焦る。

　今日は予定が無かったが、翼から両親が東京へ来てるから一緒に夕食を食べないかと誘われた。気軽にいいよと返事をしたのだが、今になってこれは大変だなと後悔している。

　翼は俺との許嫁いいなずけという約束をまだ守っているようだ。つまり俺と結婚してもいいと考えているはず。

　そんな翼の両親に会うというのは、これはもう結婚前のご挨拶に近しいかもしれない。両親に自分が結婚したいと思っている相手を見せるんだから。

　翼の両親とは顔見知りだが、複雑な事情もあって緊張してきたな……

　いや、ここでむしろお前に娘はやらんって言ってくれた方が翼もフラットな目で俺と向き合ってくれるかもしれない。

　もしかしたら今日で翼との関係性が大きく変化する可能性もある。少し不安もあるが、プラスな展開になることを祈るしかない。

「七渡君、今日は急に呼び出してごめんね。お母さんがせっかくなら七渡君もって」

　家を出ると翼と深海さんが待ってくれていた。

「いやいや、誘ってくれてありがとう」

　深海さんもいるなら、あまり重い空気にならないかもしれない。これは一安心だ。

「深海さんもお久しぶりです。親友の一樹のバイト先で一緒に働いているみたいですね」

「久しぶり～そうなの、廣瀬君凄すごい優しくて常にサポートしてくれるから本当助かってるんだ。おかげでこんな私でも何とかお仕事できてるよ」

　一樹の奴やつ、深海さんが年上おっとりお姉さんだからって、サポート名目で常に近くにいるみたいだな。容易にその光景が想像できる。

「今日の食事会、重い空気になったりしませんよね？」

　こっそり深海さんに話しかける。何とか協力してもらいたいところだ。

「んん？　どうして？」

「翼が俺のことどう説明しているかわかんないですけど、許嫁がどうとかってなったらご両親も俺を見定めたりなんて空気になるじゃないですか」

「大丈夫だよ、お父さんもお母さんも明るいから和気あいあいな感じだと思う。変な空気になりそうだったらお姉ちゃんがしっかりフォローしてあげるから」

　深海さんの協力も得られたので、話がとんでもない方向へ進むのは回避できそうだ。

　三人で駅前へ向かい、一足先に予約しているというお店へ入った。

　個室のレストランであり、他のお客に見られることもない静かな部屋だった。俺と翼は並んで座り、向かい側には深海さんと両親が座るみたいだ。

　翼が言うには、ご両親は浅草での観光を楽しんでからここに来るらしい。

「お待たせお待たせ」

　翼の両親が席にやって来たので俺は慌てて立ち上がり、こんにちはと挨拶をした。

「お久しぶりです、天海七渡です」

　背筋を伸ばして挨拶をすると、変な緊張感がこの個室内に生まれてしまった。

「久しぶりだな七渡君。まぁ座りたまえ」

　おいおい翼のお父さん、めっちゃ娘はやらんみたいな顔してんだけど！

　和気あいあいとは程遠い雰囲気だし、もう何もふざけられない空気だぞ。

「先に言っておくが、私は別に反対しているわけではないぞ」

　いやもう結婚が前提の挨拶になってんだけど！

「だが、中途半端な姿勢で翼の気持ちを受け止めてもらいたくないのが正直なところだ」

「あ、あの俺は別に」

「変なチャラチャラした男を連れてこられるのも困るから、七渡君のような見知った顔の人だと安心感もあるがね」

　もう完全に俺を翼の相手だと思って見てるじゃんか！

　翼が許嫁だと思っている男を連れてきちゃったらそうなるのも頷うなずけるけどさ。

　今さらそんなつもりじゃないですなんて言える空気じゃない。どうしよう……

「まぁ何はともあれ焦らないでほしいところだ。二人はまだ学生なのだから」

　俺は深海さんに救いを求める目を向ける。誰かあのお父さんを止めてくれ。

「あのねお父さん、七渡君は本気で翼ちゃんと付き合っているわけじゃないんだよ」

「なに!?　遊びで付き合っているというのか！」

　言い方っ！　深海さんのせいでお父さんが俺を睨にらんできてるって！

「ギャルの女の子とも親密な仲で、まだ七渡君も翼ちゃんとは本気じゃないっていうか」

「二股しているというのか!?」

　だから言い方っ！　深海さん俺をここで追放させるつもりなのか!?

「あわわ」

　とんでもない空気にしてしまった深海さんはあわあわしながら、ごめんねというジェスチャーを見せてくる。場を無駄に荒らしていった。

「七渡君、君はいったい何を考えているんだね」

「お、お父さん、七渡君とはまだ付き合ってないの。今は友達みたいな関係で」

　翼がちゃんと説明してくれた。助かった、これで誤解は解けてくれるはず。

「付き合ってもいないのに翼を好きなように扱っているというのかね」

　とんでもない男だと思われてるな俺。もういつぶん殴られてもおかしくないんだが。

「翼とは、今は友達として一緒に仲良く過ごしています。恋人という関係では無いんですが、お互いに困ったことがあったら助け合っている仲です。俺は翼に都会についてのことを教えられますし、翼は俺に勉強とか教えてくれますし」

「本命は翼ではなく深海ということかね？」

　どういう解釈!?　翼も深海さんも抜けているというか天然なのは、この父あってのことだったのか？

「そうだったの七渡君!?　そんなの困るよ～」

　頭を抱える深海さんに、悲しい目で俺を見てくる翼。両親も怒っている。

　なんという地獄絵図なんだ……ここに救いはないのか？

「それは誤解です！　俺が好きなのは翼です！」

　俺は必死に釈明したのだが、俺も言い方を間違えてしまったかもしれない。

「七渡君……」

　まるで願い事が叶かなったかのように嬉うれしそうな目を俺に向けてくる翼。

「良い覚悟だ。認めよう」

　認められた!?　ちょっと待ってくださいって！

「あの許嫁の約束は七渡君のお父さんが先導して決めたものだったこともあり、もう無くなった話だと君に伝えようとしていた。それは別に関係を認めないということではなく、何にも縛られずに自由に恋愛をした方が良いという考えだった」

　完全にもう翼を託されている空気になっている。ここから挽ばん回かいする術すべはない。

「だが、私を前にしてそこまで言える覚悟があるなら、許嫁の約束は認めよう」

　え、待って。完全に許嫁の約束が親公認になってしまった。今までは曖昧な約束だったが、これはもう正式に決まったので責任がどっと重くなった。

「やった～」

　隣の翼は嬉しそうにしている。こんな可愛かわいい女の子と許嫁になれるなんて喜ばしいことでしかないのだが、俺はまだ高校生だし結婚のことなんて考えられない。

「せっかく美味おいしいレストランに来たんだ、今は家族団だん欒らんを楽しもうじゃないか」

　もう家族の一員として含められてしまっている。どうしてこうなった……




　城木家との食事を終え、ホテルに宿泊している翼のご両親を駅まで見送り、翼と深海さんと三人で帰った。

　翼は俺に少し話があると言って、深海さんと一緒に家へは入らず、俺を連れて近くの公園のベンチへと向かった。

「今日は本当にありがとう。両親に挨拶してくれて嬉しかった」

「あ、ああ、俺も久しぶりに挨拶できてホッとしたよ」

　翼から両親に会ってほしいと言われて俺がわかったと答えれば、それはもう家族に結婚について話してくれるんだと解釈されてしまう。

　俺はもう子供ではなかったと、今になって思う。

「七渡君、焦ってウチのこと好きって言っとったね」

「あ、あれは、深海さんよりも翼の方が好きってことで」

「それもわかってるよ。でもね、七渡君の口から好きって言ってもらえたの、すっごく嬉しかった」

　少し頬ほおを赤らめて、俺を見つめながら嬉しかったと口にする翼。

　こんなに可愛い女の子が俺を許嫁だと思ってくれるなんて夢みたいな話だ。

「許嫁の約束、翼の両親は認めてくれたみたいだな」

「うん。というか、元々お父さんが認めてくれてたから許嫁だったんだもん。それなのにお父さんは七渡君と離れ離れになったからって、自然消滅させようとしてたんだよ」

　翼の言う通り、元々合意を経て俺と翼は許嫁になった。俺の両親が離婚して東京へ引っ越すことになったため、曖昧な約束となってしまったが。

「本気で翼は俺と許嫁でいたいんだな」

「そうだけど、ウチと七渡君はまだ許嫁じゃないの」

「え？」

「七渡君のお母様から認められないと、元許嫁のままだよ」

「……た、確かに。許嫁と認めた俺の父親とはもう家族じゃないから、俺の母親が認めてくれないとだな」

　今は母親と二人家族で、苗みよう字じも藤ふじ山やまから天海に変わっている。

　許嫁の約束は城木家と藤山家で決めたものであり、俺の母親は認めないかもしれない。

「だから、七渡君は許嫁のこと重く考えないでほしい。こっちが一方的に思っているだけで、約束というよりかは願いみたいなものだから」

　許嫁という関係はやはり結婚という未来を背負うもの。責任重大だなと思っていたが、翼はそんな俺の心境を察してくれたのか一方的な気持ちだと伝えてくれた。

「許嫁って無理やり結婚させられるとか悪いイメージを持たれること多いよな」

「そうだね。親が勝手に決めた相手と結婚しなきゃいけなくて、自由に恋愛したいヒロインが主人公のドラマとか何度か見たことある」

「そうそう。だから翼も、もし昔に決めた約束に縛られてるなら、それは一回忘れた方が視野も広がって自由に生きられると思う。俺に固執しない方が良いんじゃないか？」

　これだけ想おもってくれる人が俺に興味を失って疎遠になったら、もう立ち直れない気がする。だから、もし夢なら早く覚めてほしい。

「あのね七渡君」

「うん……」

「ウチは七渡君がいいの。他の人じゃ嫌なの。鳥かごの中から出てウチが自由になってもね、七渡君のところに行くだけだよ」

　夢じゃなかった。翼は自由だった。それでいて、俺を選んでいた。

　というか……むしろ許嫁いいなずけという約束に縛られているのは俺の方だったのかもしれない。

「もう帰ろっか。七渡君も気苦労で疲れちゃったと思うし」

　翼の言葉に俺は頷き、ベンチから立ち上がる。何か話さなきゃと思うが、上手うまく頭が回らなかった。

「旅行楽しみだね」

　別れを告げた翼を見送り、ホッと胸を撫なでおろす。

　まるで翼が大きな鳥に見えた。そして、俺は怯おびえている小さなひよこ。

　どこへ行っても何をしても高い所から見られていて、何かあったら急降下して目の前に現れてきそうな、そんな漠然とした恐怖が芽生えていた。







第４章　ダブルトリップ







　　　◇翼つばさ◇




　今日は待ちに待ったみんなとの旅行の日……遂ついにこの日がやって来た。

　集合場所に誰も遅れることなく集まることができた。二泊三日ということもあって、みんなリュック等の少し大きめの荷物を持っている。

　麗れい奈なちゃんはみんなよりも荷物が多く、リュックを背負って大きな鞄かばんも持っている。大変そうだったけど、七なな渡と君が嫌な顔一つ見せずに自然な流れで鞄を持ってあげていた。

　七渡君の優しいところが大好き。その優しさが自分に向けられていなくても、その光景を眺めるだけで嬉しい気持ちになれちゃう。

　今から電車に乗って、二時間ほどかけて静岡県の熱海あたみまで向かうみたいだ。

「翼ちゃん、ちゃんと水着持った？」

「持ったよ柚ゆず癒ゆちゃん」

　何故なぜか水着だけは絶対に忘れないでという強い願望を見せている柚癒ちゃん。

「何か困ったことがあれば、俺でも七渡でも頼ってくれ。安全第一だからな」

「うん。気を使ってくれてありがとう廣ひろ瀬せ君」

　旅行は楽しいけどトラブルを起こしてしまえば、みんなに迷惑をかけてしまう。多少は気を引き締めておかないと。

「この前のアルバイトでお姉さんに妹をよろしくと頼まれたんだ」

「そうだったんだ。お姉ちゃんも行きたそうにしてたから、置いてくの可哀かわい想そうだった」

「安心してくれ、俺がいつか連れてくから」

　あれれ？　何で廣瀬君がお姉ちゃんを旅行に連れて行こうとしているのだろうか？

「駄目だよ、勝手に連れてっちゃ」

「……まだ先は長そうだな」

　廣瀬君の言葉は冗談だったと思うけど、廣瀬君みたいにしっかりしている人ならお仕事だけでなくプライベートでもお姉ちゃんを安心して任せられそうな気もする。

「お姉ちゃん、廣瀬君に迷惑かけたりしてない？」

「そんなことないぞ。むしろ生きる希望になっている」

「廣瀬君、冗談ばっか」

「ガチ中のガチだけど」

　廣瀬君は真顔でそんなことを言うので、何が本気で何が冗談なのか判別が難しいなぁ。

「楽しみだね七渡君」

　七渡君の元に一歩距離を詰めて話しかけた。

「おわっ」

　私に少し怯えた目を向ける七渡君。不安そうな表情をしていて、心配になる。

　昨日、みんなで集合して旅行の最終打ち合わせをした時も七渡君はずっとこの調子だった。家族での食事会の後から、変に距離を置かれちゃっている。

「調子悪かったりする？」

「大丈夫だよ。ぜんぜん元気」

　七渡君の微妙な反応が気になってしょうがない。これは早く手を打たないと駄目だ。

　相談を聞いてもらうため、麗奈ちゃんの元へ向かわないとね。

「七渡とお泊り、七渡とお泊り……」

　独り言を呟つぶやきながらニヤけている麗奈ちゃん。旅行を楽しみにしているのがひしひしと伝わってきて、見ていて少し心が和んだ。

「あの、麗奈ちゃん」

「えっ!?　なになに？」

「ちょっと相談があって」

「……いいよ、聞いてあげる」

　麗奈ちゃんは私の肩を抱いて、少しみんなと距離を置いて歩いてくれる。

「突然で申し訳ないんやけど、二日目にウチと七渡君の時間を用意してもらうプランだった話、今日にしてもらってもいいかな？」

「理由は？」

「ちょっと七渡君と微妙な感じになっとって……せっかくの旅行を心から楽しみたいから早く解決できたらなって」

「いいよ。あたしが二日目の予定に変更してあげる」

　私と麗奈ちゃんで事前に旅行での七渡君との時間を均等に分け合った。でも、早速自らそのプランを崩してしまう羽目になるなんて。

「ありがとう麗奈ちゃん」

「でも、色々とあたしの計画崩れて大変だから、これは貸し一つだからね」

「うん。必ず返すよ」

　協力関係になる前の麗奈ちゃんとだったら喧けん嘩かになっていたかもしれないけど、今は互いに譲り合うことができるんだ。




　長い電車の移動になると思っていたのに、麗奈ちゃんや柚癒ちゃんと話していたらあっという間に熱海駅へ着いていた。

　みんなは長いねと溜ため息いきをついていたけど、私はぜんぜん平気だった。

　待つのは得意。七渡君と会える日を五年ほど待っていたから、二時間なんて一瞬だ。

「着いた～」

　麗奈ちゃんは腕を伸ばして降り注ぐ太陽の光を浴びている。

　今日も明日も快晴みたいだ。七渡君が晴れ男だから天気は大丈夫と言っていたけど、あの言葉は本当だったのかもしれない。

　駅から旅館へ向かって歩く。綺き麗れいな海が見えてきたところで、みんながスマホで写真を撮り始めた。

「海だー風が気持ち良い」

　海風を浴びて自然を感じている七渡君。天あま海み七渡という名前なだけあって海が似合う。

　旅館へ着きチェックインを済まして、予約していた部屋へ入った。

　大人数用の部屋ということもあり、広く開放的な部屋だ。

　部屋からは海も見えて、露天風呂も備わっている。でも、この露天風呂は思ったよりも部屋から丸見えになっていて、みんなのいる前では恥ずかしくて利用はできなそうだ。

「疲れた～」

　重たい荷物を降ろして、畳の上でゴロゴロと寝転がる柚癒ちゃん。子猫みたいで可愛かわいい。

「ちょっと休憩したら、早速温泉でも入って夕食を待とう」

　七渡君はそう言いながら、バルコニーに出て海を眺め始めた。

　もう時刻は十六時。海で遊ぶのは明日なので、今日はゆっくり旅館を満喫する。

　部屋の露天風呂は小さいけど、旅館にある大浴場の露天風呂は広くてサウナも備わっているみたいだ。温泉なんて数年ぶりなので楽しみだなぁ……

「いきなり温泉とか、最初からクライマックスじゃんかよ～」

　柚癒ちゃんが鞄に抱き着きながらもじもじと悶もだえている。

「温泉が一番楽しみだったの？」

「うん。だって翼ちゃんの翼ちゃんがごふっ」

　柚癒ちゃんが何か話そうとしたけど、麗奈ちゃんの生足に踏まれてしまった。

「柚癒は一人で部屋の露天風呂に入ってなよ」

「それは勘弁してよ～そんなことしたら麗奈んの大切な家族、親戚、友人、まとめて地獄に送るよ」

「恨み過ぎでしょ!?　しかもそれじゃ柚癒も地獄行きじゃん」

　麗奈ちゃんは柚癒ちゃんのことを名前で呼ぶようになっている。みんなが仲良くなってきていることが実感できて私も嬉しくなっちゃう。

「お部屋でマッサージ。三十分五千円」

　机に置かれていた紙にはマッサージサービスの内容が書かれていた。他には施設案内や、周辺の詳細地図が置かれている。

「マッサージがご希望なら柚癒に任せて。三十分で五千円あげるから」

「逆にお金貰もらえるの!?」

「クーポンを利用すれば、さらに三千円貰えます」

　柚癒ちゃんからお金を巻き上げるわけにはいかないので、ちょっと興味はあったけどマッサージのサービスは遠慮させてもらった。

　仲居さんがみんなの希望に合わせたサイズの浴衣を持ってきてくれたので、それを持って温泉へと向かう。

　麗奈ちゃんは着替え以外にもたくさんの道具を持ち歩いている。こだわりが強いのか旅館に用意されているアメニティでは駄目みたいだ。

　美への意識が高くて尊敬する。どんな時でも可愛いし、自信が伝わってきて女性としてのカッコよさもある。

「麗奈ちゃん、今度お化粧のこととかじっくり教えてほしい」

「いいよ。今度また家うちに来なよ」

　麗奈ちゃんは笑顔で承諾してくれた。私が化粧をもっと学んで可愛くなろうという気持ちを応援してくれるみたいだ。もう私達はライバルよりも仲間になれたんだ。

「その代わり、翼もあたしの知らない子供の時の七渡のこととか教えてよね」

「うん。七渡君のこといっぱい共有しようね」

　麗奈ちゃんの言葉が嬉しくて、思わず手を握ってしまう。それを麗奈ちゃんは拒否せず受け入れてくれた。

「……そのままキスしたりしないよね？」

　柚癒ちゃんが不安げな表情で私達を見ながら、疑問の声をあげている。

「するわけないでしょ」

　麗奈ちゃんが柚癒ちゃんの肩を大きく揺さぶっている。

「だって手繋つないでたから～」

「仲の良い人と手を繋ぐの普通だよ。ウチはお姉ちゃんとも手を繋いだりするし」

「柚とも？」

「もちろん」

　空いている左手を柚癒ちゃんの右手に伸ばすと、柚癒ちゃんは嬉しそうに手を握った。

　三人で手を繋ぎながら旅館を歩く。他の人の邪魔にならないように、麗奈ちゃんと柚癒ちゃんを私の元に引き寄せて、くっつき合った。

「こうなるとちょっと恥ずかしいんだけど」

「麗奈ん、申し訳ないけどあと三日我慢して」

「長過ぎでしょ」

　麗奈ちゃんと柚癒ちゃんが私を挟んで言い合っている。

「おいおい仲良過ぎだろ」

　先を歩いていた廣瀬君と七渡君が振り返って、私達の様子を微笑ほほえみながら見ている。

「一いつ樹き君も天海っちと手繋いで歩けば？」

「罰ゲームだろそれ」

　子供の頃は七渡君とも、いつも手を繋いで歩いていた。

　そういう仲にもう一度戻りたい。七渡君とできるだけ長く繋がっていたいから。

「じゃあ、夕飯までには部屋に戻るようにな」

　廣瀬君と七渡君は男湯の方へと入っていく。私達はみんなで女湯の方へ入った。

　脱衣室で服を脱ごうとすると、柚癒ちゃんが私のことを凝視してきた。

　柚癒ちゃんはもう全裸になってタオルを巻いている。目を離していた間のたった数秒で脱ぎ終えたみたいだ。

「どうしたの柚癒ちゃん？」

「柚はもう脱ぎ終わったから、翼ちゃんを待っているだけだよ」

「そっか、ちょっと待っとってね」

　ひと時も目を逸そらす気がない柚癒ちゃん。早く脱げよと煽あおられているみたいだ。

「なんか、見られていると恥ずかしいよ」

「そんなこと言って、七渡君の前で服を脱ぐ時が来たらどうするのさ」

「えっ？　その時は、その……」

　七渡君には私の全部を知っていてほしいから、できれば明るい部屋でその目にしっかりと焼きつけてもらいたいかも。

　その時は恥ずかしいというよりかは、もっと興味を持ってもらいたいって気持ちになっちゃうと思う。見ないでってよりも見てって言っちゃいそう。

「顔真っ赤だけど、何想像してるの？」

「えっ!?」

　慌てて振り向いて、顔を隠した。柚癒ちゃんが変なこと言うから、ちょっといけない妄想をしちゃってた。

「あんたまたセクハラしてんの？　あたしの時といい、懲りもせずさ」

　柚癒ちゃんが麗奈ちゃんに怒られている。麗奈ちゃんも同じ目に遭ったみたいだ。

「脳を活性化させているだけです。脳汁ってやつ出たでしょ？」

「じゃあ、あんたからも無理やり搾り取ってあげる」

　麗奈ちゃんに頭をぐりぐりされて泣きそうになっている柚癒ちゃん。

「ぎょえ～出てる、脳汁出てるよ～！」

　柚癒ちゃんの悲痛な叫びが脱衣室にこだまする。他に利用客がいなくて助かった。

　タオルを巻いて浴場へ入り、シャワーで身体からだを流していく。

　猛暑の中を長い時間かけて移動したので、身体もしっかり洗っておかないと。

「柚が背中流してあげる～」

「えっ、わざわざありがとう柚癒ちゃん」

「いえいえ。これはもう柚にとってのソープですから」

　柚癒ちゃんが私の背中を泡まみれのタオルでごしごししてくれる。一人では手の届きにくいところを念入りに洗ってくれるのは助かる。

「こんな感じかな～じゃあ次は正面向いて」

「正面は自分でやるから大丈夫だよ。恥ずかしいし」

「そ、そうだよね」

　何故なぜかしゅんとしてしまう柚癒ちゃん。何か変なこと言っちゃったかな？

「今度はウチが背中洗ってあげるね」

「うん、ありがとう翼ちゃん」

　私の言葉を聞いた柚癒ちゃんは、嬉しそうに背中を向けてきた。

　麗奈ちゃんは立ったままシャワーを持って、自分の身体を洗い流している。まるで映画のシャワーシーンみたいに綺麗だと思った。

　身体を洗い終えた私達は、海の見える大きな露天風呂に入った。

　タオルを取って、みんなと裸のお付き合い。少し恥ずかしいけど、仲が良いからこそありのままの姿でいられる。

「ふへ～」

　麗奈ちゃんは気持ち良さそうな声をあげながら、お風呂に浸つかっている。

「色んな意味で幸せ過ぎる～」

　柚癒ちゃんも言葉通り幸せそうな表情で、お風呂に浸かっている。

「身体が芯から温まる～」

　ちょっと熱めの温泉が、身体をポカポカにしてくれる。

「幸せだね。みんなと出会えてよかった」

　私が口にした言葉を聞いた二人は、ゆっくりと私の元に歩み寄ってくれる。

　そして、肩を寄せ合って三人並んで温泉に浸かる。

「あたしも中学の時とか七渡に出会うまで友達いなかったから、二人と出会えてよかったなと思う。みんなと行くこういう旅行なんて縁の無いものだと思ってたからさ」

「麗奈ちゃん……」

　麗奈ちゃんに出会えてよかったと言ってもらえて、さらに嬉うれしい気持ちになった。

「ウチも中学の時に友達と遊んだりとかしてなかったから、凄すごく今が幸せだなって思う」

「だよね」

　見た目はぜんぜん違うけど、似たような過去を抱いて同じ人を好きになっている。

　そんな麗奈ちゃんと七渡君を取り合わないといけないなんて、神様は意地悪だなぁ……

「柚癒は見るからにパリピっぽかったけど、こういう旅行は何度目？」

「柚だって初めてだよ。旅行するお金なんてなかったし。高校生でアルバイトしてみんなで旅行なんて、そもそも普通の人には味わえない体験だって」

「……確かにそうだね。あたし達は恵まれているのかも」

　麗奈ちゃんは海を眺めながら、深い溜ため息いきをついている。

「中学の時は七渡との旅行を夢見ていた。でも今はそれが現実となっている。仲良い友達もできて、こうしてみんなと温泉なんてやっぱり恵まれ過ぎだよ」

　私も七渡君の傍そばにいられるだけで嬉しいのに、こうして友達もできて旅行も楽しんでいる。これ以上望むのは欲張りなのかもしれない。

「それにきっと、あの元カノだって七渡達とこんな体験をしていない。あたし達の方が仲良いだろうし、上を行ってる。んあ～思い出したあの面、ムカつくムカつく」

「麗奈ちゃん落ち着いて」

　須す々す木きさんの顔を思い出してしまったのか、麗奈ちゃんは顔をしかめている。

「こないだ天海っちの噂うわさの元カノ見たけど、普通に可愛かわいくてヤバかったね」

「あ？　柚癒舐なめてんの？」

　柚癒ちゃんの発言を聞いて怒った麗奈ちゃんは、私を強く抱き寄せる。

「あんな奴やつより翼の方がぜんぜん可愛いし」

「れ、麗奈ちゃんの方がもっと可愛いよ」

　須々木さんも綺き麗れいな人だったけど、麗奈ちゃんの方が可愛いと思う。それに私だって負けてないよね？　麗奈ちゃんも可愛いって言ってくれてるし。

「可愛い女の子達にこんなに想おもわれて……羨ましい立場だよ天海っちは。前世で世界でも救ったんかってぐらいの幸せな悩みを抱えてる。運良過ぎでしょ」

　七渡君は別に運が良いからこういうことになっているわけじゃないと思う。七渡君の優しさとか、性格とか仕草とか、魅力的に見える部分を私はちゃんと知ってるもん。

「てか麗奈んが隣にいると、その爆乳と自分の胸を比較して鬱になるんだけど」

「爆乳って言われるほどでもないって」

「そこで謙遜されたら、柚はただの壁になっちゃうって。胸を張ってよ、胸だけに」

　柚癒ちゃんの言う通り、麗奈ちゃんの胸は私よりも二回りは大きい。

　胸は大きい方が七渡君も喜んでくれるかもしれないし、どうにかならないかなぁ……

「どうしたらそんなに大きくなるん？」

「特に何かしたってわけじゃないけど、七渡を好きになってからさらに大きくなった気がするんだよね」

　そう言いながら胸を張り、自分の胸を持って不思議そうに見つめている麗奈ちゃん。

「女性ホルモンとかが関係してるのかな？」

「そうなんかなぁ柚癒ちゃん」

「ほら、誰かに揉もまれると大きくなるって言うじゃん」

　そう言いながら、手をわきわきさせて近づいてくる柚癒ちゃん。

　その光景を見た麗奈ちゃんが慌てて私の前に移動してきた。

「邪魔するな麗奈ん」

「あんたの手の内は読めてんのよ。大義名分見つけたぜみたいな面してるし」

「じゃあ代わりに麗奈んをもっと爆乳にしてやんだから」

「ちょ、ちょっとあたしはもう十分だから」

　麗奈ちゃんと柚癒ちゃんはじゃれ合っている。七渡君と廣瀬君がたまに取っ組み合いしているけど、その光景を見ているみたい。

「揉まれるうんぬんってのも、好きな相手にされないと意味無いとか聞いたことあるけどね。自分でやっても効果が無いとか」

　柚癒ちゃんを振り切った麗奈ちゃんは、息を切らしながらそう呟つぶやいた。

「じゃあ、二人は七渡君に揉まれまくったら大きくなるってこと？」

　柚癒ちゃんの言葉を聞き、七渡君が夢中になって自分の胸を触る姿を想像してみる。

　七渡君優しいから、私が大きさで悩んでいるのを知ったら一生懸命揉んでくれそう。

「二人とも妄想禁止～」

　麗奈ちゃんも私と似たようなことを考えていたのか、顔を真っ赤にさせている。

「何も考えてないしっ！」

「顔真っ赤だよ麗奈ん」

「ちょっとのぼせただけだから」

　そう言いながら立ち上がり、室内の方の温泉へ移動してしまう麗奈ちゃん。

「ちょ、ちょっとやり過ぎたかな？」

　柚癒ちゃんは出て行った麗奈ちゃんを見て、心配そうな表情を浮かべている。

「別に怒ってないと思うよ。ウチも麗奈ちゃんも七渡君のこと大好きだから、すぐ七渡君のこと考えちゃうの。でも、そうすると幸せな気持ちにもなれるから、麗奈ちゃんは嫌だったとかじゃなくて、単に恥ずかしくなっちゃっただけだと思う」

「じゃあ麗奈んは、一人で集中して妄想の続きをしたくなったってこと？」

「そ、そういうこと言いたかったわけじゃないけど」

　チラっと一人で温泉に浸かっている麗奈ちゃんの方を見たら、より顔が真っ赤になっていたので柚癒ちゃんの推測は当たっていたかもしれない。

「柚は翼ちゃんとこれから楽しく遊ぶこと考えながら、ゆっくりしますわ」

　そう言いながら目を閉じて、ぐったりしながら風呂に浸かる柚癒ちゃん。

　私とのことを考えてくれているみたいなので手を繋つないであげた。

「ありがとう翼ちゃん……大好き」

「ウチもだよ」

　あまりにも心地良かった温泉を満喫し過ぎたため、部屋に戻るのが時間ギリギリとなってしまった。

　その後は部屋に夕飯が運ばれてきて、豪華な旅館料理を味わった。




「いや～満喫した」

　料理を完食した七渡君がぐったりと横になっている。

　外はもう夜になっていて、海も真っ暗になってしまった。

「温泉も最高だし、料理も美味おいしいし、最高の旅館だ」

「でしょでしょ、ここオススメしたのあたし」

「ハイセンスな麗奈さんに脱帽です」

　七渡君の普段とは異なる浴衣姿は、見ているだけで変にドキドキしちゃう。何だろう、お父さんみたいな感じって言うのかな？

「もっと褒めて」

「勉強もできるし、センスもあるし、運動神経も良いし、可愛いし、もう凄過ぎだろ」

「そうかな？」

「将来は芸能人にでもなって、遠い存在になっちゃいそうだな」

「いやいや、あたし一人じゃ何もできなかったもん。七渡がいてくれたから今もここにいられるわけだし、ずっと身近な存在だよ」

　七渡君と麗奈ちゃんは良い雰囲気になっている。七渡君と話している時の麗奈ちゃんは、好きって気持ちが溢あふれていて、より可愛く見える。

　私は七渡君と話している時、どんな顔をしているんだろう……もしかしたら、不安な感じが出ていたり、ちょっと恐こわい顔しちゃってたりするのかな。

「夜中まで起きてるだろうし、夜食とかジュースとか欲しくない？」

　麗奈ちゃんは私の顔を見ながら話し始める。私達が考えていたあのプランを実行してくれるみたいだ。

「わかる。コーラとか飲みたい」

　七渡君も乗り気になり、ぐったりしていた身体からだを起こした。

「じゃ、じゃあウチがコンビニに行ってくるよ」

　私は立ち上がって、コンビニに行くと申し出る。ちょっと演技っぽくなっちゃったかもと少し恥ずかしくなる。

「一人じゃ危ないでしょ。七渡、一緒に行ってあげなよ」

「お、おう」

　麗奈ちゃんは七渡君と良い雰囲気だったのに、私に気を使って会話の流れを切ってプランの実行を急いでくれた。

　本当はこのやり方で七渡君と麗奈ちゃんが二人きりになるはずだったけど、私の我わが儘ままで先に七渡君との時間を設けさせてもらった。

　みんなから欲しい物を聞いて、七渡君と一緒に部屋を出る。

　ほんのわずかにだけど、普段よりも距離を空けられている。たった一歩の距離でも、七渡君の隣にいるのが大好きな私には遠く感じちゃう。

　やっぱり、この前の家族との食事会は失敗だったのかも。両親を七渡君と会わせて、私は幸せに過ごしているよと安心させたかった。

　でも、七渡君からしたら両親に挨拶することになって、お父さんからも責任を背負わされる形になっちゃった。

　許嫁いいなずけでもいいよということになって私は嬉しかったけど、七渡君にとっては困った結果になっていたのかも。

　許嫁という言葉は、私にとって自分を前に向かせてくれたり、安心させたりしてくれる大好きな言葉なんだけど、七渡君にとってはちょっと重過ぎたかもしれない。

　高校生なのに結婚という未来がちらついちゃったら、距離を置かれてもしょうがない。

　私はそれだけ強く思っているよとずっと伝えてきたつもりだけど、今はそれが裏目に出ちゃっているのかな。

　この前も須々木さんにストーカーみたいと言われて、その言葉が強く胸に刺さった。

　わざわざ遠い福岡の田舎町から会いに来たよなんて言われたら、七渡君からしたら無下に扱うことはできないし、ずっと気を使わせてしまうはずだ。

　そんな理由も重なって少し恐がられちゃったのかもしれない。自分の気持ちばかりで、七渡君の気持ちを無視しちゃってた。

　距離置かなきゃいけなかったのは私だったんだ。それに気づかず七渡君の背中にずっとのしかかってた。重い荷物は誰だって持ちたくないよ。

　でも今はそれに気づけたから、この時間で安心してもらいたい。私が一歩引いて、七渡君の荷物を軽くしてあげなきゃ。

　今までは何があっても諦めずに食らいついて、最後にどうにか七渡君の元へ辿たどり着けばいいと思ってた。

　でも、私はもう気づいた。私が無理やり近づいていくんじゃなくて、七渡君の方から来てくれなきゃ駄目なんだなって。

　だから私は待つだけ。七渡君を受け入れる準備をしながら、諦めずに待ち続けるんだ。

「あのね、七渡君」

　海沿いの道を歩く七渡君の腕を掴つかんで、思い切って呼び止めた。

「どうした？」

「ウチはね、七渡君がどんな生き方を選んでも、どんな夢を選んでも、どんな相手を選んでも、全力で応援するから。ずっと七渡君の味方でいるよ」

　私は七渡君じゃないと駄目なんだけど、七渡君は私じゃなくても今は大丈夫なんだ。

「勉強して良い大学を目指すなら一緒に頑張るし、夢を追って成功しても挫折しても支えるし、誰かと恋に落ちたりなんかした時は相談にも乗るよ」

　人は自由を求める。縛られると不安になる。七渡君は自由に選んでほしい。

「何があっても嫌いになったりしないし、勝手に離れていったりもしないよ。傍そばにいてほしいなら一緒にいる。ウチが邪魔になったら、距離を置いて待ってる」

　私は七渡君の背中をそっと見守っていく。いつか振り返ってくれる日を夢見て。

「だから、恐がらなくて大丈夫だよ」

　私を見て安心してほしい。背には翼があるんだって思ってほしい。

「七渡君のこと、何でも受け入れるから」

　七渡君に入れてって言うんじゃなくて、おいでって言わなくちゃ。

　そして踏み出してくれた七渡君を両手で抱きしめて、優しく包み込んであげるの。

「それがウチの想いだよ」

　お姉ちゃんが悩んでいた私に、帰巣本能という言葉を教えてくれた。

　鳥は見知らぬ遠く離れた場所で放たれても、本能で巣に帰ることができるんだよって。

　人にも備わっているのか、お酒に酔って意識があやふやになっていても家にちゃんと帰ることができたりするみたいだ。

　七渡君が自分の夢を優先して遠くに行ってしまっても、他の誰かを選んで離れていってしまっても、私の元に戻ってきてくれるかもしれない。

　そのためには、私は七渡君にとって還かえるべき場所にならなきゃいけない。

　七渡君の本能が私の元へと導いてしまうような、そんな存在にならなくちゃ。

　これが、七渡君を諦めきれない私が選んだ答え──




　　　＋七渡＋




　翼と二人でコンビニへ向かっていた。その途中で翼の想おもいを告げられた。

　ずっと味方でいてくれて、どんなことがあっても肯定してくれると。

　そんな天使のような存在が俺の傍にいてくれるみたいだ。

　大おお袈げ裟さに言っていたかもしれないけど、翼なら本気かもしれないと思えてくる。

　翼は俺を監視しているのではなく、見守ってくれていたんだ。俺を追ってくるんじゃなくて、待ってくれている。

　翼の存在を不安に思う気持ちは、心強く思う気持ちに変化していた──

　コンビニからの帰り道、今度は俺から翼に声をかける。

「何で翼は俺のこと、そこまで想ってくれるんだ？」

「ん～だって、七渡君はウチにとって大切な人だから」

「大切な存在でも、普通はそこまで想わないだろ」

「じゃあ、ウチは普通じゃないんだと思う」

　普通じゃないと開き直った翼。きっと翼は普通ではなく特別なのかもしれない。

「俺が何か悪い事しようとしたらどうするんだ？　カンニングとか」

「駄目だよって叱るよ。もうしちゃった後なら、一緒に反省するの」

　百点満点かもしれない答えが返ってきた。

「俺がチャラ男みたいになったら？　大学生になってクラブとか行きまくる系の」

「落ち着くまで待ってる。ずっとチャラ男の人はいないと思うし」

「俺がパティシエになるため、フランスに何年か留学するって言ったら？」

「誰よりも応援する！　ウチはバイト頑張って、年に二回以上は会いに行くよ」

　あまりにも温かい答えが返ってきて、嬉うれしいを通り越して感動すら覚える。

「俺が、えっと、そのー……しばゆーと付き合うことになったら？」

「……全力で応援するよ。大切な人には幸せになってほしいもん、邪魔になったら距離を置いて待ってる」

　麗奈や須々木の顔がちらついたが、口には出せずにしばゆーの名前を出してしまった。

　俺が別の誰かと付き合っても、翼は待っていてくれるみたいだ。

　やっぱりそれは普通じゃない。特別な想いを抱いてくれている。

「心強いな」

「そう言ってくれるとウチも嬉しいよ」

　こんなに優しい人が傍にいたら、誰だって甘えてしまうはずだ。

　この世の中で生きていれば、ストレスも溜たまるし悩みも抱える。俺もその世の中の歯車なわけで、誰かに甘えたくもなる。

「俺が寂しいって言ったら？」

「おいでおいで」

　翼に手招かれたので、試しに踏み込んでみた。

　すると、両手でギュッと抱きしめられて身体がふわっと温かくなった。

「これで寂しくないよね？」

　独りじゃなくて誰かと繋がっているから、寂しいわけがない。

「俺がイライラしてたら？」

「よしよし、いいこいいこ」

　優しく頭を撫なでてくれて、言葉でなだめられる。

　こんなことしてもらえたら、イライラとか飛んでってどうでもよくなるな。

「俺が挫くじけそうになっている時は？」

「がんばれ！　がんばれ！」

　俺に抱き着きながらジャンプをして、エールを送ってくれる翼。

　こんなことされたらめっちゃ頑張れちゃうだろ……胸がめちゃくちゃ当たっている件については、今はおいておこう。

「俺が旅館まで帰れなくなった時は？」

「ウチが連れてってあげる」

　俺の手を取って、先を歩いてくれる翼。

　何度も振り返っては、俺の顔を覗のぞいてくる。その度に微笑ほほえみかけてくれる。

　ヤバい、本当に天使に見えてきた──




「もっと起きてて楽しみたいけど、ちょっと疲れたな～」

　移動の疲れもあり、みんなは旅館の和室の布団で横になってぐったりとしている。

　まだ時刻は二十二時だが、もう既に眠気が襲ってきている。

「あたしも疲れた。昨日の夜は旅行が楽しみ過ぎてあんまり寝れなかったし」

　布団の上でゴロゴロしていたからか、麗奈の浴衣が少し着崩れている。

　おいおい、ちょっとあれはセクシー過ぎやしないか？

　ギャルに浴衣とかなんて贅ぜい沢たくな組み合わせなんだろうか。毛ガニと伊い勢せエビが同時に出てきたみたいな。パンダがイルカショーしてるみたいな。過去と未来が同時に見えちゃうみたいな。そんなレベルの贅沢さだ。
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「おーい、七渡？」

　麗奈はいつの間にか俺の目の前に来て、手を振っていた。

　首元や鎖骨が見え、目下には胸元まで見える。浴衣ギャルは非常に危険だ。

「明日に備えて今日は早めに寝るか」

　早く明かりを消して部屋を真っ暗にし、視界を塞がないといけない。浴衣の女性陣には普段とは異なる変ないやらしさが出ている。

「そだね」

　俺と一樹は部屋の右側で、女性陣は海の景色が見える左側。今までは二間一続きになっていたが、襖ふすまを閉めて仕切りを作る。

　境界を設けているとはいえ、薄い襖の向こうで女の子が寝ていると考えると少し思うことはあるわけで。

「やっぱり旅行の夜は恋バナでしょ」

　目には見えないがしばゆーの声が聞こえてきてしまう。恋バナは定番だが、俺達がいることを忘れてほしくない。

「あたし興味無い。勝手にやってれば」

「じゃあ、柚から時計回りで初めて自分でごにょごにょ……」

「何言ってんのよ！」

「勝手にやればって言ったの麗奈んじゃん！」

　何やら騒いでいる女性陣。はっきりとは聞こえていなかったが、きっと恥ずかしい話をしているのだろう。

「せっかくだし俺達も恋バナするか」

「そうだな。何か話題を出してくれ」

　一樹が話に乗ってくれたので、俺達も恋バナを始める。

「子供の頃はなんとも思っていなかったけど、最近になって女性の脇にエロさを感じるようになったんだ」

「知らねーよ。恋バナなんだから気持ち悪いこと言ってないで恋愛の話をしろ」

　一樹に怒られてしまう。きっと共感できなかったのだろう。

「一樹が年上好きなのは知ってるが、ぶっちゃけ何歳まで許容範囲なんだ？」

「……まぁ、俺にも流石さすがに限度ってものがあんだよ。あまりにも年齢が離れ過ぎても逆に相手に気を使わせ過ぎてしまう。たとえ相手を好きでも自重しなきゃいけない部分があるんだ。だからそうだな……四十歳までが限度だな」

「ちっとも自重してねーじゃねーか!?　高校生で四十歳は限度超えまくってるって！」

「清きよ実みさんが四十歳だから、そこが基準点だろ」

「俺の母親を基準点にすんなボケ」

　一樹と布団の上で取っ組み合いが始まる。こいつは生かしておけない。

「ちょっとあんたらうるさいんだけど」

　麗奈が襖を少し開けて、顔を覗かせながら注意してきた。

「す、すみません」

　結局、一樹に倒されて取っ組み合いは収まった。最近は負けが続くな……

　その後は部屋が静まり返る。みんなは疲れていたこともあって眠りについたのだろう。




「んぅ～」

　上手うまく眠れずに、浅い眠りから目が覚めてしまう。

　家のベッド以外だと慣れなくて快適に寝れないんだよなぁ……

　布団から立ち上がり、和室を出てお手洗いへ向かう。

　歩きながら浴衣の紐ひもを外して、すぐに済ませられるように準備もしつつ。

　お手洗いの扉を開けて素早く用を足そうとしたが、何故なぜか既に電気が点ついていた。

「ちょっ」

　お手洗いには便座に座っている麗奈の姿があった。

　俺も麗奈もまさかの事態に驚いて、硬直してしまう。

　麗奈は浴衣の裾を持ち上げているため、下半身を隠している物が何もない。

　普段は絶対に見えないところが見えてしまっている。

　俺は慌てて扉を閉め、ひとまず深呼吸をした。

　数分後に、トイレを流す音が聞こえて麗奈が下を向きながらお手洗いから出てきた。

「さいあく、さいあく」

「ごめん麗奈。まさかこの時間にお手洗いに入ってたとは」

「いや、あたしの方こそ超ごめん。便座に座ったら鍵閉めてなかったって気づいたんだけど、でももう下着も脱いで浴衣も上げて準備終えちゃってて、こんな深夜だから大丈夫でしょって思っちゃったのが迂う闊かつだった」

　女性が浴衣でお手洗いに行くのは大変のようだ。その事情もあって、閉められたはずの鍵に手が届かなかったみたいだ。

「もう最悪……七渡、あたしのこと嫌になったよね？」

「そんなわけないだろ」

「だって、汚い姿見せちゃったかもしれないし」

「寝ぼけてたこともあって、何が起きたか理解する前に扉閉めてたから大丈夫だよ」

　ショックを受けている麗奈は泣きそうな声で話している。一緒の部屋で寝泊りするとこういうトラブルが起きてしまうのか。

「さて、俺もトイレ……」

「いや、すぐに入んないでよ。においとか気になるし」

　腕を掴つかまれてしまい、麗奈に足止めさせられる。

「どれくらい待てばいい？」

「十分ぐらい」

「おいおい長いな」

　俺を放してくれない麗奈と一緒に三人は並んで座れそうなほどの大きい椅子に座る。

　麗奈は眠いのか、うとうとしながら俺の腕を掴んでいる。

「絶対、十分経たたないと駄目なんだから」

　目を閉じた状態でそう呟つぶやき、隣に座る俺の肩へ頭を乗せてくる。

「でも……廣瀬じゃなくて助かった」

「俺でも恥ずかしいことには変わらんだろ」

「だってね、七渡ならいずれ見られただろうなって開き直れるしさ」

「な、何言ってんだよ」

　寝ぼけているのか大胆なことを言ってしまっている麗奈。その後は何も話すことなく、スヤスヤと眠り始めてしまった。

　しっかりと十分が経ったことを時計で確認し、俺は麗奈の手から抜け出してお手洗いへ入る。

　すると、あの瞬間の光景が脳裏にちらついてしまった。あれはヤバかった。

　お手洗いから出ると、麗奈が無防備な状態で寝ていた。浴衣もはだけてしまっているので、俺は自分が利用していた掛け布団を麗奈に被かぶせてあげようと思った。

　柔らかそうな唇、手に収まらないような大きな胸、意外とこんなに大きいものなのかと衝撃を受けるお尻。

　今なら何をしても気づかれないのではと俺の中のリトルデビルの声が囁ささやいてくる。麗奈なら許してくれるよと俺の中のデビルが親指を立ててくる。今しかねーだろと俺の中のキングデビルが背中を押してくる。いや俺の中に悪魔湧き過ぎだろ、天使どこいった。

「天海っち、何してるの？」

　突如、背中から聞こえたしばゆーの声に、俺は思わず心臓が止まりそうになった。

「いや、その、麗奈がこんなところで寝てたから布団かけてあげようかと」

「そっか……天海っちは優しいもんね」

　俺は麗奈を起こさないように布団を被せて、距離を置く。何故か不気味なほど、俺は汗をかいてしまっていた。

「物音したから目が覚めちゃったよ。お手洗い行くね」

「あっ、においが気になるから十分待ってくれ。さっき入っちゃったから」

「女子かよ!?」

　しばゆーに呆あきれられてから、俺は布団の敷いてある和室へと戻った。

　掛け布団が無くて少し肌寒いが、熱くなってしまった身体からだを冷ますにはちょうどいい。
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　周りのガチャガチャとした物音で目が覚める。

　どうやらもう朝になっていて、みんなが準備を始めているみたいだ。

「おはよ～七渡君」

「おわっ、翼か」

　何故か寝ていた俺の顔をじっくり覗いていた翼。朝から可愛かわいい女の子が目に飛び込んできて、幸せな気分になった。

「寝顔が可愛かったから眺めてた」

「それは恥ずかしいって。きっと情けない面していただろうし」

「久しぶりに七渡君の寝顔が見れて嬉うれしいよ」

　子供の時は何も気にせず翼とお昼寝とかしていたからな。今ではあの頃の純粋な気持ちはなくなってしまったので、何も気にせずにはいられないけど。

「上手く眠れなかったから、まだ眠いな。あと五分寝かせて」

「だめだめ、もう時間無いよ。ギリギリまで寝かせてたんだから」

「あと一分でいい、頼む！　お願いだ！」

　見守ってくれる翼についつい甘えてしまう。

「七渡君、こっちにおいで」

　翼は布団の端に移動して、両手を広げて待っている。ここから起き上がらないと翼の元へは行けない仕様だ。

「ぬぁああ！」

　身体を無理やり起こして翼の前に座ると、広げていた両手で優しく抱きしめてくれた。

「起きれて偉いね。よしよし」

　俺ってこんなに褒められるぐらい偉かったんだ……何だか自信が湧いてくるな。

「じゃあ次は海に向かう準備をしようね」

　翼も準備があるのか、俺を置いて慌ただしく荷物を確認し始めた。

　和室を出ると、一樹が急須でお茶を飲みながら、澄まし顔で英字新聞を読んでいた。

「朝からツッコミどころ満載でうざいな。英字新聞なんて読めるのかよ」

「いや、まったく。単に朝から自分に浸ってるだけだ」

「堂々と答えられると清すが々すがしいな」

　バルコニーではサングラスをかけたしばゆーが洋楽を流しながら海を眺めていた。この部屋で誰が一番浸れるか選手権でも行われているのだろうか……

「あっ七渡、お布団ありがと」

　早めに起きていたのか、既に化粧を終えている麗奈が駆け寄って来た。

「……深夜のことは内緒だからね」

「ちゃんと墓場まで持ってくよ」

　色んな意味で甘酸っぱい思い出となったが、大人になったら俺と麗奈の笑い話の一つにでもなったりするのだろうか。

「翼と柚癒さ、海が思っていたよりも近いから旅館から水着着てく？」

「そだね、向こうで着替えるの手間だし柚は着てこうかな」

「ウチもパーカーあるし、そうする」

　女性陣は旅館から水着を着ていくようだ。部屋で水着姿とか興奮してしまうな。

「今からみんなで水着に着替えるから、絶対に覗のぞかないでよね」

　そう言いながら襖ふすまを閉めた麗奈。覗けば天国みたいな景色を見ることができるのかもしれないが、きっと人生が終わってしまう。

「一樹が覗こうとしても俺は死ぬ気で止めるからな」

「覗くつもりなんて一切ねーよ」

「それでも男かよ」

「何でがっかりしてんだよ。着替えのシーンなんて今の時代、ネットで探せばいくらでも見つかるだろ」

　一樹の言う通り、ネットでどんな場面も見ることができる凄すごい時代になった。今は我慢して、家に帰ったらＪＫ半角スペース着替えで検索しよう。

「一樹は女性陣の水着姿を見て、身体が反応しちゃいそうだなとかいう不安はないのか？」

「中学の時もプールの授業とかあったけど、そんなことになってる奴やつは稀まれだったろ。昨日、夕飯を部屋に運んできてくれた仲居さんには反応しそうになったが」

　確かに授業のプールの時は平気だったから、そこまで心配する必要はなさそうだな。部屋に貼ったグラビアアイドルのポスターで目も慣れさせたし、きっと大丈夫なはずだ。

「てか、あの仲居さん、ただのおばさんだったよな？」

「そんなこと言うなら、みんなだってただの女子高生じゃないか」

「くそっ、俺が間違っているのか？」

　あまりにも一樹が俺は正しい的な感じで話すから、正論を言われている気がしてくる。

「というか、俺達も水着に着替えておこうぜ」

「そうだな」

　女性陣が着替えている間に、俺と一樹も服を脱いで水着に着替える。

「見ろやこれ」

　俺は毎日行っていた筋トレで鍛えた身体を一樹に見せる。

「痩せただけじゃん」

「そ、そうだけど、力入れたら腹筋割れた感じになるから」

　筋肉がつくかつかないかは、体質の問題が大きく影響するみたいだ。悲しいけど、俺の場合はあんまり成果が無かったようだ。

　早くも水着に着替え終えた一樹は、鍛えられた身体をしている。羨ましい……

「お待たせー終わったよ」

　襖を開けて顔を覗かせてきた翼。俺は今まさに水着を穿はいているところだった。

「あっ!?」

　驚きながら慌てて襖を閉めた翼。これは予想外のことが起きてしまった。

「そっちも着替えてるなら、着替えてるって言いなさいよ！」

　襖の向こうから麗奈が翼の代わりに吠ほえている。覗くんじゃなくて覗かれるとは……

「おい一樹、もしかして俺の見られてたか？」

「いや、ギリギリセーフかアウトか微妙なところだったな。襖が開くのと同時に七渡は水着を穿いていたからな」

　はっきりとは見られなかったと思うが、もし目に入ってしまったなら恥ずかしいし申し訳ない気持ちになる。やっぱり共同生活ってハプニングが起こりやすいな。

「もう大丈夫です」

　シャツを着たので声をかけると、麗奈が襖を開けてきた。翼は部屋の奥で顔を真っ赤にさせている。

「ごめん翼、トラブルとはいえ申し訳ない」

「い、いや、一瞬で何がなんだかわかんなかったからたぶん大丈夫だと思う」

　麗奈は水着の上に大きめのシャツを着ており、それが股下まで伸びていて、まるで下を穿いていない状態に見える。人類史上一番エロい格好だろあれ。

　翼は水着の上に薄いパーカーを着ているが、お腹なかまでしかチャックを締めていないため水着を着た胸元が露あらわになってしまっている。パーカーとエロが共存する時代になった。

　しばゆーは水着の上にワンピースを着ており、二人と違って露出は抑えられている。

「早く海行こう！」

　テンションの高いしばゆーがみんなを急せかして、玄関へと向かっていく。

　俺達もつられて慌てて荷物を持ち、みんなで部屋の外へ出た。

「やべ、スマホ忘れた」

　俺はサンダルを脱いでもう一度部屋に戻る。

「あっ、七渡君ウチの鞄かばんからお財布も取って。手前の袋に入っとる」

「ほーい」

　忘れていたスマホをシャツのポケットに入れ、翼の財布を探す。

　手前の袋の中に手を入れると、布状の物が出てきた。

　あれ？　これパンツじゃんか！　翼はパンツを財布代わりにしているというのか!?
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「手前の袋というかチャックだった、ごめん七渡君」

　鞄の表面にあるチャックを開けると翼の財布が入っていた。翼さん、その言い間違いは致命的だぜ。脱ぎたてだったこともあって、ちょっとパンツが温かかった。




　みんなで海水浴場へと向かい、広大な海を間近に眺める。

　裸足はだしになって砂浜へ足を踏み入れると温かい砂が足を包み、久しぶりに地に足が着いた感じがした。

　砂浜にブルーシートを敷いて、みんなは上着を脱ぎ始める。

　ビキニ姿になった麗奈。紐ひも状の際どい水着であり、二秒に一回はチラ見してしまう。

　規格外の大きい胸は言わずもがな、むっちりとした太ももに掴つかみたくなるような大きなお尻。男の夢とか希望を詰め込んだかのような至高のボディーだ。

「よいしょ」

　麗奈は腕を伸ばしてストレッチを始める。最近はまっている脇も大胆に見えてしまい、頭がおかしくなってしまいそうになる。んじゃんかぶじょんろじゃんばらや。

「ちょっと七渡、見てくれるのは嬉しいけど、見られ過ぎるのは恥ずかしいんだけど」

「じょめん」

　頭がおかしくなっていたので、急に話しかけられて言葉が上手うまく出なかった。

「それで、感想は？」

「凄過ぎる」

「ふん、まっ当然よね。自信あったし」

　俺の前で堂々としている麗奈。周りもみんな水着姿でいる海へ来たことで、恥ずかしさが薄れているようだ。

　一樹が学校のプールの授業でも大丈夫なんだからと言っていたが、スク水とビキニではレベルが違い過ぎる。俺は恥ずかしいことになりそうだったので慌てて砂浜に寝転んだ。

「七渡君、ウチの似合ってるかな？」

　藍色の水着を着ている翼が、俺の真上に立っている。翼もビキニだが、麗奈よりは露出は控え目だ。それでも大胆なことには変わりないので、目のやり場に困ってしまう。

　それにしても下から水着姿を見上げる構図はヤバいだろ。胸って下から見上げるだけでこんなにも見え方が違うのか。

　それに水着のパンツも下から見ると、見え方が全然違うぞ。普通に見たら三角ベースのようなありきたりの形なのだが、下から見るとまるで下弦の月のように美しい。そのまま俺を押しつぶして窒息死させられても、悪くない人生だったと思えるレベルだ。

　この前見た映画で、打ち上げ花火を下から見るか横から見るかとかいう選択を迫られる系のタイトルのものがあったな。少なくとも水着姿は下から見た方が良いよと、俺は声を大にして言いたい。

「七渡君、起きてよ」

「いや、砂浜が温かくて気持ち良いからさ」

　翼はしゃがんで俺の顔を覗いてくる。水着の状態で目の前にしゃがまれると、それはそれで危険な光景が広がってしまう。

　夏の熱さで肌に浮かんだ汗。風に運ばれた砂を微かすかに肌に纏まとっている。

　そして、しゃがんだ足のせいで少し膨れてしまっている水着のパンツが、何とも言えない刺激を与えてくる。

　俺はもう砂浜にうつ伏せになるしかなかった。興奮してしまった身体からだを収めるまでは砂浜に擬態してやり過ごそう。

「あれー天海っちどこ～？」

　白々しい声をあげながら、俺を椅子にして座る水着姿のしばゆー。

　うつ伏せになっているのでしばゆーの姿は見えないが、水着姿で座られているのでお尻が当たっている感覚が直に伝わる。お願いだからこれ以上俺に刺激を与えないでくれ。

「助けてくれ一樹～」

　一樹がやれやれと俺の近くにやって来たので救いを求める。男の一樹なら俺の状況を察してくれるはずだ。

「俺のすね毛でも見てろ」

「助かる。めっちゃ萎えてくわ」

　うつ伏せになりながら一樹のすね毛を見て落ち着きを取り戻す。まさかこんな回復方法があったとはな。

　しばゆーは翼と一緒に浮き輪を膨らませていて、一樹は飲み物を買いに向かった。

　麗奈は立ち上がった俺を見て、こちらに向かって歩いてきた。

　その立ち姿はモデルのようで、すれ違う他の海水浴客からも見られている。

「七渡さ、日焼け止め塗ってくれない？」

　日焼け止めクリームを持ってきて、俺に塗ってとお願いしてくる麗奈。

「いや、むしろギャルなら日焼けした方がいいだろ」

「う～ん、でも海で焼くと水着のところだけ日焼けしなくて、胸だけ白いままになっちゃうじゃん」

　軽く想像してみたがエロ過ぎたので、頭の中で慌ててモザイクをかけた。

「それに、あたしあんまり肌強くないからさ」

「じゃあ、日焼けサロンでやんわりじっくりって感じか」

「いや、日サロでも肌が焼けるってよりかは赤くなっちゃうかも」

「最近はクリームとかもあって、それで焼けた身体に見せることもできるぞ。日サロ通っているギャルも顔は焼かないでクリームで済ましている人も多いみたいだしな」

「どんだけ日焼けにこだわんの!?　それにギャル事情に無駄に詳し過ぎでしょ！」

　麗奈に砂のついた生足で軽く蹴られてしまう。

「それで、日焼け止め塗ってくれないの？」

「いやっ、むりむりむり」

「どうして？　ショックなんだけど」

「男の俺が塗ったらヤバいだろ。翼かしばゆーに頼めって」

　ただでさえさっきは大変なことになってしまった。日焼け止めなんか塗ったら、下手したら下手するぞ。

「何がヤバいの？」

「みんなの水着姿でドキドキしてるってのに、さらに触れるとかは流石さすがに厳しいって。恥ずかしいの限界を超えてしまう」

「そっか。ヤバ過ぎて頭おかしくなっちゃうんだね」

「そういうこと」

　なんとか麗奈は納得してくれたみたいだ。無理強いをしてこなくて助かった。

「じゃあ、あたしが七渡に塗ってあげるね。それならいいでしょ？」

「それならまぁ……」

　麗奈は手のひらにクリームを出して、俺の背中に触れてくる。

「冷たっ」

　ひんやりとしたクリームを優しく塗ってくれる。これはこれで刺激があるな。普段は触られないところを女の子に触ってもらっている状況だし。

「えいっ」

「ちょ、くすぐったいって」

　麗奈は両脇に手を入れてきたので、俺は慌てて一歩前に出た。

「七渡って、くすぐり弱いんだ」

「そうだな。足裏とか駄目なタイプだ」

「ふーん……でも、弱点は隠しておかないと駄目だよ」

　悪戯いたずらな笑みを浮かべている麗奈。どうやら俺は余計なことを口走ってしまったようだ。

　その後麗奈は翼と日焼け止めを塗り合って、海へ入る準備が整っていく。

「天海っち、かけあいっこしよ。海といったらかけあいっこでしょ」

「いいぜ、容赦しないからな」

　しばゆーから挑戦状を叩たたきつけられた。受けて立とうじゃないか。

「ふええ～行くよーん……おらぁ！」

「ぶはっ!?　砂かけんなよ、水かけろよ！」

　しばゆーがいきなり砂をかけてきたので咽むせる。普通は海水をかけ合うのが定番だろ。

「ざまぁ～」

　俺を煽あおりながら海へと入っていったしばゆー。俺もしばゆーを追いかけながら海へと勢いよく入った。

　俺達につられて麗奈や翼も走って海に入り、最後に一樹がゆっくりと海へ入った。

「波に揺られて気持ち良いー」

　浮き輪に乗ってくつろいでいるしばゆー。

「海とか十年ぶりだなぁ～」

　久しぶりの海を泳いで、感動したような声をあげている麗奈。

　そんな中、翼が膝が浸つかるぐらいの場所で立ち止まっている。何かあったのかもしれないので、慌てて駆け寄った。

「翼、大丈夫か？」

「あっと、その……うん」

「もしかして、まだ泳げないのか？」

　子供の頃に翼が泳げなかったことを思い出し、それが原因かもと聞いてみた。

　俺の想像は正解だったのか、翼は顔を真っ赤にしている。

「そ、そうなの。ごめんね、みんなで海を楽しもうって時に」

「別に、翼は何も悪くないよ」

　泳げないことに後ろめたさを感じていたのか、申し訳なさそうにしている。

「俺をビート板だと思って、両肩を掴んでくれ」

「いいの？　子供みたいだなって思わない？」

「大丈夫だよ。それに、大人になっても誰だって支えは必要だしな」

　翼は俺の両肩を掴んでくれたので、翼を引き連れてみんなの元へゆっくり泳いでいく。

「ご、ごめん、波が強くて」

　波に恐怖を感じたのか、翼は慌てて俺の背中に抱き着いてくる。

「まぁこっちの方が安全かもな」

　翼の胸が薄い水着を一枚挟んで当たっている。でも大丈夫、身体は海の中だからどんな刺激があったって隠す必要はないのだから。

「ありがとう七渡君。一緒だと凄すごく安心する」

「おう。陸に上がりたくなったらいつでも言ってくれよ」

　翼を背負いながら、海を泳ぐ。ただそれだけなのに、心の底から楽しいなって思える。

「ちょっと二人で何してんのさ」

　しばゆーが俺達を見て、抗議の目を向けてくる。

「翼が泳げないんだって」

「そ、それなら、柚の浮き輪貸すって」

　しばゆーは海に潜り、俺に浮き輪を渡してくる。

「七渡君、ウチは浮き輪に掴まってるから泳いでていいよ」

「わかった。陸に戻りたくなったら、浮き輪ごと押しながら俺が泳ぐからさ」

「うん。七渡君のこととか見てて楽しんでるね」

　翼は浮き輪を掴んで浮かび始めたので、俺は潜って魚でも見つけよう。

　一樹としばゆーは遊泳区域のギリギリまで泳いでいる。麗奈は何故なぜか顔をしかめながら俺の元へ泳いできている。

「ごめん七渡、はしゃぎ過ぎて足つりそう」

　横から俺に抱き着いてきた麗奈。大きな胸が俺の左腕を挟んでいる。

　だが、海での俺は無敵だからな。どんな刺激もどんとこいや。

「大丈夫か？　キツそうだったら陸まで運ぶけど」

「ちょっと休めば平気だと思う」

「なら安心だけど」

　俺は麗奈を引き連れながら、翼の掴んでいる浮き輪へと運ぶ。

「俺はお魚探すから、ここで休んでてくれ」

「うん。ありがと」

　翼と麗奈は浮き輪に両腕を乗せて、向かい合いながら楽しそうに話し始めた。

　麗奈がいるなら翼を見ていなくても安心だな。これで集中して潜ることができる。

　しかし、何度潜水しても魚は見つからなかった。クラゲが一匹いたくらいだ。やはり遊泳区域には魚がいないのかもしれない。

　俺はめげずに魚がいないか眺めていたが、苦しくなって浮かび上がり、水中から顔を出した。

　すると、頭が柔らかい感触に包まれ、視界の半分が肌色になる。

「あっ、七渡君」

　翼の声が聞こえる。どうやら俺は翼と麗奈が腕を乗っけている浮き輪の円の中に、顔を出してしまったみたいだ。

　二人は間近で向き合って話していたので、その二人の胸の間に顔が挟まれた。

「ちょっと七渡、何してんのよっ!?」

　麗奈が慌てて動き始めたが、逆に胸が大きく揺れて刺激を与えられてしまう。

「麗奈ちゃん揺らさないで～」

　泳げない翼は麗奈が揺らす浮き輪を恐こわがって、麗奈と同様に慌ててしまう。

　双方の胸に弾はじかれてピンボールみたいに動く俺の顔。これはもうラッキースケベなんてレベルじゃない。ただの天国。

「でふとこまちがえふぁ」

　両胸に挟まれているので上手うまく話せず、俺は逃げるようにもう一度潜水した。

　これは一生忘れられない夏になってしまったな──




　　　∞麗奈∞




　海で飽きるくらい泳ぎ、砂浜ではビーチボールを使って遊んだ。

　遊び疲れたみんなは海の家で遅めの昼食を食べ終え、ぐったりとしている。

　あたしの水着姿がお気に召したのか、七渡はあたしを見ては顔を赤くしていた。

　友達よりも女性として意識しているのが伝わってきて嬉うれしかったし、釘くぎ付づけになっていたのでもっと好きになってくれたかもしれない。

　このままもう一押しできれば、七渡もあたしを求めてくれるかも。

　でも、自分の思いだけを押しつけていては七渡を困らせちゃうから、無理やり距離を詰めたりはできない。むしろ七渡があたしに距離を詰めてくれるぐらいじゃないとね。

「あっ、あたしこの海岸の端にあるお店に、事前に調べた欲しいお土産あるんだよね。今の内に買いに行ってくる」

　あたしは立ち上がると、翼は任せてという自信たっぷりな目を向けてきた。

「麗奈ちゃん一人で行ったらナンパされちゃうかもだよ。七渡君ついてってあげたら？」

　翼は旅行前に話し合って計画した通り、あたしと七渡を二人きりにさせようとしてくれる。本当は昨日があたしで今日が翼だったけど、翼のお願いで逆になった。

　昨日も気になったけど、翼の演技が大根役者過ぎて笑いを堪こらえるのが大変だ。頑張ってくれる気持ちは嬉しいけど、もっと力を抜いてもいいのに。

「わ、わかった。麗奈、俺も行くよ」

「ありがと七渡」

　翼の不自然な挙動を変に思ったらしい七渡だったけど、ちゃんとあたしと一緒にいてくれるみたいだ。

「俺も行こうか？」

　あたしの時に限って何故か廣瀬も名乗り出てしまう。シットダウン！

「廣瀬君はウチ達を守って！」

　翼が廣瀬を半ば強引に引き留めてくれたので、なんとか七渡と二人きりになれた。後で翼にはちゃんと頑張ってくれたお礼を言っておこう。

　七渡と砂浜を並んで歩く。旅行が始まるまでは二人きりの時に何を話そうかとか、何をしようかとかいっぱい考えていたけど、いざその場面が訪れると上手く頭が回らない。

「旅行、楽しいか？」

「うん。昨日も今日も最高だよ」

「ならよかったよ。麗奈とは去年からの付き合いだけど、中三の時は受験勉強に集中していたこともあって、どこかへ遊びに行ったりできなかったしな。だから高校生になったらいっぱい遊びたいって話だったし」

「そうそう。今って、あの時に思い描いていた通りになってるよね」

　元々は七渡と付き合いたいって気持ちよりかは、いっぱい遊びたい気持ちが強かった。

　いっぱい遊んで、付き合うような雰囲気になって、自然に恋人になっていくと思っていた。でも、翼が出てきて七渡との恋路を急いでしまい、今は元カノも顔を出している。

　全てが思い通りに進むわけがないって思っていたけどさ、ここまでとはねぇ……

「去年の夏は麗奈が気分だけでもって、水着の自撮り写真を送ってくれた時あったよな」

「うわ、懐かしい。夏休みだけど受験勉強ばっかで、気分転換に水着になってついでに七渡にも見せたんだった」

「だからさ、今年は麗奈とどうしても海かプールに行きたかったんだよ」

　七渡ってば、あたしのことちゃんと考えてくれてんだ。それが知れてただただ嬉しい。

「あたしのこと考えてくれてありがとう」

「当たり前だろ。大切な親友なんだし」

「今年の写真はいる？」

「今年は生で見れたから別に十枚ぐらいでいいよ」

「それでも欲しいのね。しょうがないな～」

　七渡から求められるのは嬉しい。もっと求めてくれてもいいんだよ。

「夏祭りも行きたいし、花火大会とかも見たい」

「いいよ。みんなと一緒に行こうぜ」

　二人きりじゃなくても、一緒に行けないよりかは遥はるかに幸せだもん。

「秋はハロウィンを楽しみたい。冬はスキーとか行きたい」

「全部楽しむしかないよな」

「うん。一緒に楽しみたい」

　七渡と楽しく一緒にいられるのなら、今は付き合えなくてもいいの。

　もし七渡が翼と付き合うことになっても、あたしが離れなければ一緒にいられるはず。

　やっぱり一番恐いのはあの元カノだ。あいつと七渡が付き合うことになれば、あたし達からちょっかい出されないようにと、七渡を強く束縛するかもしれない。

　その結末だけは絶対に避けなきゃ。考えただけでも胸が苦しくなっちゃうし。

　意外と距離があったお土産屋さん。ネットで地図を見た限りは近そうだったのに、実際に歩いてみたら十分ほどかかってしまった。

　お母さんへのお土産を買い、三分ほどで店を出た。なんだか気持ちに余裕がなくて、目的の物を探すことしかできなかった。

　何か七渡と特別な思い出を残したい。この二人きりの時間でどうにか七渡にもっと歩み寄ってもらいたい。そんな焦りがあたしから冷静さを奪っていく。

　翼は七渡と二人きりの時間で何かが上手く行ったのか、昨日の夜からずっと嬉しそうにしていた。あたしもこの時間をプラスにしたいのに……

　でも、もう帰り道だ。焦って無理やり七渡との距離を詰めようとしても、また七渡を困らせる。あたしはどうすればいいんだろう。何をすれば好きになってもらえるの？

　このまま何も起きずに、この時間が苦い思い出に変わっちゃいそう──

「あっ」

　考え事で頭がぐるぐるしていたからか、砂浜に躓つまずいてバランスを崩した。

　でも、七渡が腕を掴つかんで支えてくれた。慌てて強く掴んでくれたから、七渡の男らしさというか力強さが伝わってきた。

「大丈夫か？」

「……あっ、うん、大丈夫」

　ボーっとしていて躓くとかダサいなあたし。これじゃあ翼の鈍くさいとこ馬鹿にできないじゃん。

「ちょっと休んでいくか」

「何で？　大丈夫だって言ってるじゃん」

「麗奈のことずっと見てきたから、大丈夫じゃなさそうなのは顔見ればわかる」

　七渡に言われて、足が重いことやちょっとくらくらしていたことに気づいた。

　あたしよりもあたしのことをわかってくれるなんて、嬉し過ぎるでしょ……

「はしゃぎ過ぎたから疲れているんだよ。お土産屋さんも遠かったし」

「そ、そうかも」

　砂浜に座ると心が落ち着いて、変な焦りが抜けていってくれた。

　今なら話したかったこと、ちゃんと話せるかも。頑張れあたし。

「あ、あたしね、七渡に謝りたいことがあって」

　隣に座ってくれた七渡へ話しかける。真横にいるから顔を見ずに平静に話せる。

「最近、高校生活も落ち着いて冷静になれたから、自分がちょっと七渡に固執し過ぎていたなって気づけたの。高校生になってから、七渡にいっぱい迷惑かけてた」

　翼と張り合ってムキになって、生き急いでいた。慣れないこと沢山しちゃって失敗したり、逆に七渡を追いこんで不安にさせちゃってた。

「今までとは違う環境になって、翼や柚癒と新しく友達になって、変な不安が沢山あって、それで自分が安心したいがために周りのこととか考えずに我わが儘ままいっぱい言ってた」

　本当は七渡へじっくり歩み寄って、思い出を重ねていってゆっくり仲良くなっていけたらなって考えてたのに。

　七渡を取られたくないからって、自分のこと押しつけてばっかだったなぁ……

「だから、ごめんと思って」

「環境が変わったら、誰だってちょっとは不安定になるもんだろ。謝ることじゃないよ」

「許してくれてありがとう」

　七渡が優しくなかったら、うざいとか鬱陶しいとか言われて嫌われてたのかな？

　いや、そんな仮定は意味無いか。だって七渡が優しいことはもう確信してたし。

　でも、確信してたからこそ、七渡はあたしを無下に扱ったりしないから大丈夫だって、堂々と七渡の隣で状況を見守っていられてたらなって後悔しちゃう。

　何も慌てずムキになったりしないで、翼を突き放すどころかむしろ優しく受け入れて、七渡を安心させてあげたかったなぁ……

　それができていたら、七渡はあたしのこともっと信用して好きになっていてくれたのかも。あたしを不安材料じゃなくて、頼れる存在として見てくれたかもしれないのに。

「むしろ幼おさな馴な染じみの翼と再会して、しばゆーとも友達になって、アルバイトも始めて、色んな変化があったのに変わらず傍そばにいてくれて、俺からは感謝しかないよ。麗奈が離れて行くどころか、傍にいさせろって感じだったから安心もできてたし」

「七渡……」

　欲しい言葉を聞かせてくれる七渡。もう大好きな気持ちは振り切れているのに、もっと好きになっちゃうっての。

「思ったより時間無いな。そろそろ行かないと」

　立ち上がった七渡を見て、あたしも立ち上がろうとしたけど身体からだがついてこなかった。

「中途半端に休憩したからか、身体が重くて動けなくなった」

「なら、おんぶしてやろうか？」

　あたしの前にしゃがみ込んで、大きな背中を見せてくれる七渡。

「いいの？」

「水着姿だから恥ずかしいけど、友達が歩けなくて困っているならそうするしかない」

「……じゃあ、お言葉に甘えちゃおうかな」

　七渡の背中に抱き着く。めっちゃ温かいし、ところどころゴツゴツとしていて逞たくましさを感じる。これは想像以上にヤバい、身体が疼うずいちゃうというかなんというか……

　七渡はあたしの両足を持って、立ち上がってくれる。

　普段とは異なる、ちょっと高めの視界。七渡と密着しているという、いつも夢見ていた何よりも近い距離。

「重くない？」

「想像よりも軽いな」

「ならよかった」

　普段からダイエットしていたのが功を奏した。重いと思われたら嫌だし。

　あたしを背負いながら波打ち際を歩く七渡。胸がべったりと七渡に当たっていて、思わずこぼれた熱い吐息が七渡の首元へかかってしまった。

「初おんぶだけど、何も問題無い？」

「問題はめっちゃある」

　顔を真っ赤にしている七渡。ほぼ裸の状態で密着してるからあたしの身体に大問題が起きていたけど、七渡もそれは変わらないみたいだ。

「その問題は解決できそう？」

「海水浴場に紛れ込んだサメに俺の股間を食いちぎられる光景を想像して、ガン萎えさせてるところだ」

「平常心どころか真っ青になってってる!?」

　相変わらずアホなことを考えている七渡。おかげであたしも少し心が落ち着いた。

　少し日が傾いてきた海。七渡の背中から眺める海の景色は、なんだか一人で見るよりも七倍くらい綺き麗れいに見える。

　最高の夏の思い出ができた。そう思うと緊張の糸が切れて、安心感が芽生えた。

　七渡の首を枕にして寝るように寄りかかる。もう密着しているんだから、さらに密着しようが問題は無いよね。

「あたし、七渡とずっと友達でいる」

　恋人になったら別れが来て離れ離れになるかもしれない。それなら、友達のままでずっと一緒にいる方が幸せだ。そう考えたら、自然とずっと友達でいると口にしていた。

「そう言ってくれるのは嬉うれしいけどさ、ずっととか永遠とか保証の無い事はあんまり言わない方が良いぞ」

「……七渡が離れて行かない限りはずっとだし」

「俺が麗奈に酷ひどい事とかしたら、麗奈から離れて行くだろ？」

「そんなことない。七渡なら許してあげる」

　色々頭の中で考えてみたけど、別に七渡になら何されても許すことができそう。

「約束を寝過ごしてドタキャンしたりしたら？」

「許す。怒るかもしれないけど、嫌いになったりはしない」

　今まで七渡から貰もらってきた恩を考えると、失敗も何だって受け止められる。

「テスト勉強とか放り投げて、遊んでばかりで赤点しか取ってなかったら？」

「許す。あたしも勉強止やめて、七渡と一緒に遊ぶ。まぁあたしは学校の授業だけ聞いても赤点は回避できそうだけど」

　七渡が勉強嫌になっちゃったら、無理強いせずに温かく見守る。別に辛つらいことから逃げてもいいと思うし、あたしも七渡に合わせる。

「うーん……麗奈の財布からこっそり千円札を取ったりしたら？」

　あたしが怒りそうな出来事を無理やり捻ひねり出してくる七渡。

「許す。それで美味おいしいもの食べな」

「それは怒れよ」

「七渡限定ね。他の人間だったら問答無用で警察に通報する」

　そんなこと七渡は絶対にしないだろうけど、別に大丈夫なレベルだ。七渡にいくらお金貢いでもあたしは後悔しないと思う。

「ＳＮＳとか使ってめっちゃ出会いを求めて女の子遊びとかし始めたら？」

「許す……けど、そんなことで釣れるようなしょうもない女と何かするくらいなら、あたしで良くない？」

　許すけど、めっちゃ嫌だ。七渡ってそういうことするの苦手そうだから、あんまり想像できないけどさ。

「誰でも良いから付き合いてー女の子とイチャイチャして～とか言ってる男子とか、俺達のクラスに何人かいただろ」

「七渡がそういうこと思ったらあたしで満たせばいいじゃん」

　あたしだって七渡とキスとかしたいし、無限にイチャイチャしていたいっての。

「それは許し過ぎだろ」

「我慢できなくなったら、全部受け止めてあげるから」

「いやいや、友達だからそういうのは駄目だろ」

「そういう友達でもあたしはいいと思ってるよ」

　一緒に仲良く遊べて、都合良く男女の関係でもいられる。そんな関係はあたしにとってもはや理想に近い。大人になるとそういう友達関係も多いって聞くしさ。

　友達のままだったら振られるとかもないし、七渡に恋人ができてもあたし達は友達だからって一緒にいられるじゃん。

「そういう考え方はちょっと良くないと思うぞ。よくわからない男に利用されたりするかもしれない」

「だから七渡限定だって。七渡とならってこと」

　七渡が今、何を考えているのかはわからないけど顔を赤くしている。

　それ以降は口数も減ってしまい、黙って二人で歩く時間が増えてしまった。

　でも、さっきから何言ってんだろあたし……

　七渡のこと好き過ぎて、空回りしちゃってる。もうどうにでもなれって、開き直っちゃったのかも。あたしって七渡の悪友になりたいのかな？

　悪い女友達。二人でいけないことばっか……って、何考えてんだあたし。

　これはあれだ、全部夏のせいだ──




　　　　▲




　旅館へ戻り、海に浸つかった身体を温泉で綺麗にした。

　一階にあるレストランで夕食を食べ、その後はお部屋でまったりタイム。

　廣瀬と柚癒はコンビニへ出かけたので、この部屋にはあたしと翼と七渡だけになった。

　この状況はあたしと翼が作り上げたものであり、最後に残された計画を実行するためのものだ。最後の計画はちょっと大胆なこともあり、あたしは緊張しながら立ち上がった。

「七渡はもう帰るまで温泉に入らないの？」

「そうだなぁ、ちょっともったいないからあと一回ぐらいは入りたい気もするけど」

「せっかくなら、部屋にある露天風呂に入れば？」

「えっ、だってけっこう部屋から見えちゃうだろ」

　翼もあたしを見て立ち上がり、七渡の元へ一歩踏み込む。

「ウチと麗奈ちゃんは和室にいるようにするから、せっかくだから入りなよ」

「いや、そうは言ってもな……」

　翼が七渡の背中を押してくれるけど、それでもあまり乗り気になってくれない。何でこんな時に限ってリスクマネジメントがしっかりしてんのよ。

「そうだ、冷蔵庫に入ってたコーラ飲んでいい？」

「いいけど、麗奈がコーラを飲むなんて珍しいな」

「年に三回くらい炭酸が飲みたい気分になんの」

　ちょっと無理やりな方法だけど、もうこれしか手が無い。

　冷蔵庫から取り出したペットボトルのコーラ。七渡から見られないように気をつけながら高速でシコシコとコーラを上下に振りまくる。

　すっぽ抜けないように先端をがっちりと握って全力で上下に振る。勢いよく噴出させるためには、いっぱい動かしてたくさん刺激を与えないとね。

「はぁ……はぁ……」

　全力でコーラを振り終えた。息も切れて、ちょっと汗もかいてしまった。

「ごめん七渡、これぜんぜん蓋が開かないから開けて」

「任せろ」

　七渡にコーラを渡すと、得意気に蓋を開けてくれた。

「うわぁっ」

　あたしが全力で振ったコーラは勢いよくこぼれ、七渡の腕や胸元にかかってしまった。

　ごめんね七渡……このお詫わびはいつか絶対にするから。

「麗奈、振ったりしてないよな？」

「あ、あの、その～」

　やばっ、疑われてる。明らかに不自然な勢いだったし、やり過ぎちゃったかも。

「さっきウチがうっかり落としちゃったからだと思う。ごめんね七渡君」

「そっか、なら仕方ないな」

　翼がフォローしてくれた。まさに協力プレイだ。

「濡ぬれた床とか拭いておくし、服も染みにならないように洗っておくから七渡君は部屋の露天風呂に入りなよ。身体がべたついちゃうと思うし、早く早く」

「そうだな。助かるよ」

　七渡を無事に部屋に備えられている露天風呂へ誘導することができた。

　ここまでは全てが上手うまく行った。あと必要なのはあたし達の勇気だけ。

「やった！　上手くいったね」

　翼があたしの元へ来てはしゃいでいる。翼は何も不安を抱えていないみたいだ。

　成功した。いや、成功してしまったと言うべきかもしれない。

　舞台は整ったというのに、あたしは躊ちゆう躇ちよしている。旅行前はノリノリだったけど今はビビっちゃってる。

「翼……本気でやんの？」

「うん、麗奈ちゃんと一緒に決めたんだもん」

　七渡と一緒に露天風呂へ入る。二人で話していた時は簡単に言ってたけど、実際に行動に移すのは難し過ぎる。やっぱり、ヤバ過ぎでしょこれは……

「めっちゃ恥ずかしくなってきたんだけど。翼は平気なの？」

「ウチは子供の時に何度も一緒に入ってたから、そこまでかな」

　翼は恥じらいよりも、七渡とまた一緒に入りたい気持ちが強いみたいだ。

「それに、麗奈ちゃんもいるから友達感覚で入れそう」

　あたしが離脱すれば翼と七渡が二人きりで入っちゃうだろうし、あたしだけ逃げるという選択肢は無いんだ。もう入るしかない。

「男友達と一緒にお風呂入ったりしなくない？」

「友達以上、恋人未満の存在だもん。親友ならそういうことも大丈夫なはずだよ」

　翼が服を脱ぎ始めたので、あたしも上着を脱ぎ始める。

「部屋の露天風呂ならタオル巻いてても入れるし、もう今日は水着姿も見せちゃったから大丈夫だよ」

「そ、そうだよね。もうこっちは水着姿になってんだ」

　そうは言ったものの下着が脱げそうにない。無防備な裸は水着姿よりも何倍も恥ずかしいし、比にならないくらい勇気がいる。

「麗奈ちゃん、覚悟決めた？」

「……うわぁん、やっぱり無理かも」

「じゃあ、一旦心を落ち着かせるためにコーラでも飲みなよ」

　翼が先ほど七渡が開けたコーラを渡してくる。

「いただきます」

「麗奈ちゃん、ごめん」

「えっ!?」

　コーラに口を付けようとした瞬間に、翼があたしの身体からだに手を伸ばしてきた。

「あんぅ」

　翼に勢いよく胸を揉もまれてしまった。その刺激と衝撃で手が滑り、口に流し込もうとしたコーラが身体にかかってしまう。

「も～何すんのよ」

　濡れた胸元を見ると、谷間にコーラが溜たまっている。ありゃりゃ、もったいないから誰か飲んでくれないかな。

「これで入るしかなくなったね。身体もベタベタになっちゃったし」

「七渡へ悪戯いたずらしてしまった罰が当たったってことか」

　濡れた下着を脱いで、翼の前で裸になる。翼が強引な手を使ってくれたおかげで、服を脱がなきゃいけない理由を貰もらえた。

「おしっ、覚悟決めた。やってやるし」

「その意気だよ麗奈ちゃん。普通の思い出じゃなくて、特別な思い出を作らなきゃ」

「そうだね、あたし達は七渡にとって特別にならないと」

　翼と手を繋つないで七渡が入っている露天風呂へと向かった。

　初めて感じる異様なドキドキ、ちょっと癖になりそう──




　　　＋七渡＋




「ふぅ～」

　部屋に備えられている露天風呂に浸かり、海を眺めながら大きな溜ため息いきをついた。

　部屋にも温泉があるなんて優雅だよなぁ……

　一応、うっかり覗のぞかれてしまわないようにタオルを腰に巻いて入ってはいるが、麗奈や翼が窓から顔を出すことはなさそうだ。

　せっかくだから一緒に……なんてことも思ったけど、それは妄想の中だけで楽しもう。

「失礼しまーす」

　麗奈の声が聞こえたので振り返ると、翼と麗奈が手を繋いで浴場へと入ってきた。

　二人ともバスタオル姿で、露天風呂へ入る気満々のようだ。

「ウチらも露天風呂へ入りに来たよ。麗奈ちゃんがコーラこぼしちゃったから」

「そっか、それは入らないとな」

「そうだよ。隣失礼しまーす」

　俺の右手側には麗奈が座り、左手側には翼が座る。部屋の露天風呂はそこまで大きくないので肩が触れ合うような近さだ。

「うーん、良い湯だねぇ」

「普通に快適じゃんね」

　露天風呂を堪能している二人。いや、やっぱりこれはおかしいよな？　現実だよな？

「って、何で入ってきてんだよ!?」

「反応遅っ」

「いや、だって二人とも何の疑いもなく堂々と入ってくるから、派手に騒ぐと俺がおかしいみたいな空気になってたんだよ！」

　二人は迷いなく覚悟を決めた目をしている。あたふたしている俺とは異なり、ゆったりと落ち着いている。

「別に何も変じゃないよ。ここは部屋の露天風呂だから混浴扱いだもん」

「翼の言う通り。大浴場じゃ男女別々に入らなきゃいけないけど、部屋のは男女でも一緒に入れるようにって用意されているんでしょ？　むしろ正しい使い方だよ」

　二人とも正論を言っている。やっぱり俺が間違っているのか……

「あたし達、親友だからさ。普通の友達じゃできない特別なこともできるの」

「そうだよ。ウチらには強い信頼関係があるから」

　横目に見える麗奈の大きな谷間。わざとなのか俺の足に重ねてくる翼の太もも。

　麗奈の濡れた長い髪が俺の右肩に纏まとわりついていて、翼の温かい吐息が左肩にかかっている。

　俺はもう何も考えないようにして、海に浮かぶ月を見た。

「……二人ともありがとう」

「どうしたの急に？」

「なんか今、特別な時間を過ごしているって感じがする」

　何が起こっているのかは、しばらく経たった後に実感することだろう。

　今は黙って受け入れて、この特別な時間を堪能した方がいい。

「わかるそれ。あたしも同じ気持ち」

「ウチも同じ。こんな時間、普通の人には味わえないもん」

　二人も特別を感じているみたいだ。これは普通じゃない、俺達は普通じゃないんだ。

「でも、廣瀬君や柚癒ちゃんには内緒にしないと」

「そうだよな」

「三人だけの秘密だね」

　今まで二人だけの秘密はあったけど、三人だけの秘密は初めてできたな。

　いつ二人が戻ってくるかもわからないので、特別な時間はあまり長くは続かなかった。

　それからの時間は上の空となってしまい、気づいたら帰りの電車に乗っていた。

　俺達の特別な旅行は終わってしまったが、まだ夏休みは終わらない──







第５章　ミッドナイト




　今日のアルバイトでは久しぶりに須す々す木きと顔を合わせる。

　俺はみんなとの旅行のためにシフトへ休みを入れていて、その後で俺と入れ替わるように須々木も一週間ほど旅行で抜けるとシフトへ休みを入れていた。

　そのため須々木と会うのは十日ぶりだ。昨日も一昨日おとといも別の人とペアになって仕事をしていたが、変に疲れたし仕事もやり辛づらかった。

「おはよう」

　須々木が荷物を持って店へ入ってきた。今までと何も変わらず、特別なことはない。

「久しぶりだな」

「そうね」

　もう少し何か言ってくれるかと思っていたが、いつも通り素っ気ない様子だ。

「十日ぶりだぞ」

「……会えなくて寂しかったの？」

「い、いや、その別に」

　変なことを聞いてくる須々木。気まずいので買っておいたお土産でも渡すとしよう。

　俺が鞄かばんから袋を取り出そうとすると、須々木が俺の腕に箱を当ててきた。

「はいこれ、ちゃんとお留守番をしていたご褒美よ」

　袋から取り出したお菓子を渡してくる須々木。パッケージにはアルファベットで商品名や説明が書かれており、外国のお菓子のようだ。

「海外にでも行ってたのか？」

「ええ、家族でイギリスへ行っていたわ」

「そういえば、須々木の家ってけっこう裕福だったな」

　中二の時の夏休みも海外へ行っていたことを思い出した。家族で連れてってもらえるとか、羨ましいよなまったく……

「ちなみにあなただけじゃないわ。お店の人の分も買ってきてあるの。残念だったわね」

　袋に同じ柄の箱がいくつも入っているのを見せてくる。

「別に期待してないって」

「冗談よ。あなただけの特別なお土産も買ってきてあるの」

　別の袋に入っていた長方形の箱を渡してくる須々木。丁寧な梱こん包ぽうがされていて、高級感のあるお土産となっている。

「おい、何だこれ？」

「オックスフッドにある専門店で売っていたパレットナイフよ」

「まじかっ」

　ケーキ類のお菓子作りに必要不可欠な道具であるパレットナイフ。俺がスイーツ作りに熱中していることを考慮して買ってきてくれたお土産みたいだ。

「そんなん嬉うれし過ぎるだろ。持ってなかったし」

「喜んでもらえて良かったわ。あなたに似合いそうなデザインの物にしておいたから」

　あまりにも嬉しいお土産だったので、どう感謝を伝えていいのかわからないな。

　ただ、お土産にナイフを買ってくるという須々木のセンスは少し不気味だ。相変わらず変わっているというか、普通の人とは違うことをしてくる。

「俺もお土産があるんだけど」

「あら、旅行中でも私のこと考えていてくれたのね」

「でもさ、これ貰った後だと、しょぼ過ぎて渡しにくいんだが」

「ふふっ、そうだと思ってあなたが渡す前に無理やり割り込んで渡したのよ」

　得意気な笑みを浮かべている須々木。俺が困る様子を見て喜んでいるみたいだ。

「杏あん仁にん豆どう腐ふのお土産とか珍しいなと思ってさ」

　引け目を感じながら、恐る恐る須々木へお土産を渡した。

「私も甘い物が好きだから嬉しいわよ。それにパッケージも可愛かわいいじゃない」

　意外にも嬉しそうにしてくれた須々木。一応、オシャレなお店で買ったからな。

「他の人には何を買ってきたの？」

「いや、須々木にしか買ってないけど」

「……あなたね、旅行とかで休んだ時は職場の人の分もお土産を買わないと駄目よ。礼儀がなってないと思われるし、それでは社会に出たらやっていけないわ」

「そ、そうなんだ。社会人ならそういう気配りをしなきゃいけないのか」

　須々木に叱られてしまう。大切なことを学べたので、ありがたいお叱りだ。

「次からはちゃんとできそう？」

「ああ。次からはそうするよ」

「あなたのその素直で聞き分けのいいところは褒めたいわね」

　叱った後に褒めてくれる須々木。少ししゅんとしたけど、すぐに心が温まった。

　俺達は制服に着替え、店のカウンターに出て仕事を始める。

　最初の三十分はひっきりなしに注文が続いたが、その後は客足がぴったり途絶えた。

「そういえば、あなた凄すごいわね。あの美み波なみを更生させたなんて」

　須々木が珍しく大おお塚つかの話題を出してくる。

　旅行の前に大塚とばったり会って須々木と仲直りしてとお願いはしたが……

「俺は別に何も……更生させたなんてつもりもないし」

「仲直りしろって言ったんでしょ？　ありがとうが言えない子なのにありがとうを言ってきたし、ごめんなさいが言えない子なのにごめんなさいを言ってきたわ」

　大塚の前評価が低過ぎて、当たり前のことをしているだけなのに感心されている。

「それに手紙とか渡してきたわよ。手紙というか反省文だったけど」

「そうなのか」

　大塚も須々木と仲直りするために、ちゃんと工夫をしているようだ。

「それで、仲直りできそうか？」

「できるわけないじゃない。美波がなんてことをしてくれたと思ってるの？」

　やはり、須々木はこれからも独りでいることを望むのだろうか……

「でも、仲直りして元通りとはならないけど、知人程度の仲にはなれるかもしれないわ」

「そっか……」

　須々木は前に大塚と絶交したと言っていたので、知人として話す程度の仲になるだけでも進歩はしているのだろう。

「それはそれとして、あまり余計なことをしないでほしいのだけど」

「悪いな」

「ちゃんと反省しなさい」

「は、はいっ」

　冗談ではなく本当に怒っている須々木。俺を恐こわい目で睨にらんでいる。

　客の来る気配が無いので、俺は作業で使っていた材料を整理するためにレジ前から冷蔵庫へ向かう。

　須々木も今の内にと思ったのか、俺に気づかず機材を持って歩き出した。

「あっ」

　案の定、後ろを通ろうとしていた俺にぶつかり、須々木は転びそうになる。

　バランスをとろうと俺の服を引っ張ってくる須々木だが、背には大きな冷蔵庫があったので転ばずに済む。

　俺も冷蔵庫に肘を突いて、転倒を防いだ。クレープ屋の厨ちゆう房ぼうは細くて狭いこともあり、今まで何度かぶつかったりはしたが、こんなことになったのは初めてだな。

「すまん、大丈夫か？」

　壁を背にしている須々木。壁に肘を突く俺。互いの鼻先が付いてしまいそうなほどの近距離で向かい合っている。こんなに須々木と顔が近づいたことは今まであったかな……

　しかもこれは奇跡的に壁ドンという形になっている。初めてしたかも。

「ふざけてるのかしら？」

「そっちの不注意だろ」

「あなたの影が薄いからよ」

　こんなに間近な距離にいても怒って俺を睨んでくる須々木。

「ふーっ」

　大きな溜ため息いきをついて落ち着こうとしたのだが、須々木の耳元に息がかかってしまう形になった。

「や、止やめてっ、耳は弱いの」

　聞いたことのない甲高い声を上げて、両手で両耳を押さえた須々木。

　思いがけない反応に俺は何て言っていいのかわからなくなる。

「な、何してるのよっ」

「すまん」

　須々木の怒っていた顔は崩れており、頬ほおを真っ赤にして目を逸そらされた。

　いつのもクールな表情の面影はない。須々木のこんな表情は初めて見たかもしれない。

　俺は冷蔵庫から手を離して、須々木と距離を置いた。

「どういうつもりなの？」

「い、いや、ただ溜息ついただけだって」

「狙ってやったでしょ」

「そんなつもりじゃないって。でも、耳が弱点とか、なんか可愛いな」

　恥ずかしそうにしていた顔から、再び恐い表情に戻っていく須々木。

「……これはお仕置きが必要かもしれないわね」

　問答無用過ぎる結論だが、俺も少し距離空けてから溜息をつくべきだったと少し反省はしなきゃな。

「お手柔らかにお願いします」

「もう仕事が終わるまで言葉をしゃべらないで。返事は犬らしくワンね」

「えっ、容赦なくね？」

「は？」

「ワン」

「よろしい」

　屈辱的だが仕事が終わるまでは続けるしかない。俺も俺で反省したかったし。

　犬になったまま仕事も終盤になり、見知った顔の二人がお店へやって来る。

「七なな渡と君、お疲れ様」

「真面目に頑張ってんじゃん」

　俺の様子を見に来たのか、翼つばさと麗れい奈ながカウンターの前で立っている。

　何でこんなタイミングで来てしまうのか……嬉しいけど複雑だ。

　須々木は二人を見て、不機嫌な表情をしながら俺の元へと近づいてきた。

「この期間限定のバナナミルククレープを一つくださいな」

「ワン」

　翼の注文を聞いて返事をする。それを見ていた須々木は満足そうな笑みを見せていた。

「ワン？」

　翼は俺の返事を不思議がっている。反省中ですとは言えないから困ったな。

「七渡が作ってよね」

　須々木がクレープを用意しようとしたが、麗奈は俺を指名してくる。

「お客様、こちらにはこちらの手順があるので」

「今は空すいてるからいいじゃないですか」

「…………」

　麗奈の要求を聞いた須々木は、額に怒りマークが浮かんでしまうのではないかと心配するほど顔をしかめている。

「あっ、トッピングとかできるんでしたっけ？」

「できますけど」

　麗奈はトッピングの存在を思い出して、再びメニューを眺める。須々木はその様子をイライラしながら見ている。

「じゃあ～……七渡をトッピングしてください」

「は？」

「冗談で～す。やっぱりトッピングいりません」

　麗奈の冗談に手をカウンターに叩たたきつける須々木。麗奈さん、彼女を無駄に煽あおってはいけない。その怒りが俺に向けられるんだから。

「七渡君、この前の旅行本当に楽しかったね」

　翼は満足した表情で話しかけてくれる。何か返事をしたいが、どうしたものか……

「うワン」

　何とかまともに返事を返そうとした結果、うんとワンがミックスした意味不明な返事が出来上がった。

「みんなで海を楽しんで、温泉も……最高だったね」

「そうだな」

　ついついワン以外で答えてしまった俺の足を踏んでくる須々木。翼と麗奈には見えない足元で密ひそかにお仕置きを受けてしまっている。

　二人に気づかれないように痛みを堪こらえて真顔でいないと。

「七渡ったら、あたしの水着姿に夢中になっててウケたね」

「ちょっと麗奈っ」

　聞かれたくない話をする麗奈を止めようとしたが、また須々木に足を踏まれてしまう。

「この前約束した花火大会も、見に行くの楽しみだね翼」

「うん。東京の花火大会って凄い規模だって聞いてるし」

　二人はみんなで行こうと約束した花火大会の話をしている。

　それを聞いていた須々木は自分の髪を弄いじりながら、俺にも聞こえないような小声で何かを言っていた。

「でワンた」

　できたと言ってしまうとまた須々木に踏まれそうだったので、できたとワンを組み合わせた造語を言いながらクレープを翼に渡した。

「ありがとう七渡君」

　翼と麗奈はクレープを食べるためにテーブルのある場所へと移動してくれる。麗奈は歩きながら振り返っては須々木を睨んでいたが、須々木も麗奈をじっと睨んでいた。

　嵐のような時間は去ってくれたけど、ここからは何されるかわからない恐怖の時間が始まってしまいそうだ。

「何なのよまったく……腹立たしいことこの上ないわね」

　この前も何があったかは知らないが、須々木と二人は言い争っていた。

　特に須々木と麗奈は互いを目の敵にしているのか、二人の間には火花が散っているようにも見えた。

　別の高校に通っていることもあり、普通なら絡むことはないのだが、麗奈や翼が俺に会いに来てしまうと衝突が起こる。

　須々木から二人に会いに行くことはないので、二人がもう来ないことを祈るしかない。

　顔を合わせなければ関わることはないのだし、何も問題は起きないはず……

「隙あらばマウント。わざわざ仲良いアピール。七渡も七渡でおどおどしてるし」

　腕を組んでいる須々木は、俺を睨みながらイライラして言葉を吐いている。

「何とか言いなさいよ」

「くぅ～」

　言葉を話せないので、俺はもう犬みたいに相あい槌づちを打つしかない。

「あら、そんな可愛かわいい声で鳴けるのね」

　俺の返事を聞いた須々木は少し微笑ほほえんでくれる。どうやら喜んでくれたみたいだ。

「この前の約束、すぐにでも実行させてもらうわ」

「ワン？」

　きっとこの前の約束というのは、バスケのフリースロー対決で俺が負けたため、夏休みに一日だけ須々木との遊びに付き合わせられる権利を得た件についてだろう。

「水曜日は絶対に空けときなさい。私もあなたもバイト休みの日だから大丈夫なはずよ」

「えっ、その日は中学の時のバスケ部の奴やつらと夜に集まるかもって話なんだけど」

「返事はワンでしょ。口答えしないで」

「ひぃっ」

　また足を踏まれてしまう。拒否権はなかったみたいだ。

「まだ正式に決まっていないのなら、ずらしなさい」

　問答無用だ。まぁ実際にまだ行くと約束をしたわけではないので、こっちの日にちはずらせると思うけどさ。

「ワン」

「いい子ね。もう少しでバイトも終わるし、あと少しの辛抱よ」

　本当に飼っている犬を見るような目で俺を扱っている須々木。そういう気質があるとは知っていたが、俺が見てない間に根っからのサディストになってしまったようだ。

「あなたにとっても素敵な時間を用意してあげるわ。楽しみにしといて」

　どうやら須々木のやりたいことをするだけではなく、俺も楽しめる日にしてくれるみたいだな。

　どんな日になるのか見当もつかないが、少し楽しみでもある。恐こわいもの見たさに危険な場所へ足を踏み入れるようなものだ。

　これはお化け屋敷へ自ら入る感覚に近いかもしれない──
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　今日は須々木と一日遊びに付き合う約束となっている日だ。

　まだ何をするのかは一切教えてもらってはいないが、十八時に品川駅で待ち合わせとなっている。そして、水着を持ってくるようにと指示があった。

　集合時間は夜なのに水着持参との指示……妙だな。何か事件の香りがする。

　しかも泳いだりはしないから水着以外の物はいらないとも言われた。

　泳がないのに水着……そんなの変態プレイ的なことしか頭に浮かばないぞ。

　しかも集合場所は品川駅。まさか俺を都会の道に水着姿で歩かせようとでもいうのだろうか。流石さすがに須々木もそこまでサディストではないと思うが、可能性はゼロではない。

「お待たせ」

　黒のワンピース姿で現れた須々木。真まっ直すぐ立っていて姿勢が良く、歩き方も綺き麗れいだ。

　ヒールを履いており、普段よりも身長が高くなっている。オシャレをしている須々木は大人っぽく見えて、とても同い年とは思えなくなる。

「こ、こんばんは」

「何故なぜそんなにかしこまっているの？」

「何でだろう……少し緊張してるのかな？」

「ふふっ、何をされてしまうかわからないってところかしら」

　どうしても警戒してしまうので顔が引きつって上手うまく笑えない。須々木との距離も自然に空けてしまうが、別に向こうは詰めたりしてこない。

「駅のトイレで水着に着替えればいいのか？」

「あなたを通報させるつもりはないのだけど」

「じゃあ、何で水着を？」

「ついて来ればわかるわ」

　先を歩く須々木についていく。品川なんて滅めつ多たに利用しないから何があるのかすらも把握していない。

　高級ホテルが周りに並ぶ緩やかな坂道を上がっていく。周りに学生の姿はなく、社会人が多い場所だ。今の俺にはとても縁の無さそうな場所だな。

「けっこう歩くのか？」

「もう着いたわよ」

「おいおいおい、ここに入るのか!?」

　見るからに豪華なホテルへと足を踏み入れる須々木。庶民が利用するようなホテルではなく、ワンランク上の人達が利用するような格式の高そうな場所だ。

「そうよ」

「俺そんな金持ちじゃないし、泊りなんて聞いてないぞ」

「誰も宿泊するとは言っていないわよ。あなたとお泊りなんてするわけないじゃない」

「……そ、そうだよな」

　無駄に焦ってしまったが、須々木が俺とお泊りするなんて言うわけがないか。

　俺は慣れない場所にそわそわしてしまっているが、須々木は落ち着いていて行動にも迷いがない。

　海外旅行もしているので、こういった場所の利用にも慣れているのかもしれないな。

　須々木はラウンジのカウンターへ向かい、高身長のイケメンと話し始めた。

「これ、入るのに必要なやつな。一般シートの席しか利用できないから、豪華な席は間違えて利用しないように」

「わかったわ。でも、こんな私のお願いを聞いてくれていいの？」

「育いく美みのお願いなら断れないよ」

「そう。ありがとう」

　カウンタースタッフの男と親し気に話していた須々木。初対面ではないみたいだし、何だか二人だけの特別な空気感が伝わってきた。

「これで準備完了ね。じゃあ、目的の場所へ向かうわよ」

「……誰だよ今の年上のイケメン。名前で呼ばれてたみたいだけど」

「彼氏だけど。この前も一緒にお泊りしたの」

　堂々と彼氏と答えた須々木。前に聞いた時は彼氏なんていないと言っていたが、夏休みになって彼氏ができたのだろうか……

　少しモヤモヤとしてしまうが、あの男に俺が勝てる要素はない。一いつ樹きじゃないと対抗できないレベルの男だった。

「俺と会わせてよかったのか？」

「あなたのことは友達と伝えてあるから大丈夫よ」

「社会人と付き合ってるとかヤバいだろ。あの人イケメンなのにロリコンなのかよ。年上好きの一樹とは真逆だな」

　女子学生の中にはどこで出会ったかもわからん年上の人と付き合うような奴やつらがいるが、まさか須々木もその一派だったなんて。

「そう必死にならなくても安心して大丈夫よ」

「どういうことだ？」

「あの人、私の兄さんだから。この高級ホテルで働いているの」

「な、なんだよっ」

　須々木の言葉を聞いて安あん堵どする。無駄にガッカリしてしまったじゃねーか。

「あなたのしょんぼりとした顔、本当に可愛いわよね。首を切り離してそのままホルマリン漬けにして、部屋に飾りたいレベルだわ」

「例えが恐過ぎるだろ」

　安堵した後に今度は物騒なことを言ってくる。俺の感情を弄び過ぎだろ。

「でも、私に彼氏ができたら、あなたはガッカリしてしまうの？」

「昔好きだった人に彼氏ができたなんて聞いたら、俺に限らず誰だってしょんぼりしちゃうんじゃないか？」

「そうね。私もあなたに彼女ができたらしょんぼりしてしまうかも」

「……須々木のしょんぼり顔とか想像できないんだが」

　実際に頭の中で想像してみるが、上手く思い浮かべることができなかった。

「いつか見られるんじゃない？」

　須々木は俺が彼女できたと報告してくる状況を見据えているのか、しょんぼり顔になる未来を示唆している。

　そして、その言葉を聞いたことにより、須々木との間には大きな溝があるのだと再認識させられる。

　最初は溝なんて無かったが、一度離れて二人の間に亀裂が走った。もう元には戻せないし、深い溝に落ちるのが恐くてとても近づけない。

「それじゃあ目的の場所へ向かいましょうか。どうやら二階にあるみたいね」

「この高級なホテル内にその目的地があるのか？」

「ええ。そういうことよ」

　まじで見当もつかない。スパみたいなリラクゼーションでも嗜たしなむというのか……

「ここみたいね」

「なるほど……こ、これは予想外だった」

　目の前に待っていたのは屋外のプールだった。眩まばゆいネオンのライトが見え、雰囲気のあるクラシックな音楽が聞こえてくる。

　これはきっとナイトプールという場所だろう。何度かテレビで目にしたことはあったけど、足を踏み入れるのは初めてだ。

　どこにあるのか不思議には思っていたが、こういう高級ホテルの中にあったりするんだな。そりゃ普通に過ごしていても見かけないわけだ。

「この高級ホテルの宿泊者しか利用できないナイトプールよ。兄さんにお願いして、特別に利用できるようにしてもらったの」

「まじかよっ、普通には入れないところなのか……」

　須々木のおかげで特別に入ることができているみたいだ。貴重な体験になりそうなので今日は純粋にナイトプールを堪能しよう。

「じゃあ、着替えたら入り口付近で待っていてくれる？」

「わかった」

「ちゃんと待てる？」

「子供扱いすんなよな」

　須々木はにやけながら女子更衣室へ入っていった。ナイトプールとはいえ、須々木の水着姿も見られるのか。

「最近何か大きな買い物した？」

「一千万円で車を買ったかな。どでかいレクサス」

「凄すごいな。俺は五十六万円のラブドールを買ったぐらいだよ」

　男子更衣室で着替えていると、普段では聞けないような大人の会話が聞こえてくる。やはりお金持ちばかりが来るのか、俺の場違い感がひしひしと伝わってくるな。

　だが、俺もここにいることで社長の息子のように思われるのかもしれない。

「三百万円の腕時計はロッカーに置いておくか」

　虚むなしい俺の嘘うその呟つぶやき。だが、これで俺はどこかの御曹司だと思われたはずだ。

　着替え終えた俺は屋外プールへ出て、須々木が来るのを待つ。

　テレビで見たことがあるような少し騒がしい雰囲気ではなく、大人達はグラスに注がれたオシャレなカクテルを持ってビーチベッドで優雅な時間を過ごしている。

　プールに浸つかっている人達は誰も泳いでいない。お喋しやべりをしているかスマホで写真を撮っているだけ。イチャイチャしているカップルもちらほら。

　まさに大人用のプールだな。本来なら泳ぐのが目的のプールなのに、決して泳いではいけない空気となっている。

　それに何故か綺麗な女性しか見当たらないし、男性もスタイルの良い人ばかりだ。

「お待たせ」

　水着の上に黒いカーディガンを羽織って出てきた須々木。

　少し筋肉質な身体からだをしており、女性らしさと共にアスリートのようなしなやかさも垣かい間ま見みえる。贔ひい屓き目め無しに他の女性達よりもひときわ綺麗に見える。

「まさかこんなところに連れてこられるとは……」

「あんまり学校の人に見られたくないんでしょ？　だから時間も夜で高校生が来ないような場所を考えたのよ。それならあなたも不安を感じずに楽しめると思ったのよ」

　麗奈と付き合っているという噂うわさはまだ残っていることもあり、同じ学校の人に見られてしまうのは避けたかった。須々木はそれを考慮してくれていたようだ。

「そうなのか、気を使ってくれてありがとな」

「勝負で勝ち取った約束とはいえ、あんまりあなたの負担にはなりたくないのよ。ただでさえ、今のグループでどうしようかと悩んでいるのでしょ？」

「そういうところは優しいんだな」

「あなたを弄ぶのは好きだけど、あなたが苦悩しているところは好きではないの」

　須々木は俺をからかうことは多いが、負担をかけるつもりはないようだ。

「じゃあ踏んだりするなよ」

「あなた、踏んでも苦しそうにしていないわよ」

「そうなのか？」

「ええ、自覚がないのなら目覚めさせてあげてもいいけど」

　俺の目の奥を覗のぞいてくる須々木。まるで俺の心の奥底の感情をそそらせようとしてきているようだ。

「俺の防衛本能が、この先危険ですって警戒している」

「そうね、危険なのは確かよ。何かが大きく変わってしまうかもしれないから……それが進化か退化かはわからないけど」

「大おお袈げ裟さだな」

「そんなことないわ。人間に秘められし第七感が覚醒するかもしれないわよ」

「目覚め過ぎだろ!?」

　お願いしますと言えば、いったい俺は須々木に何をされてしまうのだろうか……

　興味はあるが踏み出す勇気はなかった。

「飲み物でも買いに行きましょうか」

「そうだな」

　ナイトプールに併設されている売店に向かい、店みせ前さきにあるメニュー看板を見る。

　大人がメインの客層なためアルコール類が多いな。そして値段もめっちゃ高い……コーラが七百円もするし。

　須々木はフルーツの載ったジュースを頼んでおり、俺もつられて同じものを頼んだ。

　ジュースを受け取ってテーブルのある場所まで歩き、ビーチベッドに腰を下ろす。

「普段からこんな優雅なことしてるのか？」

「そんなことない。家族との旅行の時ぐらいじゃないかしら？」

「今は背伸びしてるってことか？」

「そうね。あなたの思い出に私が残ってくれるように、少し背伸びして慣れない場所に来ているの」

　確かにこれは忘れられない思い出になりそうだな。きっと何年経たっても詳細に思い出すことができるはずだ。

「上着は脱がないのか？」

「私にも恥じらいというものがあるのだけど」

「夜だからあんまり見えないだろ」

　カーディガンをずっと羽織ったまま、水着姿を見せない須々木。

「急せかさないで。というか、そんなに見たいの？」

「い、いや、せっかく来たんだしと思って」

「そこまで見たいと言うのなら、脱がないわけにはいかないわね」

「俺の意思を勝手に決めるなよ」

　須々木は俺が座っているビーチベッドの元へゆっくりと歩いて来て、仁王立ちしながら俺を見下してくる。

「今から脱ぐからちゃんと見ていなさい」

「お、おう」

　俺の前でカーディガンを脱ぎ、脱いだ上着を俺の身体に落としてきた。

　須々木はクロス状になっている黒ビキニを着ており、あまりのセクシーさに思わず目が惹ひきつけられてしまう。

「あのギャルみたいにスタイル良くないからガッカリした？」

「そんなことないって。めっちゃ綺き麗れいだし、スタイルだって良いだろ」

「そう。悪くない気分ね」

　ご機嫌になった須々木はテーブルからジュースを取り、俺の前で飲み始める。

「冷たっ」

　須々木の手に持つグラスから水が滴り、俺のお腹なかに降ってきた。

「ふふっ、相変わらず可愛かわいい声を上げるわね」

「わざとかよ」

「あら、反抗的な目を向けられてもエスカレートしてしまうだけよ」

　須々木は俺の座るビーチベッドに腰かけてきて、俺のお腹に冷たいグラスを直接当ててきた。

「冷てぇって！　直接攻撃はやめろよ」

「大きな声を上げては駄目よ。周りの雰囲気を壊してしまうわ」

「……畜生め」

　隙あらば俺を追い込んでくる須々木。普段は無愛想なのに、今日は少し楽しそうな表情を見せている。

　中学の時はここまでではなかったが、須々木にからかわれては噛かみついていた。

　そんなやりとりが楽しくて、須々木を好きになっていったんだっけな。

　この時間が何故なぜかとても心地良いと思えるのも、あの頃の感覚が蘇よみがえってきているからなのかもしれない。だとしたら、俺はまた須々木を好きになってしまうのだろうか……

　いや、それは危険だ。須々木のペースに飲まれてはいけない。

「このプールでガチ泳ぎしてきてもらえないかしら？」

「そんなことしたら追い出されて出禁だろ。写真撮っている人も多いからネットにも晒さらされて世間の笑い者になっちまう」

「そうなってほしいから言っているのだけど」

「鬼畜過ぎだろ!?」

「冗談よ。でも、あなたがもし何か間違ったことをして世間の笑い者になっても、私は見捨てたりしないわ」

　須々木のような意地悪で優しい女性は他にいない。類を見ない存在だからこそ、俺の中で特別な存在になっていったんだ。

「あなたもシャツを脱ぎなさい。人に脱がせておいて自分はそのままとか、その神経はどうかと思うわよ」

「俺の身体なんて興味ないだろ」

「誰よりも興味を持っているわよ」

　大袈裟に言っているだけなのか、本気でそう言っているのか……

　答えはわからないが、俺はシャツを脱いで須々木に身体を見せた。

「あら？　少し鍛えているの？」

「えっ、わかるのか？」

「ええ。あなたはここまで筋肉質じゃなかったもの。ちゃんと努力をしているのね」

　俺の地味な努力に気づいてくれた須々木。努力を褒められて嬉うれしい気持ちになる。

「そうなんだよ。一樹に無駄な努力とか言われてショックだったけど、やっぱり効果あったよな？」

「あなたのこと見直したわ。より素敵になったんじゃないかしら」

　須々木が言うなら間違いないだろう。どうやら自分磨きに成功していたみたいだ。

「それに、これだけ鍛えていれば、ある程度の痛みには耐えられそうね」

「いや、痛みに耐えるために鍛えたわけじゃないんだが」

　まぁ実際、今の俺なら須々木に殴られても蹴られても余裕で耐えられるはずだ。

「というか須々木も引き締まった身体してるよな。昔は空手とかしてたけど、今も何か運動をしているのか？」

「毎日ランニングしているし、ヨガもしているわよ」

「ヨガ!?」

　やっぱり家族がお金持ちだからか、運動する術すべも須々木はワンランク上だな。

「そこまで驚くことではないわ。柔軟体操みたいなものよ」

「じゃあ身体が柔らかかったりするのか？」

「ええ。けっこう自信あるから、見せてあげるわ」

　自分の足を真まっ直すぐ持ち上げて、アルファベットのＩの字のようになる須々木。

　研ぎ澄まされたバランス力。同じ人間とは思えないほどの柔らか過ぎる身体。

　この凄すご技わざパフォーマンスは、周囲の人の目も惹いている。正直言ってこれはあまりにも美しく、感動すら覚えるレベルだ。

　しかし困ったな……須々木はビキニの水着姿なので、真っ直ぐに開いてしまった股を隠す布の面積が小さ過ぎるのだが。

　見てはいけないと思うが、ついつい目を奪われてしまう。心を許した者だけが入ることのできる彼女の聖域を前方に座っていた俺だけが特別に眺めることができている。

「なっ」

　俺の視線に気づいた須々木は、慌てて俺の視界を塞ごうとして上げていた足を振り下ろしてきた。

　顔面を軽く蹴られてしまったが、それは致し方ない事だろう──




　　　●須々木●




「反省したかしら？」

　七渡が見てはいけないところを見ていたので思わず足を振り下ろしてしまった。

　空手を習っていたこともあって思わずかかと落としを決めたくなってしまったが、七渡の可愛い顔を傷つけるわけにはいかないので、ギリギリで寸止めしようとして鼻をかすめる結果に。

「そっちが見せてきたんだろ」

　七渡の少し赤くなってしまっている顔は私の身体からだを見たためなのか、それとも顔に蹴りが入ってしまったためなのか。どちらにせよ、少し笑いそうになってしまうわね。

「ごめんなさいでしょ？」

「……すまん」

　反抗してきても、こちらがさらに強く出れば簡単に折れる七渡。その従順さが私としては癖になってしまうのだけど。

　七渡の隣に座りジュースを飲みながら、ナイトプールの様子を見渡す。

「みんなプールを泳いで楽しむってよりかは、写真を撮って楽しんでいるな」

「そうね。ライトアップもされてて綺麗に写ると思うし、写真撮影用の光る真珠みたいなボールも置かれているわね」

　私達の前で写真を撮り始めたギャルがいたため、少し顔を伏せておく。まぁ仮に映り込んだとしても、その写真が誰かに見られるなんてことはないだろうけど。

「須々木は撮らないのか？」

「私と一緒に写っている写真は残したくないでしょ？」

「べ、別にそこまでは」

「じゃあ、私が撮ってあの二人に自慢してもいいのかしら？」

「そ、それは……」

　困った顔を見せる七渡。そんなことをするつもりは一切ないのだけど、この顔が見たいがために意地悪を言ってしまった。

　困らせてしまったら、ちゃんとお詫わびをしないといけないわね。

「でも折せつ角かくだし、あなたが私を撮る権利は与えてあげる」

「ど、どういうことだ？」

「私一人の写真をあなたが持っていれば、別に問題はないでしょ？　誰にも見せなければいい話だし、消したくなったら消せばいいのだから」

　できれば彼の記憶だけではなく、形として私の姿を残しておきたい。

　私は彼の中から消えたくない。ずっと脳にこびりついて、私のことを想おもう度に甘く憂鬱な気分になればいい。

　そして私の元へ踏み込んでしまった時には、蜘蛛くもの糸を絡ませて抜け出せなくさせてあげるの。もうどこへも行ってしまわぬようにね。

「別に撮ったりしないよ」

「撮る価値も無い女だってことかしら？」

「そ、そういうわけじゃないけど。ただ、意味もなく女性の水着写真を撮るなんて変態みたいじゃないか」

「だから撮らせてあげると言っているのじゃない」

「変態として扱われてる!?」

　七渡のスマホを取り上げ、カメラアプリを起動させてから再び返した。

「ライブフォトに設定してあるし、ここはＢＧＭも流れているからシャッターボタンを押しても音が聞こえないと思うわ。気づかれずに安心して撮ることができるわよ」

「気を使ってくれて嬉しいけど、俺は変態じゃないので撮りません」

「じゃあカメラを向けるだけ向けといてくれる」

　別に抱き着いたり胸を当てたりしなくても、刺激を与えることはできる。きっとあの二人は子供っぽいから直接的なアプローチでもしているのだろうけど、私は違う。

　七渡を受け入れて突き放して揺さぶって、私のことに夢中にさせてあげたい。

　また会いたいって囁ささやいてしまうように、彼の心を私の色に染めてあげたいの。

「思い出は残しておいた方が良いわよ。いつ私と会えなくなってしまうかもわからないのだから」

　水着の紐ひもに指をかけて、水着の位置をわずかに修正する。

　すると、七渡は少しピクついていた。ふふっ、本当にわかりやすいわね。

「少し水を浴びようかしら」

　プールの水を手ですくって身体にかける。少し身体が熱くなってしまっていたので冷たくて気持ち良いわね。

　七渡はスマホ越しで私をじっと見ている。興味がないわけではなさそうね。

　男性は付き合っている彼女との写真や動画をできるだけ残しておきたいと思うものだと、いつかのテレビ番組で見たことがある。

　自分が手をつけたという証明が欲しいのか、離れても消えてしまわないように安心が欲しいのか……どちらにせよ、女々しいことには変わりない。

　でも女々しくていいじゃない。私は彼に忘れてほしくないし、別の女性と幸せになったとしても私の影がちらついていてほしい。ずっと彼の人生にまとわりついていたい。

「ふぅー」

　ストレッチのために両腕を頭の後ろに回すと、七渡の目の色が変わった。

　あら、どうやら脇が好きなようね。マニアックな癖を持ち合わせているみたいだけど、その方が私としては可愛かわいがることができる。

　カシャッと七渡が持つスマホからシャッターの音が鳴り、写真を撮ったことが証明されてしまう。

「お、おい、ライブフォト状態になってねーじゃねーかっ!?」

　私の罠わなに引っかかり顔を真っ赤にして慌てている七渡。可愛過ぎかしら？

「ねぇ七渡」

「あ、あっと、これは違くてその」
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「何も問題はないわよ、変態さん」

　私の変態という一言に、大きく肩を落とした七渡。ぐうの音も出ないようね。

「撮った写真は何に使うのかしら？」

「……デッサン」

「そのふざけたお口は相変わらずなのね」

　彼の柔らかそうな唇を眺めると、強く惹ひかれてしまう。目を逸そらさないと駄目ね。

「くっ、それにしても恥をかかされてばっかだな」

「そうね。あなたの情けないところをたくさん見させてもらったわ」

　私はあえて七渡の恥ずかしいところを引き出している。

　恥ずかしいところを私にいっぱい見せるということは、それだけ私が彼を受け入れることにも繋つながる。

　いつか彼を丸裸にさせて、私の手のひらの上でコロコロ転がすの。

「そろそろ時間ね、帰る準備をしましょうか」

　私がそう告げると、七渡は少し名残惜しそうな表情を見せてくれた。それがたまらなく嬉うれしい。もっと私といたいと思ってくれているのね。

「でも今日は何でプールに？　夏っぽいことしたかったのか？」

「中学の時に一度も海とかプールとかに行かなかったじゃない。あなたに水着を見せる覚悟だけして、見せることができなかったあの頃の私を報われさせてあげたかったのよ」

　複数ある理由の内の一つを七渡に話してあげた。

「夜だから三時間ほどしかいられなかったけど、それで良かったのか？　ちょっと離れた場所のプールでも良かったし。一日俺を付き合わせるって話だったけど」

「アルバイト以外は夜にしかあなたと会うつもりはないの。あなたも誰かに見られたくないだろうし」

　夜にしか会えない女だなんて、悪い意味にも聞こえちゃうけど特別感もあるわね。

「それにあなたと会うのは少し引け目もあるのよ。本当は終わったはずの関係が、日の目を見てはいけない。夜の暗闇でこっそり会うのが私達にとって相応ふさわしいのよ」

「確かに、あんまり堂々としてるのも違和感あるかも」

　あの二人と対等に争っても、私の分が悪過ぎる。なら、私は二人とは違うやり方で彼を気づかぬ内に引き寄せていくしかない。

「それでも私は、願わくは本当は過ごすはずだったあなたとの時間を少しでも多く取り戻せたらなと思うの。でも、それはゆっくりじっくりでいい。何も焦ってはいない」

　彼を急せかしては駄目。ねちねちしつこく絡みつくような感じで、彼の時間を蝕むしばんでいければいい。私が失ってしまったものは大き過ぎて、簡単には集めきれないのだから。

　それに彼はグループの二人の女性から好かれており、彼もその二人を好きという奇異な状況に置かれている。二に兎とを追う者は一いつ兎とをも得ずという言葉があるように、彼はどちらとも結ばれない可能性もある。

　何が起きても不思議ではないから、焦らず待っているのが正解なのかもしれない。

　もちろん、待つのにも忍耐力が必要だわ。我慢できずに焦って余計なことをしてしまう可能性もある。私だってこの状況には大きく揺さぶられているのだから。

「帰りましょうか。今日は付き合ってくれてありがとう」

「俺の方こそありがとう。こんな体験は他ではできないだろうしな」

　もう聞くことができないと思っていた、彼からの感謝の言葉。

　あなたの言葉が一言でも多く、あなたとの時間が一秒でも長く、私の人生に加算されていけばいい。私はそれだけで幸せだから──







第６章　オーバーライト







　　　∞麗れい奈な∞




　夏休みが残り五日となってしまった。

　充実した時間は過ぎるのが早いとか言うけど、それは本当なんだなと今なら思える。

　中一や中二の時の友達のいなかった夏休みは異様なほど長く感じていた。勉強もせずに化粧の技術ばかり高めて、自撮り写真をいっぱい撮っていた思い出がある。

　そして寂しい気持ちを晴らすかのように、ＳＮＳで嘘うそのエピソードをいっぱい投稿していたりもした。今思えばめっちゃ黒歴史だ。

　でもでも、今年の夏は友達といっぱい遊んだ。みんなと旅行だってした。

　先週はみんなと一緒に花火をした。友達と花火をしたのは初めてだった。

　柚ゆず癒ゆの提案がきっかけで、翼つばさと三人で水族館に行った日もあった。

　まさかあたしの夏休みがここまで楽しくなるなんてね。七なな渡とには感謝が尽きないし、みんなにも一緒にいてくれてありがとうと何度でも言いたい。

　そして今日の夜はみんなで夏祭りへ向かう。出店が並ぶ道を歩いたり、盆踊りを眺めたりできるのは本当に楽しみだ。わくわく。

　さらに規模の大きな花火大会もあるみたい。今日の夜はゲリラ豪雨があるかもしれないとニュースで流れているけど、どうか雨が降らないことを祈ろう。

　きっとこれが夏休み最後の大きなイベントになると思う。だから、存分に楽しみたい。

　それに愛いとしの七渡とも何かが起こるかもしれない。迷子にならないよう手を繋いでくれたりとかさ～七渡ならしてくれる可能性大だ。

　夏休みは楽しいけどやっぱり七渡と毎日会えないのは辛つらい。明らかに七渡エネルギーが足りていない。七渡エネルギーはあたしにとって大事な栄養素だから、もっと取り入れないと体調が悪くなっちゃう。

　今日は人も多いだろうから、どさくさに紛れていっぱいくっついても違和感はないはずだよね。残りの夏休みを乗り切れるくらい、いっぱい温ぬくもりをチャージしておかないと。

　部屋のベッドで寝転がりながら、スマホでＳＮＳのミンスタを見る。

　いつも化粧や服装を参考にしているギャルモデルの投稿を久しぶりにまとめてチェックしていく。やっぱりモデルさんも夏を満喫していて、海での水着姿やお祭りでの浴衣姿の自撮りを投稿している。

　ナイトプールでの写真もあり、夜に水着姿というセクシーな画像を投稿している。

　ギャルモデルはくびれを強調したかったのか、写真に加工が施されて腰周りの空間が歪ゆがんじゃっている。そのせいで奥に写る黒い水着を着た女の身体からだがぐにゃってら。

「……は？」

　ナイトプールで写真を撮っているギャルモデルの後ろに、何故なぜか七渡が写っている。画質が良いから拡大してみると、はっきりと七渡だってわかる。何で？

　七渡の隣には肩から上が歪んでいる黒い水着を着た女がいる。少し俯うつむいているため顔ははっきりと確認できないけど、若くてスタイルの良い女性だ。

「何なのこれ……」

　七渡が好きな人ができたとは言っていたけど、もしかしてこの女のことなのか？

　七渡は自らナイトプールなんて場所をデートに選ばないはず。中身はそんな大人っぽくないし、むしろこういう場所は苦手そうなタイプだ。

　となると、この女の方から七渡をナイトプールに誘った可能性が高い。しかも、遊ぶ場所にナイトプールを選ぶなんて年上の女性の可能性があるかも。

　七渡の周りにいる年上の女性は翼のお姉ちゃんとクレープ屋のオーナーだけのはず。廣ひろ瀬せでもあるまいし、七渡が年上の女性と遊ぶなんて考え辛いけど……

　そうだ、廣瀬なら何か知っているかもしれない。鬼電しよ。

『うーっす』

　電話をかけると廣瀬がだるそうな声を聞かせてくれた。

「ちょっと質問があるんだけど大丈夫？」

『今日会う時でいいだろ？　翼のお姉さんに送るメッセージを二日前の昼から考えていて忙しいんだ』

「考え過ぎでしょ!?　たいしたことなさそうだから質問させてもらうね」

『はいはい、わかったよ』

　七渡に直接聞けばいい話だけど、七渡から聞きたくない言葉を言われてしまう可能性がある。それは避けたい。

「七渡をナイトプールに誘うような人っている？」

『そんな奴やつ、七渡の周りにいないだろ……あっ』

　一度否定したけど何かを思い出したのか、わかりやすいリアクションをしていた。

「やっぱり誰かいんの？」

『いや、何でもない』

「教えなさいよ！」

『もしかしたらと思っただけだ。違うと思うし』

「お願い教えて！　一生のお願い！」

『これで一生のお願い四度目なんだが』

　廣瀬から溜ため息いき交じりの呆あきれた声が聞こえる。必死過ぎて引いてんのかもしれないけど、こっちは緊急事態だもん。

「ちゃんと貸しは返すっての。翼のお姉ちゃんにも廣瀬は良い奴だって言っておくから」

『……七渡の元カノだったらあり得るなと思っただけだ。家が裕福だったし、ナイトプールのような大人の遊び場みたいなのも知っていそうな感じだったからな』

「なっ」

　廣瀬から出てきた元カノという言葉。あのムカつく顔が脳裏にちらつく。

『まっ、地ち葉ばには関係の無い話だろ』

「大ありだっての！　こちとらこの前ケンカ売られたんだから」

『おいおい何してんだよ』

「あんにゃろ～やっぱり怪しいわね」

『あの女とは関わらない方がいい。地葉のためにも、俺達のグループのためにもな』

　廣瀬の言う通り、あの女はあたし達にとって爆弾のような存在。下手に関われば火傷やけどするし、グループを崩壊させる危険性がある。

　でも、だからといって放置していたら七渡が狙われる。ちゃんと処理しておかないと。

『どうせケンカ売られたってのも、地葉の方から突っかかったんじゃないのか？　あいつは冷徹でおっかないところもあるから、下手に関わると痛い目を見るぞ』

「うっさい！　ちゃんと教えてくれてありがと」

　通話を切り、再び先ほどの疑惑画像を確認する。

　もしかしてこの女は元カノ？　改めて見ると体形や雰囲気が似ている。

　もう何でこんな時に限って画像加工して空間歪ませてんのよ！　おかげで誰だか確証が得られないじゃない！　そこまでくびれ細く見せる必要ある!?

　ギャルモデルが投稿した写真ではなく文章を読むと、このナイトプールの詳細が書かれていた。

『品川にある高級ホテルの宿泊者しか利用できないナイトプールに遊びに来たよん。他のナイトプールと違って落ち着きもあって、ゆったり楽しめてまぢオススメ』

　宿泊者しか利用できないナイトプール……

　廣瀬が元カノは裕福な家庭だと言っていた。場所が高級ホテルだということは、元カノの可能性がより高まってきたわね。

　ということは、あの女は七渡とお泊りしたってこと？　だとしたら、それはもうワールドエンドじゃんか。ふざけんなっての。

　……落ち着けあたし。まだ慌てるような時間じゃない。

　早とちりしてみんなをかき回すわけにはいかないし、焦ってこの問題をややこしくすることは避けないと。

　七渡に聞くよりも、今度あの女に直接聞いた方が良さそうね。

　七渡の口からあの女のことを聞きたくない。もうあの女のことを少しでも思い出してほしくない。そして何より嘘をつかれてしまうのが嫌だ。あの女のためにつく嘘なんて、絶対に受け入れられない。

　この件は翼に連絡すべきかな？　でも、翼がこれを知ったらあたしと同様に傷ついてしまうはずだ。

　ヤバい……七渡がこのまま取られちゃうって考えたら、もう頭が全然回らなくなる。

　翼が選ばれたら七渡が離れてしまうことはないかもしれないけど、あの女の元に行ってしまったらきっと七渡は離れていってしまう。

　それだけは絶対に駄目だ。あたしは七渡がいないと駄目なの。

　今日の夜にも七渡に会えるのは救いだ。

　まだ集合時間の二時間前だが、あたしはもう家を出た。

　一秒でも早く七渡に会って、安心したい──




　　　＋七渡＋




　みんなで夏祭りへ向かうため、集合場所へと足を運んだ。

　十分前に着いたので一番乗りかなと思ったが、麗奈が既に待っていた。

「おっす。一週間ぶりだな麗奈」

「七渡……」

　元気な笑顔を見せてくれると思ったが、少し暗い表情をしている麗奈。

「離れていっちゃ駄目だよ」

　いきなり俺に強く抱き着いてきた麗奈。不安そうな声を出しているので、俺が知らないところで何かがあったのだろうか……

「離れていかないって。今日はずっとみんなと一緒にいるし」

「絶対だよ」

　何かあったのか聞こうと思ったが、俺達の横に翼がもう来ていた。

「麗奈ちゃん、何で七渡君を抱きしめてるの？」

「こ、これは……」

　居心地悪そうにしている麗奈。上手うまく説明もできないみたいだ。

「麗奈ちゃん何かあったん？　不安そうな顔してるし化粧もいつもと違うよね？」

　最初はムッとしていた翼だったが、麗奈の表情を見て心配そうな顔を見せている。

「い、いや、今日が楽しみ過ぎてぜんぜん寝れなくて、顔もむくんでるだけだよ」

　麗奈は笑ってみせたが、無理していそうな違和感のある笑顔だった。

　その後は一いつ樹きとしばゆーも集まり、みんなでお祭りが行われている会場へ向かった。




「うわ～凄すごい人だ」

　道路を埋めるほどの人混みを見て、翼は唖あ然ぜんとしている。

「絶対にはぐれちゃ駄目だぞ」

「うん、わかった」

　翼がはぐれないように俺の両肩を掴つかむと、しばゆーも翼の両肩を掴んでいた。

　俺もはぐれるのが恐こわいので一樹の両肩を掴むと、一樹もボーっとしている麗奈がはぐれないように両肩を掴んでいた。

「おいおい、これじゃあ電車ごっこじゃねーか」

　一樹が振り返って呆れている。翼の行動がみんなに連鎖してしまった。

「でも、これで回れば迷子にならないね」

「恥ずかしいから勘弁してくれ」

　翼はポジティブに考えているが、一樹は俺の両腕を振り払おうともがいている。

「ジュッポ、ジュッポだね」

　翼は汽車の音を真似まねているのか、擬音を口ずさんでいる。

「翼ちゃん、それじゃエロ漫画みたいだよ。シュポッポ、シュポッポって言わないと」

　しばゆーは的確な指摘をしてくれたが、翼の顔が真っ赤になってしまっている。

「ちょっと待って!?　柚の後ろに列できてんだけど!?」

　どこかの学生集団に面白がられてしまったのか、背後に見知らぬ若者が十人ほどくっついてしまっている。ちょっとした電車ごっこが大規模なものになりつつある。

「最後尾こちらで～す」

　一番後ろにいる女性が手を上げて参加してくれる人を募集している。みんなはこのままだとヤバいと思ったため、慌てて電車から抜け出してきた。

「危うく迷惑集団の先頭になるところだったな」

　一樹の言う通り、人間電車は次々と数を増やして通行人の移動を妨げ始めている。

「麗奈、はぐれないようにな」

　今にも人混みに流されてしまいそうな麗奈の腕を掴む。

「あっ、ありがとう七渡」

　翼も俺の服の裾を軽く掴んで離れないようにしている。

「寄りたい屋台があったら言ってくれよ」

「焼きそば食べたい。あとりんご飴あめ」

　しばゆーはお腹なかを空すかしているのか、食べ物系を欲しているみたいだ。

　俺もりんご飴が食べたかったが子供っぽいかなと思って口に出せなかった。だが、これでしばゆーと一緒に食べることができるな。

「七渡君が欲しがってたゲーム機が当たるくじがあるよ」

　翼は俺を呼び止めて、おもちゃやゲームが当たるくじが置かれている屋台を指さす。

「あれは絶対に当たらないから駄目だ。色んなユーチューバーがくじを全買いしても当たりが出なかったからな。まともなくじを置いている店かもしれないが、俺はもうお祭りのくじ屋を信じないことにしたから」

「ひ、酷ひどいねそれ……子供の夢を弄んでる」

「小五の時にゲーム機が欲しくて、なけなしのお小遣いを全部くじ屋につぎ込んだが外れしか出なかった。その後にユーチューブで屋台のくじを全部引いても当たらなかった動画を見て、俺は危うく人間不信になりかけたんだ」

「可哀かわい想そうな七渡君、よしよし」

　俺の愚痴を聞いた翼が頭を撫なでてくれる。あの時に抱いた悔しい思いが、少し浄化されていくような気がした。

　屋台で焼きそばやりんご飴を買い、盆踊りが行われている開けた場所で食べ始める。

「あっ、美味おいしい。りんご飴とか初めて食べた」

　りんご飴を食べた麗奈は、美味しいと口にしている。最初は元気がなかったようだが、少しずつ表情も明るくなってきている。

　焼きそばを半分食べたしばゆーは残りを俺に渡して、周りの真似をしながら盆踊りに参加し始めた。凄い度胸だな。

「この後はどうするんだ？」

「花火が見やすい場所を見つけておきたいよな」

　一樹の質問に俺が答える。今日のメインはやっぱり花火大会だからな。

「川沿いの道に行けば見やすいかもな」

「俺もそう思う。一息ついたらそっち方面に歩いていこう」

「万が一の雨に備えて屋根のある場所を確保しておきたいな」

　一樹の言葉を聞いて、今日はゲリラ豪雨が発生する可能性があることを思い出した。

　だが、俺は晴れ男だという自覚があるので、その心配も杞き憂ゆうに終わるはずだ──




　　　●須す々す木き●




　今日は美み波なみと一緒に夏祭りへ足を運んでいる。

　別に仲直りしたわけじゃないけど、夏祭りのことが気になっていた時に美波の方から一緒に行かないかと連絡が来たので、つい承諾をしてしまった。

「育いく美みちゃんとまたこうして遊ぶことができて幸せです」

「別にあなたを許したわけではないのよ大おお塚つかさん」

「めっちゃ他人行儀じゃんか」

　美波はすぐに調子に乗るから、簡単には許してはいけない。もっと反省させてまともな人になるまでは厳しくしないと。

「去年は夏祭りなんて行きたくないって言ってたのに」

「あなたと一緒に行ってもつまらないじゃない」

「酷いな～あたしだってその気になれば身体からだ張って育美ちゃんを笑わせられるし」

　去年は楽しんでいる七渡をどこかで見かけたくないと思って、休日に出歩くことすら少なかった。でも、今は七渡を見つけられたらなと思っている。

「何かやってみなさいよ」

「うーん、どうしよっかな～」

　美波は少し悩んだ後、いつも持ち歩いていたタブレットＰＣを鞄かばんから取り出した。

　そしてアプリで画面に大きくフリーハグと書いて、少年が目の前を通る時だけタブレットＰＣを抱えるように持ち始める。

「あっ、これ前にテレビで見たことある！　お姉さんのこと抱きしめていいの？」

　小学生の少年が美波に話しかけている。子供相手に何をするつもりなのかしら……

「もちろん。ギュッとしてあげるね」

「やった！」

　少年を優しく抱きしめている美波。少年は顔を真っ赤にしていて、もじもじしている。

　ハグの時間が終わると、少年は少し大人びた表情で頭を下げて去っていった。

「……何が目的なの？」

「まだ何も知らないショタを性に目覚めさせた時、得も言われぬような下卑た快感が生じるんだよね」

　恍こう惚こつとした表情でそう語っている美波。笑うどころか寒気が生じてしまった。

「お金あげるから病院行ってきなさい」

「笑ってよ～」

　泣きそうになった顔で私の腕に抱き着いてくる美波。あれこれと色んな表情を見せてくれるのが美波のちょっとした好きな所ではあったけど……

「さっき駒こま馬ば高校の奴やつを見かけたから、もしかしたら天あま海みいるかもね」

「……可能性は高いわ。夏祭りが楽しみだと七渡が城しろ木きと話していたから」

「おっ、じゃあ注視してなきゃじゃん。柚癒ちゃんもいるかもしれないし」

　美波は見逃さないように周囲をキョロキョロとし始める。

「その柚癒ちゃんって子が気になっているの？」

「同じバイト仲間だから。まぁ、それだけじゃないけど」

　七渡の今のグループに城木とあのギャル女以外にも女の子がいるのは知らなかった。

　美波がその子と仲が良いのなら、もしかしたら七渡の情報をその子を通して小まめに得ることができるかもしれないわね。

「あたしは育美ちゃんと違って友達作れるしね」

「じゃあもう私と関わらないでいいじゃない」

「それはできないよ。あたしは育美ちゃんと一緒にいるのが一番好きだから」

　中一の時に仲良くなってから、ずっとあたしの周りにくっついてきていた美波。

　それだけ依存をしていたから、私が七渡と付き合うとなった時に切り離されるのではと強い不安を抱いて、別れさせようとしてきたのだろう。

　私が美波のことをもっと理解していればあの事件は防げたかもしれないと、強い後悔の気持ちが湧き上がってきた。そして、七渡に無性に会いたくなってしまった。

「げっ、いたんだけど!?」

「どこよっ」

　美波は七渡を見つけたのか、私も慌てて美波の視線の先を見る。

「ほらあそこ、二組の山やま内うち君」

「誰よそれっ!?」

「親のクレカでスマホゲームのガチャ回してた奴」

「ただのクズじゃない！」

　期待をして損してしまったわ。ちょっと前のめりになってしまった自分が恥ずかしい。

「やばっ、本当にいたんだけど!?」

「もういいから。どうせまたクズでしょ、あなたもそのクズの内の一人なのよ」

「何してんの！　早く見てって！」

「しつこいと怒るわよ」

　もう美波の茶番には付き合わない。無駄に疲れてしまうだけだし。

「早く見ろよバカ！　行っちゃうって！」

「うるさいわね、声帯潰すわよ」

　美波の視線の先を見ると、七渡が人混みに紛れて進んでいったのが見えた。

「本当にいるじゃない!?　何でもっと早く言わないのよ！」

「めっちゃ前から言ってたって！　逆ギレすんなよ！」

　背中をポコポコと叩たたいてくる美波。たまにはちゃんとしたこともするのね。

「追わないの？」

「……今は美波と来ているし」

「あたしのことは気にしないで向かいなよ」

「いいの？」

「むしろあたしは育美ちゃんのために何でもしたい。それだけのことをしちゃったから」

　美波は私を真まっ直すぐに見つめて、迷いのない気持ちを伝えてくれた。

「でも、七渡は廣瀬やギャルと一緒にいた。私が行ってもきっと追い返されてしまうわ」

「あたしに任せて。あたしが柚癒ちゃんと会話してみんなの注目を集めるから、その隙に育美ちゃんは天海を連れ出せばいい。天海もすぐに戻っちゃうだろうけど、あいつの優しい性格なら少しは一緒にいてくれると思う」

　一秒でも多く七渡との時間を過ごせれば私は幸せ。ほんのわずかでも、七渡との夏祭りの思い出が欲しいわね。

「見失わない内に行くよ。失敗してもいいから、やるだけやってみよ」

　美波が七渡達の方へ小走りで駆けていったので、私も隠れながらついていく。

「柚癒ちゃ～ん」

「あっ、美波たん」

　美波は柚癒という人に背後から抱き着いた。その様子に、周りのみんなも驚いている。

「城木さんも久しぶり」

　同じバイト仲間の城木とも挨拶を交わしている。本当に注目を集めてくれているわね。

「美波たん一人で来たの？」

「えっ、あっうん、そんな感じ。あたし性格めっちゃ悪いから友達いないし」

「そんなことないよ、ちょっと悪いぐらいだと思う」

「ちょっと悪いなとは思われてんじゃん!?　ウケるんだけど」

　自虐をして笑いを取っている美波。七渡は美波と関わり辛づらいためか、一歩引いてその様子を見ている。その隙に私は七渡の手を掴つかんだ。

「えっ」

　振り返って私と目が合う七渡。驚きと焦りで動揺しているのがわかる。

「来なさい」

　そんな七渡を無理やり引っ張って、みんなとの距離をさらに空けさせる。

「お、おいっ」

「少しでいいから」

「ごめん、今日はみんなと遊ぶ約束をしているんだ」

　七渡は私の手を振り払って戻ろうとしたが、みんなとの間を謎の集団が遮った。

　前の人の肩を掴んで電車のように歩く気色の悪い愉快な集団。お祭り気分で馬鹿になったのか、騒ぎながら人混みの中を掻かき分けていて、列にも終わりが見えない。

　周りの通行人は、迷惑そうにしている人もいれば、笑いながらスマホで動画を撮っている人もいる。私が嫌いなタイプの人間をよせ集めたかのような集団に虫むし唾ずが走るわね。

　だけど、この無限列車のおかげで七渡はみんなの元へ戻ることができなかった。

「きゃっ」

　焦って七渡を無理やり連れ出してしまったと立ち尽くしていたら、通行人とがっつり肩がぶつかり、転びそうになってしまう。

「大丈夫かっ」

　七渡が慌てて手を掴んでくれたけど、無理やりバランスを取ろうとした際に足を捻ひねってしまった。

「ごめんなさい、ちょっと足を捻ってしまったわ」

「……じゃあ、一旦人混みから抜けるか」

　優しい七渡はみんなの元へ戻ろうとしていたのに、私を心配して手を繋つないで人混みを掻き分けてくれた。

「あそこのちょっとした塀に腰掛けることができそうだな」

「そうね。ありがとう」

　塀の上に腰掛けて、少し足を休ませる。七渡はスマホを操作してみんなに連絡をしているのか、すぐには戻ろうとしないでくれている。私の方が優先順位は上になったのね。

「暑くて熱中症になってしまいそうね」

　別にそこまで暑さにやられてはいないけど、少しでも彼に長く居てもらいたいため話を盛ってしまった。

「自販機は見当たらないけど、すぐ近くにかき氷の屋台があるな」

「かき氷なんて原価五円でぼろ儲もうけな食べ物よ。食べる気にならないわ」

「出た、そういうこと言う奴。ムカつくから、かき氷買ってきてやる」

「ちょ、ちょっと」

　七渡はかき氷を買いに向かってしまう。食べるつもりなんて無かったけど、七渡から貰もらえるのなら人件費込みで五千円は払ってもいいレベルね。

　戻ってきた七渡は何故なぜか背中にかき氷を隠している。何か企たくらんでいるのかしら。

「目を閉じて口を開けてくれ」

「どういうつもり？」

「いいからいいから」

　自信があるのか、笑みを見せている七渡。楽しそうだからいいけど、そういうことしたいのは私の方なのよね。

「何味か当ててくれ」

「そういうことね。わかったわ」

　目を閉じて口を軽く開ける。暗いのは苦手だから手早く済ましてほしいわね。

　このままキスをされたらどうしようかしら……いや、七渡にそんな度胸は無いわね。

　口に入って来たかき氷を食べる。一気に口の中が冷たくなっていった。

「けっこう甘かった気がしたしイチゴ味かしら？」

「残念。目を開けて正解を見てくれ」

　目を開けると七渡はメロン味のかき氷を見せてきた。

「うそっ、メロンの感じはしなかった気がしたけど」

　もう一度食べてみるが、先ほどとは味が異なっている。

「あなた、さては二つ買ったでしょ」

「違うんだなこれが。実はかき氷のシロップは着色料が違うだけでみんな同じ味らしいんだ。つまり色で脳が勝手に味を判断しちゃってるってことだな」

「そ、そうなの？」

「この前のパティシエ研修の時に、かき氷を使った美味おいしいスイーツ作りの時間で一緒に研修を受けてた人に教えてもらったんだ」

　得意気に話している七渡。スイーツ作りの話をしている時の彼の顔は楽しそうで、たまらなく可愛かわいいわね。

「確かに氷の原価は五円ほどかもしれないけど、こうして話題ができたりすれば、もうそれ以上の価値はあると思わないか？」

「……そうね、私が悪かったわ」

「かき氷マイスターの片かた平ひらさんも、かき氷は夏を感じるために食べると言っていたし、むしろ値段以上に価値が生まれるって言ってたぞ」

「誰なのよそれは」

　どうやら七渡はパティシエ研修で、スイーツ作りにこだわりを持った人達と関わってきたようね。嬉うれしそうに話している彼を見ると、何だか私も嬉しくなる。

「私一人じゃ食べきれないから、あなたも食べて」

　私は七渡にかき氷を渡した。俺も食べたいというわかりやすい目を向けていたこともあり、かき氷がもらえて喜んでいるみたいね。

　七渡は躊ちゆう躇ちよなくかき氷を食べているけど、そのスプーンは私が口を付けたものよ。

　気にしていないのか、それとも私とは間接キスなんて当たり前だと思っているのか。

　どちらにせよ、私が見たかった七渡の困った表情が見られなかったのでガッカリだわ。

　私が知らない間に女慣れしちゃったみたいね。

「そろそろ行かないと。足がさらに痛んだりとか、何かあったらすぐに連絡してくれよ」

「ええ、気を使ってくれてありがとう」

　七渡は慌ただしく去ろうとしたが、私は彼の腕を掴んでしまった。

「ど、どうした？」

「最後に一つだけ付き合いなさい。私はやられたらやり返す主義なの」

「いったい何をするつもりだよ」

「いいから、さっきの私みたいに目を閉じて少し口を開けなさい」

　鞄かばんにはフリスクが入っていたはず……それを食べさせてスースーさせてあげるわ。

「デスソースとか入れるなよ」

「私はそこまで鬼じゃないわよ。でも、それはそれで面白そうね」

　少し怯おびえながら、目を閉じてそわそわしている七渡。

　あまりにも可愛いから、いけないことを考えてしまうわね。

「あれは……」

　七渡の背後に、私を見つけて怒り出したギャルの女が目に入った。

　どうやら見つかってしまったようね。慌てた様子でこっちに向かってきているわ。

　七渡に嫌な思いはしてほしくないから、私もここから去らないといけない。

　せっかく楽しいことをしようと思ったのに……

　七渡をこのまま放置して去ろうと一歩踏み出したが、やっぱり引き返した。

　駄目よ私……ちゃんと堪こらえないと。無理やり踏み込んではいけないの。

　いけないってわかってるのに、この好きという感情はどうしても抑えられないのよね。

「動いたら、危ないわよ」

　私はあのギャル女から七渡という獲物を奪うつもりで、口を近づける。

　このままキスをすれば七渡は私のものになるのかしら？

「まるで暗殺されるみたいだな」

　七渡の腑ふ抜ぬけた声を聞いて、我に返る。

　何をしているのよ私……こんな無理やりな形では駄目よ。

　私としたことが冷静さを欠いていた。七渡を取り返したい気持ちと、あのギャル女の姿を見て焦る気持ちが、私を無謀にさせてしまっていた。

「ごめんなさい」

　目を閉じている七渡を放置し、私は謝りながら逃げるようにその場から去る。

　七渡を放置プレイしている快感を味わいたいけど、あのギャル女はもう逃げる私に追いついてきてしまっている。

「ちょっと待ちなさいよっ！」

　ギャル女に腕を掴まれたので立ち止まる。足を捻っていなければ逃げきることができたかもしれないけど、今の私には無理だったわね。

　でも、七渡がいる場所からは離れることができた。それだけで十分だわ。

「何の用かしら？」

「とぼけないで！　さっき七渡に何をしたのよ！」

　問答無用で胸ぐらを掴まれる。どうやら想像以上に怒っているみたいね。

　きっと彼女の角度からは、私が七渡へ本当にキスをした風に見えてしまったのかもしれない。この怒りを逆手にとれば面白いことになりそうね。

「気安く触らないでもらえるかしら？」

　彼女の手を振り払う。私が逃げるのではなく、彼女が思わず逃げてしまうような存在にならないといけない。

「あたしだってあんたみたいな奴やつに触れたくなんかないわよ。泥棒猫みたいに逃げようとするから尻尾を掴んでいるだけだっての」

　何よこの人……本当に腹立たしい。どうやら私を本気で怒らせてしまったわね。

　私は彼女が許せなかったの。私の欲しいものを全部持っていってしまったから。

「あんた、七渡にキスしたの？」

「どうかしら？」

　睨にらんでくる彼女を睨み返す。七渡のために嘘うそはつかない。でも、思わせぶりなことは言わせてもらうわよ。

「……七渡だったら付き合ってもいない女にキスを迫られたら、逃げるはずか」

「そうね。でも、七渡の目を閉じさせれば逃げられずにキスをできるわ」

「なっ」

　彼女の言う通り、無理やり相手に迫るのは許されることではない。

　それは彼女にも言えることである。彼女が焦って七渡へ無理やり踏み込んでしまえば、彼女は居場所を失うかもしれない。

「七渡に無理やり変なことしたら許さないから」

「わかったわ。これからは気をつけてあげる」

「こ、これからって、あんたまじでっ」

　再び掴みかかろうとしてきた彼女だが、何か想像したのか顔を真っ青にする。

「あんたもしかして、七渡をナイトプールとかに誘ってないわよね」

　何故、彼女があの日のことを……

　でも、疑問形ということは七渡にも確認していないようね。何で知っているのか理由は気になるけど、今はプラスに働いてくれそうね。

「誘ったわ。でも、七渡のことを悪く思わないでもらえるかしら。私が騙だますような形で連れて行ってしまったから」

「……いい加減にしてよ」

　あれは私の我わが儘ままだ。付き合わせた七渡が責められないようにフォローしておいた。

「高級ホテルの宿泊者しか利用できないナイトプールって話だけど」

「あら、詳しいのね」

「七渡と泊まったの？」

「あまり彼の許可を取らずに彼とのことをべらべらと話したくないの。でも、その質問の答えは、少し考えてみれば誰でもわかることじゃないかしら？」

「そんな……」

　勝手に想像して、勝手に思い込んで、勝手に怒って、勝手に落ち込んでいる。

　自分勝手な人だと中学の時から思っていたけど、まさにその通りね。

　きっと彼女は七渡に依存しているから、七渡のことになると周りが見えなくなってしまう。彼女は強気な性格だけど、けっこう打たれ弱そうにも見えてきた。

　いや、強気な性格でもないのかもしれない。むしろ強がっているだけだ。感情の起伏も激しく、私の前に現れても勢いだけしかないから、何の策も用意していない。

　そんな相手に私は負けないし、むしろ返り討ちにできる。

「あなたじゃ七渡を振り向かせることはできなそうね」

「さっきから好き勝手言って、あんたにあたしの何がわかるのよっ」

「そうね、確かに何もわからない。でも、あなたが七渡と一年以上も一緒にいて付き合えていないということだけはわかるわ」

「あぅ」

　ぐうの音も出ないといった感じね。言葉で殴って少しスッキリしたわ。

「そんなあなたに優しい私から一つアドバイスをあげるわ」

「何よ」

「……もう、諦めた方が良いんじゃないかしら？」

　雨がぽつぽつと降り始める。

　そういえば今日はゲリラ豪雨があるかもしれないと天気予報で言ってたわね。

　花火大会を楽しみにしていたけど、これじゃあ中止になりそうね。

「……そんな簡単に諦められてたら、こんなことになってないっての」

　彼女の目から涙がこぼれている。それだけ本気だったのね。

　申し訳ないけど、あなたに何の同情もないわ。何故なぜなら、私もあなたに同じ目に遭わされたのだから。

　私が戻ろうとした場所に、七渡と廣瀬の間に、あなたが居座っていた。それを見た時の私も、今のあなたと似たようなことになっていたわ。

　あの時からずっと、あなたには強い憎しみを抱いていたの。

「ごめんなさい、あなたのこと大嫌いだからちょっと言い過ぎてしまったわ」

「あたしもあんたのことが大嫌い。いつか泣かせてやんだから」

　まだ彼女の目には希望が見える。七渡以外にも心の支えがあるとでもいうのかしら。

「あなたに負ける気はしないのだけど」

「こっちはあんたと違って一人じゃないから」

「他力本願ね」

「助け合うのが親友なの。あんたみたいなぼっちにはわからないか」

「そうね、わからないわ。自分のことしかわからない。あなたの親友もあなたをどう思っているかわからないはずよ」

　親友とは、あの城木翼のことを言っているのだろう……

　別に城木と組んでかかってこようが、何も脅威にはならないはず。

「これ以上雨に濡ぬれると、風邪を引いてしまうわね」

　私は振り返り、帰り道を歩く。彼女は追ってこずに、立ちすくんでいる。

　私の前では心折れずに抗あらがってきたけれど、きっと頭の中はぐちゃぐちゃになっているはず。不安に苛さいなまれて、収まらない動揺を抱えているに違いない。

　そのまま焦って七渡を無理やり求めて突き放されればいい。

　私が何かしなくても勝手に自滅してくれれば、私の思惑通りね。

　花火は見ることができなそうだけど、それで良かったのかもしれない。今年の花火は寂しい思い出になってしまいそうだったから。

　来年の夏に七渡と一緒に見ることができればいいわね。

「いたいた育美ちゃん」

　私の元へ美波が駆け寄ってくる。美波のおかげで七渡との時間ができた。

　思わず抱き着いてくるかと思ったが、美波は立ち止まってしまった。

「どうしたの美波？」

「今の育美ちゃん、すんごく恐こわい顔してるよ」

「あら、そんなに？」

　きっと先ほどまで言い争っていたので、顔が強こわ張ばってしまっていたのだろう。

「それじゃあ、あの天海も距離を置いちゃうよ」

「大丈夫よ、今度は逃げられないようにちゃんと縛ってみせるから」

　やっぱり私は七渡を取り返したい。彼と一旦離れて忘れようとしたけど、ずっと忘れられずに苦悩していた。そんな日々にはもううんざりなの。

　今ではアルバイトで同じ職場で働くこととなり、再び距離が近づいて絶好のチャンスを得ている。これはもう運命でしかない。

　七渡を取り返して、もう誰にも渡さない。

　もちろん七渡にはその考えを読み取られてはいけない。気の合う元カノというポジションでじっくりと更なる好機を待つの。

　そこまで苦労して取り返した宝物は、きっと何よりも価値があるはずよ。

「ふふっ」

　七渡が私の元に還かえってくるかもしれない。そう思うと、笑みがこぼれてしまう。

　離れても引き戻せばいい。失っても取り戻せばいい。壊しても直せばいい。

　ごめんなさい七渡、どうやら私はあなたをどうしても諦められないみたい。

　そんな元カノでも、ダメとは言わせないわ──




　　　＋七渡＋




　いつの間にか放置プレイをされており、目を開けたら須々木の姿がなかった。

　やりやがったと思ったが、文句を言う相手はもういない。目を閉じて口を半開きにしてずっと待っていたなんて、すれ違っていた人からヤバい人だと思われていたはずだ。

　急いでみんなの元へ戻ったが、一樹は麗奈が急にどこかへ走っていってしまったと焦っている。雨も降り出しているので、早く麗奈を見つけないとな……

「とりあえず探してくる。一樹は翼としばゆーを雨宿りできそうな場所まで頼む」

「わかった。何かあったら連絡する」

　今までは晴れ男だと思っていたが、この様子では花火大会も中止になる可能性が高い。

　麗奈に三度目の電話をして、ようやく繋つながってくれた。すると、震えた声で居場所を教えてくれた。

　何かあったのかもしれないと不安になったので、走って麗奈のいる場所へ向かった。

「麗奈っ、こんなところで何してんだよ！」

「七渡……」

　雨で人混みが減ったとはいえ、通行人の多い場所で雨宿りせず突っ立っていた麗奈。

「めっちゃずぶ濡れじゃないか、これじゃあ風邪を引いちゃうだろ」

　屋根のある場所へ向かいもせずに、ただ雨に濡れている。身体からだも震えていて、既に風邪を引いてしまっていそうだ。

　目も赤いので泣いているようにも見えたが、雨粒なのか涙なのか判別できない。

「何かあったのか？」

「……何にもないよ」

「何もないわけないだろ。今日会った時も様子がちょっと変だったぞ」

　理由は話してくれなかったが今日の麗奈は明らかに少し元気が無かった。そして今は憔しよう悴すいしきっている。

「あの女とのキス、どうだった？」

「何の話だよ。それよりも早く雨宿りするぞ」

　俺は動こうとしない麗奈の腕を掴つかむと、無気力な麗奈は立っていられずに俺の元へ倒れるように抱き着いてきた。

「キスしてたのあたし見てたから」

　さっきからキスの話をしている麗奈。あの女とは須々木のことなのだろうか……

「どういうことだよ」

「目を閉じて」

「わ、わかった」

　麗奈に言われるがまま目を閉じる。まるで須々木と一緒にいた時のような状況だ。

「……こういうことだよ」

「なっ」

　嫌な予感がして目を開けると麗奈の顔が急接近していて、気づいた時には俺の口に麗奈の口がくっついてしまった。

　何が起きているのか把握するのに時間がかかったが、俺は確実に今キスをされている。

　濡れて震えている麗奈の唇。そこに温ぬくもりや刺激はなく、不安だけが湧き上がってくる。

　俺は麗奈の両肩を押して、顔を無理やり離した。

「ごめん、どうしても上書きしたくなった」

　満足気な表情を浮かべている麗奈。何を考えているのかわからない麗奈に少し恐怖を抱いてしまう。

「な、何で無理やりこんなことするんだよっ」

「須々木とかいう女にも、さっきみたいに目を閉じさせられてキスとかされたんでしょ？　警戒心の薄い七渡にも問題はあるから」

「目を閉じさせられはしたけど、キスなんてしてないって。何も唇に触れてなかったし」

「は？　あ、あの女……」

　満足気な表情から真っ青になる麗奈。

「あの女と一緒にホテルで寝泊りとかしてないの？」

「さっきから何言ってんだよ。彼女いない俺がキスとか寝泊りとか、そんなことするわけないだろ」

　俺の言葉を聞いて麗奈は頭を抱えている。呼吸が乱れていて、酷ひどく動揺している。

「そ、そうだよね。ごめん、あたしが馬鹿だった」

　謝ってくる麗奈へかける言葉が見つからない。俺も動揺してしまっている。

「じゃあね七渡。さようなら」

　久しぶりに見た麗奈の冷たい表情。初めて会った時の麗奈と同じ表情をしていた。

「お、おい麗奈っ」

　麗奈は走り去ってしまう。追いたい気持ちもあったが、頭の整理が追いついていない。

　結局、花火大会は中止となってしまい、みんなとはそのまま解散になる。

　俺の楽しい夏休みはここで終わってしまったようだ──
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第７章　チャレンジ







　　　◇翼つばさ◇




　昨日、お姉ちゃんと一緒にテレビで見た映画は私が納得できないストーリーだった。

　主人公の男性が婚約していた恋人に見送られて戦争へと旅立った。

　数年続いた戦いを終え、ボロボロになって母国に帰ってきた主人公。

　でも、恋人は別の男性と家庭を築いていて、主人公の帰るべき場所はなくなっていた。

　戦いには勝ったけど、一番大切なものを失ってしまった主人公は死を選んだ。

　死が主人公を孤独や苦悩から解放させて、誰よりも優しく包み込んでくれていた。

　そんな救いようのない結末は間違っている。あってはならないよ。

　私はずっと七なな渡と君を待ってる。私は七渡君にとっての居場所でありたい。

　七渡君が誰を選んでも、どんな道を進んでも、どんなに傷ついても。

　私は帰ってきた七渡君を温かく迎えてあげたいなぁ……

「翼ちゃん、七渡君とは最近どうなの？　夏休みで何か進展した？」

　考え事をしていたら、お姉ちゃんが後ろから抱きしめてきた。

「良い感じだと思う」

「付き合えそう？」

「うん。きっと、いつか必ず付き合えると思う」

　いつ付き合えるかはわからないけど、私が諦めない限りこの想おもいは続いていく。

「その考え、良いと思うよ。いつか付き合えるかもと思って打算で行動するより、いつか付き合うからって計算して行動した方が、結果に結びつくはずだからさ」

　お姉ちゃんはそう言い残してアルバイトへ向かっていった。

　一人になった私は今日も麗れい奈なちゃんに連絡をする。昨日も一昨日おとといも連絡したけど、既読がつくだけで何の返事もしてくれなかった。

　夏祭りの時に麗奈ちゃんの様子が少し変だった。それに、七渡君が言うには一人で先に帰っちゃったみたいだ。

　やっぱり、何かあったんだ。返事をくれないなら、聞きに行こう。

　私は家を出て、麗奈ちゃんの家に向かった。




　麗奈ちゃんの家の玄関の前に立ち、インターホンを押した。

「あら、翼ちゃんだっけ？」

　お母さんがいたみたいで、インターホンから声が聞こえてきた。

「はい。麗奈ちゃんに会いに来ました」

「麗奈には来るって連絡したの？」

「連絡しましたけど返事は来てないんです」

　麗奈ちゃんには今から家行くよとは伝えてあるが、返事はくれなかった。

「う～ん……」

「安心してください。ウチは麗奈ちゃんの親友ですから」

「……あの子にも親友なんてできたのね」

　少し経たつと玄関の扉が開き、麗奈ちゃんのお母さんが迎えてくれた。

「酷く落ち込んでいるみたいだから、励ましてあげて」

「わかりました」

　やっぱり私の想像通り、麗奈ちゃんは何か大きなショックを受けていた。

　麗奈ちゃんの部屋に入ると、ベッドの上でパジャマ姿の麗奈ちゃんが膝を抱えていた。

「麗奈ちゃんっ」

「……何で来たの」

　麗奈ちゃんの覇気のない声。綺き麗れいな長い髪の毛がボサボサになっちゃってる。たくさん泣いちゃっていたのか、目も赤く腫れているようだ。

　ずっと悲しい気持ちで過ごしていたことが、その姿だけで伝わってきてしまう。

「心配だからだよ」

「そうなんだ。みんな優しいよね……みんなから連絡来てたもん。でも、あたしは優しくないから返事すらできない」

「麗奈ちゃんの優しいところもウチはいっぱい知っとるよ」

　髪を短くしてクラスでちょっと目立っちゃった時に、学校のお手洗いで私の愚痴を言っていた恐こわいクラスメイト達を一蹴してくれた麗奈ちゃん。

　この前も須す々す木きさんに詰め寄られてしまった時に、麗奈ちゃんが助けてくれた。

　麗奈ちゃんのこと上辺だけしか見てない人は悪く言うかもしれないけど、私は優しいところもたくさん知っている。私はその優しさに何度も救われてきたから。

「もういいの。今のグループからも抜ける。学校ももう行かない」

「麗奈ちゃん、何で……」

「取り返しのつかないことしちゃった。あーもうあたしのバカバカ」

　自暴自棄になってしまっている麗奈ちゃん。何か大きな失敗をしちゃったみたいだ。

「夏祭りの時、何かしたの？」

「七渡に無理やりキスしたの。あたし馬鹿だから」

　麗奈ちゃんの言葉に絶句してしまう。何でそんなこと……

「でもね、聞いてよ。七渡、ぜんぜん嬉うれしそうにしてなかったの。困惑した顔で青ざめてた。あんなに悲しいことなんかないよ」

　きっと私が急にキスしたとしても七渡君は困惑してしまうと思う。麗奈ちゃんだって冷静に考えれば、そうなることはわかるはずなのに。

「何でそんなことしたん？　今までそんな無理やりとかなかったよね？　きっと何か理由があるんだよね？」

「あの女にまんまとやられた。今思えば、煽あおるような発言ばっかだったし」

　やっぱり何か大きな理由があったみたい。麗奈ちゃんがここまで追い込まれてしまったのは、たぶんキスが一番の理由じゃないと思うし。

「あの女って？」

「七渡の元カノ。祭りの時にあいつが七渡の手を引っ張って、七渡を連れて行くところを見たの。一回見失ったけど、探し回って見つけだした」

　私の知らないところでそんなことがあったんだ……でも、どうして麗奈ちゃんは私に教えてくれなかったんだろう。

「あたしに気づいたあの女、あたしの前で七渡にキスしたように見せてきたの。あたしから七渡を奪うみたいな意地悪そうな目でね」

「そんな……」

「勘違いしたあたしは上書きしたくなった。あの女にキスされたままの七渡なんて絶対に嫌だなって思ったの。動揺してて冷静な判断もできなかった」

　私も目の前で須々木さんにそんなことされたら、どうにかなっちゃうかもしれない。

　きっと須々木さんはそれも見越しているんだ。麗奈ちゃんをわざと煽って焦らせて、私達の仲を拗こじらせることができればいいと考えたのかもしれない。

「でもね、あの女の言った通りだった。七渡はあたしのことなんか、これっぽっちも好きじゃなかったんだ」

「何か言われたの？」

「一年以上も一緒にいて付き合えてないじゃんとか、諦めた方がいいって」

　須々木さんに言われたことを思い出したのか、泣き始めてしまう麗奈ちゃん。

　まるで自分が言われたかのように、私の心も傷ついてしまう。

「散々言われて悔しいと思ったけど、あの女の言う通りなのかもしれない。あたしなんか好きな人とも結ばれずに、友達だって離れていって、きっと一人になっていくんだ」

「そんなことないよ！　ウチはずっと友達だよ」

　悲観している麗奈ちゃんを強く抱きしめる。私の大切な人が、こんなにも震えていて怯おびえている。須々木さんのこと、私も許せなくなった。

「それにみんなだって麗奈ちゃんのこと嫌いになんかならないよ」

「もういいの。ずっと一人でいるから」

「駄目だよ。そんなの絶対に駄目」

　麗奈ちゃんが抜けて一度グループに亀裂が走ってしまえば、きっと修復は困難だ。

　たとえ麗奈ちゃんが立ち直って戻ろうとしても、もう元には戻らないかもしれない。

　私達の幸せのためにここは何とかしないと。きっと、ここが一番の踏ん張り時だ。

「無理やり七渡にキスして七渡にも悪いことしたし、翼にも約束を破るようなことしちゃった。もうみんなと一緒にいる資格なんかないよ」

「間違えたら謝ればいい。失敗したら反省すればいい。許し合うのも友達だもん」

　七渡君のためにも今のグループを壊したくない。今のグループを継続させるために大きな判断もしてくれたわけだし、こんな結果で終わってしまうなんて報われない。

　でも、須々木さんは麗奈ちゃんを煽り、私達が崩壊するのを狙っていたかもしれない。

　このまま黙って見過ごしていれば、須々木さんに七渡君を捕まえられちゃう。

　あの人は七渡君を信じ切れずに一度突き放した。だから元カノになってしまったんだ。

　そんな人に七渡君は任せられない。私は認めません。

　でも、誰と付き合うかを決めるのは七渡君だからなぁ……

　だから、確かめないと。須々木さんのこともっと知らないといけない。

「麗奈ちゃん、前を向いて」

　麗奈ちゃんの両肩を掴つかんで、不安を抱いている目を真まっ直すぐ見つめる。

「これは終わりじゃないよ。ウチらがもっと仲良くなるための試練なんじゃないかな」

　大きな問題を乗り越えることができれば、逆に絆きずなは深まるはずだ。

「なんでこんなあたしのこと、見捨てないでくれるの？」

「だって、麗奈ちゃんとはもう親友だもん」

　麗奈ちゃんの手を握ると、優しく握り返してくれた。

「翼……あんたになら、もう負けてもいいや」

　これは麗奈ちゃんのためでもあり、七渡君のためでもあり、私のためでもある。

　須々木さんが本気で来るのなら、私も本気で行かないと──




　　　●須々木●




　夏休みも残り一日ね……

　今年の夏休みは今までで一番充実していたかもしれない。

　七渡とはアルバイトもあって週に三度は会っていたもの。そして夏休み最後の今日も七渡と一緒にアルバイトをしている。

　七渡とはナイトプールに行ったし、夏祭りも少しだけど一緒に楽しめた。

　去年はずっと家で引きこもっていたから、あの夏と比べると天と地の差ね。

「ありがとうございました」

　クレープを注文してくれた客に頭を下げて挨拶した七渡。

　私は自分の中で七渡の最後の挨拶を自分に対してのものに変換している。

　だから、いつも私に頭を下げてありがとうございましたと言ってくれているの。それが楽しくて癖になっている。

「うーん……」

　夏祭り以降はずっと不安そうな表情を見せている七渡。

　今日は一段と考え込んでいるわね。きっと明日から学校が再開するから、今のグループの関係性に悩んでいるんじゃないかしら。

　きっとあのギャル女が何かしてくれたに違いないわ。ここぞとばかりに追い詰めて正解だったわね。

　今まではあえて悩んでいる七渡に触れないようにしていたけど、この様子を見るとその甲斐かいがあったわね。

　悩みがピークに達した七渡に救いの手を差し伸べる。そうなるようにあえて寝かせていたのだから。

「七渡、大丈夫？　酷ひどく落ち込んでいるようだけど」

「ちょっと色々あってな」

「凄すごく心配だわ。今のあなた、本当に辛つらそう」

　弱っていれば弱っているほど優しくできる。ピンチになればピンチになるほど彼を救うことができる。彼は女神みたいな私にきっとすがってくれるはず。

「私でよければ何でも相談に乗るわよ」

「今日はやけに優しいな」

「それだけ今のあなたを放っておけないのよ」

　七渡の背中を優しくさする。今までは意味もなく七渡に触れたりはしてこなかったけれど、ここぞという時に触ってあげる。今日は特別な日よ。

「私の元に踏み込んでくれれば、もっと特別に優しくしてあげるわ」

「駄目だろそんなこと」

「私はあなたと距離を置いてしまった側だから、私があなたに踏み込む資格は無い。でも、あなたが私に踏み込んできてくれれば、きっと全てが元通りになるわ」

　七渡が踏み込んできたら、もう一生離さない。決して誰にも渡さない。

「……今日のバイト後に、時間あるかしら？」

　今の七渡なら、もう一押しすれば私の元へ踏み込ませることができるかもしれない。

「いや、今日は翼がどうしても会いたいって言っているから無理なんだ。ごめん」

　城しろ木き翼か……

　もう七渡を落としてあげようと思ったのに、とんだ邪魔をされてしまったわね。

　やっぱり彼女も目障りだわ。あのギャル女のように、軽く追い払ってしまうべきね。

「そう」

「お、怒ったか？」

「別に。自分の行きたいところに行けばいいじゃない」

　七渡は私の素っ気ない態度を見て不安になっている。それだけ私に嫌われたくないって思ってしまっているのね。彼の中でだいぶ私の存在が大きくなっている証拠だわ。

　焦らなくていい。もうすぐ長くて暗いトンネルを抜けることができるのだから──




　アルバイトが終わって急いで帰った七渡を見送る。私も帰ろうとした時にオーナーの田た中なかさんが私の元へやって来た。

「お疲れ様です」

「お疲れ様です。須々木さんは次の日から一旦、研修中の新人さんとペアになりますので頭に入れておいてください」

「えっ」

　ずっと七渡と一緒にお仕事ができると思っていたのに、次からは研修生と一緒になってしまうみたいね。

　最悪だわ……でも、一旦と言っていたので絶望的な状況ではないはず。

「わかりました」

「同い年の女の子ですから、きっと仲良くできると思いますよ」

　何の価値も無い女性と仲良くなる気はない。いっそのこと過度に冷たくして、私とのペアは嫌だと思わせて早々にペアを解消するように仕向けようかしら。

　店を出ると、私を待ってましたと言わんばかりに見てくるあの女が立っていた。

「城木さん……だったかしら？」

「そうです」

　前回会った時は私と目も合わせられなかったのに、今は目を逸そらさず見つめてくる。

　何か大きな覚悟が決まったかのような、強い意思が伝わってくる。

「何か用？」

「ウチの大切な親友があなたに傷つけられたことに怒っています」

　あのギャル女のことかしら……どうやら城木には事情を話したようね。

「私も彼女に同じ目に遭わされたの。彼女とはお互い様よ」

「今度、麗奈ちゃんに謝ってください」

「さっきから勝手なことばかり言って……私も怒るわよ」

　城木を睨にらむが、決して目を逸らしてはくれない。

「七渡は私が幸せにするから、あなたは身を引きなさい」

「七渡君を大事にできなかった人に任せるのは不安です」

「……喧けん嘩かを売っているのかしら？」

　言われたくないことを言ってきた城木。思わず怒鳴りそうになってしまったわ。

「すみません、須々木さんのことまだあまり知らないのに」

「その通りよ。私のこと知りもしないくせに」

「ですよね。だから、ちゃんと須々木さんのこと知ろうと思います」

　何を言っているのかしら城木は……何を考えているかわからないし、何をしてくるのか想像もつかない。

「何をするつもり？」

「須々木さんとお友達になりたいなって思っています」

「私は仲良くする気なんてないけど」

「ウチもありません。でも、七渡君のためにも須々木さんのことちゃんと知らなきゃって」

　真っ直ぐな目で、強い意思を発している。思わず後ずさりしてしまうほど。

「あなたは七渡にとって何なの？」

「元許嫁いいなずけです」

　私の言葉に意外な言葉で返してきた城木。何なのよ元許嫁って……

「どういうことかしら？」

「一度、結婚を約束した仲だということです」

　嘘うそのような冗談のような話。でも、それを語る城木の目は、そんな話すらも本当なんだなと信じ込ませてくる力がある。

　記憶の奥底から、中学の時に七渡が地元で仲の良かった許嫁のことが気になっていると話していた思い出が蘇よみがえってきた。

　美み波なみと一緒にまたいつもの妄想だと呆あきれていたが、あの時の許嫁ってもしかして……

「明日はご指導ご鞭べん撻たつのほどよろしくお願いしますね」

「えっ？」

　急に行儀正しく挨拶して去っていった城木。まるで嵐のような時間だったわね。

　それにしても、ご指導ご鞭撻っていったい……いや、まさかっ!?

「あら須々木さん、何か忘れ物？」

　クレープ屋のカウンターに立っていたオーナーの田中さん。真実を知るのが恐こわいけど、早くしないと出遅れてしまう。

「明日来る新人さんの名前って聞いてもいいですか？」

「城木さんって名前ですけど。もしかして知り合いですか？」

　や、やられた……

　何なのあの子、確か美波と同じバイトだったはずよね？

[image: ]

　私に挑むために、私を七渡から遠ざけるためにアルバイトを変えてきたとでも言うの？

　そこまでするかしら普通？　それだけ本気だということなの？

　前に美波から城木翼には絶対に勝てないからと言われたことを思い出した。

　ただの戯たわ言ごとだと思っていたけど、今ならあの美波の言葉も意味がわかる。

「ふふっ、ふふふっ」

　身体からだが震えてきて、乾いた笑いがこぼれた。

　面白いじゃない、城木翼。向こうの居場所を壊そうとした報復に、私の居場所を壊しに来るなんて。

　どうやら私は、怒らせてはいけない相手を怒らせてしまったのかもしれないわね……

「須々木さん？」

「城木さんとは大の親友なんです。一緒にお仕事するのが楽しみだなと思って」

「あら、そうでしたか」

　上等じゃない、そっちがその気なら私も本気で向き合ってあげる。

　お互い諦めきれないなら、諦めさせるしかないものね──








あとがき






　お久しぶりです、桜さくら目め禅ぜん斗とです。

　祝、三巻発売！　本当に本当に嬉うれしいです。

　そして、その間に一巻と二巻も重版しました。さらに、海外でも出版されているという話も聞いており、多くの人に手に取って頂けているんだなぁと感慨深い気持ちです。

　このままもっともっと、嬉しいご報告をお届けできればなと祈っております。

　さて、この物語は二巻まで元もと許嫁いいなずけの田舎娘である翼つばさと、ギャルの都会っ子である麗れい奈なが七なな渡とを巡って争う構図でしたが、今巻では二人は協力して円満な関係を築き始めました。

　そして、七渡の元カノである須す々す木きが現れ、今度は翼と麗奈が七渡を巡って須々木と争う展開となりました。

　この物語のヒロインレースは簡単に終わらず、さらに加速していき過激さを増していくということです。

　このまま進むと、四巻はヤバいことになります。五巻はもうデンジャラスです。

　私自身、この物語の続きが執筆できる日をワクワクしながら待っています。

　読者の皆様、更なる続刊を楽しみに待っていてください──

　また、今巻で元カノヒロインである須々木が本格的に参戦したことで、それぞれのヒロイン達の全貌が見えてきたと思います。

　読者の皆様も、どのヒロインが一番好きなのか、はっきりしてくる頃かなと。

　さて、ここで私が三人の中で一番好きなヒロインを発表したいと思います。

　まずは、みんなを食べ物で例えます。私にとって翼が醤しよう油ゆラーメン、麗奈が豚骨ラーメン、須々木が塩ラーメンみたいなものです。

　私はそもそもラーメンが大好きなので、みんな大好きなんです。

　つまり、みんな違って、みんな良い──

　こんな曖昧で七渡的な考え方をしていると、誰とも付き合えません。

　読者の皆様は、しっかりと推しを一人に決めて物語を楽しんでください。

　もちろん、つけ麺の柚ゆず癒ゆ、油そばの大おお塚つか、担々麺の深み海うから選ぶのも一興です。

　続いては、お知らせ祭りです。

　毎度お伝えしていますが、小説投稿サイトのカクヨムでは七渡と麗奈の中学生編である【あなたを諦あきらめきれないギャルじゃダメですか？】が公開されています。

　麗奈の家にあった空のペットボトルにまつわるイベントや、七渡がギャルに興味津々になってしまった経緯などが描かれています。全ては繋つながっています。

　さらにショートストーリー集も公開中です。本編に収まりきらなかった作品の舞台裏エピソードを書いています。廣ひろ瀬せや柚癒の話も豊富です。

　さらにさらに、須々木と大塚のエピソードが中心となる【あなたを諦めきれない元カノじゃダメですか？】も公開されているかもしれません。鋭意制作中です。

　書籍では三巻までとなっていますが、ネットで公開されている物語を含めれば六巻ほどのボリュームになるかと。これはラノベで一番お得な作品かもしれません（作者調べ）。

　作品をより深く楽しみたい方はカクヨムでの活動も注視して頂けると嬉しいです。著者のツイッターアカウントでは精力的に情報を発信していますので、要チェックですよ！

　最後に謝辞です。

　イラストを担当して頂いている、かるたも様。今回も本当にありがとうございます。

　今巻の素敵過ぎる表紙イラスト、半端なかったです。感無量です。

　可愛かわいい二人に水着が与えられ、柔らかそうな肌が露あらわに……思わず総勃だちしました。

　編集者Ｋ様、校閲担当様、そしてこの本の制作に関わってくださった全ての方々に感謝でいっぱいです。執筆中に指導してくれたショタ好きお姉さんもありがとうございます。

　最後に、今巻を手に取ってくださった読者の皆様に壮大で膨大な感謝を──

　桜目禅斗でした、どうもありがとう。
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